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■オンライン教育の今後の展望や可能性



■�所謂る良心を手腕に運用するの人物を�

出さん事を勉めたりき

新
島
　
襄
の
言
葉

『
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
』
の
中
の
、
非
常
に
よ
く
知
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
を

知
ら
な
い
人
は
同
志
社
で
働
く
人
と
し
て
は
不
十
分
で
は
な
い
か
と
ま
で
思
わ
れ
る
ほ
ど
だ
。

し
か
し
、
そ
の
内
容
を
吟
味
し
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
、
往
々
に
し
て
私
た
ち
は
怠
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

新
島
襄
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
、
私
た
ち
は
「
良
心
教
育
」
と
い
う
言
葉
で
置
き
換
え
る

こ
と
が
あ
る
。
特
定
の
宗
教
の
信
仰
を
持
た
な
い
人
も
、
良
心
が
大
切
だ
と
い
う
点
で
は
概

ね
納
得
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
新
島
に
よ
れ
ば
、
こ
の
良
心
は
手
腕

と
し
て
運
用
さ
れ
な
く
て
は
あ
ま
り
意
味
の
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

良
心
と
は
内
面
の
こ
と
、
手
腕
と
は
外
面
の
言
動
に
現
れ
る
技
能
の
こ
と
と
言
っ
て
も
良

い
だ
ろ
う
。
言
動
が
ど
ん
な
に
立
派
に
見
え
て
も
、
私
心
の
無
い
良
心
に
基
づ
い
て
い
な
け

れ
ば
、
何
の
価
値
も
な
い
。「
た
と
え
、
山
を
動
か
す
ほ
ど
の
完
全
な
信
仰
を
持
っ
て
い
よ

う
と
も
。
愛
が
な
け
れ
ば
、無
に
等
し
い
。」〔
新
約
聖
書
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
（
一
）

13
章
2
節
〕

し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
手
腕
と
し
て
言
動
に
現
れ
な
い
、
内
面
に
留
ま
っ
た
ま
ま
の
良
心

も
、
持
ち
腐
れ
で
は
価
値
が
半
減
す
る
。
ま
た
、
良
心
は
内
面
に
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
言
葉

や
行
動
に
表
す
力
や
勇
気
が
無
い
の
も
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
良
心
は
言
動
に
表
さ
れ

る
の
が
望
ま
し
く
、
そ
の
た
め
の
手
腕
も
必
要
な
の
で
あ
る
。
自
戒
も
込
め
て
研
鑽
に
励
み

た
い
。

富
田
　
正
樹
（
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
）



大　学

『JICA・同志社ラグビーインド派遣・政策学部
海外フィールドワーク・オンライン帰国報告会』
� 2020年６月19日

『同志社大学・ダイキン工業包括的連携協力』
� 2020年３月25日

2020年6月19日、JICA・同志社大学体育会ラグビー部インド派遣および政策学部海外
フィールドワークのオンライン報告会が行われました。プログラムに参加したラグ
ビー部員や政策学部の学部生から現地での活動内容、そこから得た学びや課題につ
いて報告され、本プログラムの今後の可能性とエネルギーを再認識する時間となり
ました。

同志社大学とダイキン工業株式会社は包括的連携協力に関する協定書を締結し、
2020年3月25日にダイキン工業テクノロジー・イノベーションセンターにて記者発表
が行われました。今回の連携事業は、2020年4月から10年間実施されます。



中学校・高等学校

『入学式』� 2020年４月６日

新型コロナウイルス感染症対策により、例年とは違う形の入学式でしたが、中学生：
292名、高校生：364名の新入生を迎え、2020年度をスタートする事ができました。

『「いづみ寮」の竣工式を挙行』�2020年３月17日
京田辺キャンパスの東側に「いづみ寮」が完成し、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止策を講じたうえで、竣工式を執り行いました。オルガンの前奏で始まった竣工
式は厳かな雰囲気に包まれ、八田英二総長・理事長の式辞に続き、飯田毅学長が挨
拶として寮整備の経緯や新寮の概要について紹介しました。また、ご列席いただい
た上村崇京田辺市長にはご祝辞を頂戴しました。

「いづみ寮」の名称は、聖書を出典として命名されました。荒涼とした自然環境の中
で生まれた聖書の文化において、泉は生命の源泉と考えられ、救いの象徴でもあり
ました。「いづみ」の名のとおり、潤いに満ち溢れた交わりが創出される場となるよう
にとの願いが込められています。

女子大学

＜高校＞�生徒と教職員によるチャペルでの
入学式

＜中学＞�生徒、保護者を別教室に分散し�
ＨＲ教室での入学式



『入学式』� 2020年４月７日

女子中学校・高等学校

新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め例年とは違う形になりましたが、晴天
に恵まれ入学式を無事に実施することが
できました。全員がマスク着用で参列し、
生徒同士の間隔を取るため中学生は午前、
高校生は午後に行いました。また、式に
参列できる保護者を一人に制限したため、
式の様子をWebライブ配信しました。

『新入生を迎える春の木々』
�

香里中学校・高等学校

桜満開の中、新入生の歓喜の声が飛び交う入学式。となるところでしたが、今年は
新型コロナウイルス感染症のため、四月の入学式は中止となりました。入学生はも
ちろんですが、花や樹木たちも残念に思っていると思います。静かな学校に綺麗に
咲きほこった花々です。



小学校

小学校では、新型コロナウイルス感染症の影響による学校休校期間中、１～６年生
すべての学年で、オンラインによる学習を進めてきました。自宅で過ごす児童との
つながりを大切に考えながら、ロイロノート・スクールを活用した双方向での授業、
Zoomを使ったライブ形式のオンライン授業や交流会に取り組み、小学校には児童の
元気な声が響きました。

『オンライン学習』� 2020年５月

新型コロナウイルス感染症の拡大防止対
応の中、短時間で入学式・入寮宣誓式を
挙行しました。

国際中学校・高等学校

『高校生入学式』
� 2020年４月８日

高校生入寮宣誓式

『�中学生入学式』
� 2020年４月８日



『休園中の子どもたち』
� 『花の日礼拝』

� 2020年６月８日、６月９日

幼稚園

およそ2ヶ月間にもおよぶ休園期間にも子ど
もたちが様々なことを経験できるよう、園
から手紙や教材という形で「お楽しみ」を
届けました。その一つが、「好きな食べ物・
料理」「自分の好きなもの」の絵を描くこと
です。お家の人と一緒に、話をしながら描
いたり、自分なりに色や形を工夫しながら
描いたり、それぞれの年齢に応じた、子ど
もらしい伸びやかな絵が集まりました。こ
のような時期保育内容も制限されますが、
新しい取組も考えさらに教育内容を強化し
て、園児の心身の成長を育みたいと思います。

6月8日（月）・9日（火）に、新園舎で初めての
花の日礼拝を行いました。今年度は、分散
登園のため2日間に分け、礼拝もクラスごと
に行う等、社会的距離を保ちながらの実施
でした。各々が持ち寄ったたくさんの花束
に囲まれて、神様から守られ導かれて、た
くさんの恵みに感謝のお祈りを捧げました。

国際学院

国際部：『Model United Nations (M.U.N.) Conference』
� 2020年２月26日～２月28日
On February 26-28, 2020 the 10 members of DISK Grade 9 participated in the Marist Brothers Model United Nations (M.U.N.) 
Conference, an event that DISK has been attending for more than 7 years. The conference attracts students from international schools 
all over Japan, with more than 100 students participating. The students debated 
four major issues facing the world today: infectious diseases, lethal autonomous 
weapons, ethnic minority rights, and the illegal drug trade. This year’ s 
conference was a little smaller because of the COVID-19 virus, but the smaller 
conference allowed more students to speak out and be heard. The 2020 M.U.N. 
was a great success and DISK will definitely be attending this event in 2021.

国際学院が開校して10年目の入学式が国際学院チャペルで挙行されました。今年度は新型コロナウイ
ルス感染症防止のため、6月の実施となり、さらに午前中に1年1組、午後から2組と、分散しての開催
となりました。どちらの式でも小さなかわいい1年生が入場する姿はとても微笑ましいものでした。式
では八田英二総長･理事長、植木朝子大学学長からご祝辞をいただき、無事終了することができました。

初等部：『新入生入学式』
� 2020年６月19日



私 の 志
（本文4〜7頁）イ ン タ ビ ュ ー の 2 人

奈良を中心に、日本の妖怪を研究中です。大学、在野を問わ
ず妖怪研究者は多いので、いずれは協力して日本妖怪事典を
世に出せればいいですね。

小林製薬で商品開発をしています。今まで誰も思いつかなかった
のに、もうこれがないと生活できないという、皆さんの生活習慣
を変えるような製品を作りたくて、日夜ヒントを探し続けています。

山
本
満
さ
ん

１
９
８
６
年
大
阪
府
生
ま
れ
。２
０
１
1
年
、近
畿
大
学
農
学
部
食
品
栄
養
学
科
卒
業
。２
０
１

３
年
、同
志
社
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
研
究
科
博
士
課
程（
前
期
課
程
）修
了
。同
年
、小
林
製

薬
株
式
会
社
に
就
職
。「
消
臭
元
」「
サ
ワ
デ
ー
」な
ど
の
芳
香
剤
の
開
発
に
携
わ
っ
た
後
、
現
在

は
通
販
事
業
部
研
究
開
発
部
ス
キ
ン
ケ
ア
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
に
所
属
。基
礎
化
粧
品
ラ
イ
ン

「
ヒ
フ
ミ
ド
」な
ど
、ス
キ
ン
ケ
ア
・
ヘ
ア
ケ
ア
の
化
粧
品
全
般
を
開
発
中
。

木
下
昌
美
さ
ん

１
９
８
７
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
２
０
１
０
年
、
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
日
本
語
日
本
文

学
科
卒
業
。
２
０
１
２
年
、
奈
良
女
子
大
学
人
間
文
化
研
究
科
（
現
・
人
間
文
化
総
合
科
学

研
究
科
）
博
士
前
期
課
程
修
了
。
同
年
奈
良
日
日
新
聞
社
に
入
社
、
２
０
１
４
年
退
職
。
現

在
は
講
演
、
妖
怪
ツ
ア
ー
な
ど
を
行
う
他
、
奈
良
県
内
の
お
ば
け
譚
を
収
集
し
、
２
０
１
６

年
３
月
よ
り
毎
月
第
一
月
曜
に
電
子
新
聞
「
奈
良
妖
怪
新
聞
」
を
発
行
中
。
著
書
に
『
す
ご

い
ぜ
!!
日
本
妖
怪
び
っ
く
り
図
鑑
』（
辰
巳
出
版
）。
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人
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、
細
井
恵
美
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の
信
念
と
実
践
・
杉
原
百
合
子
編
著
／Doodle Your W

orld -THE JAPAN EDITION

・Philip W
ood

他
著

同
志
社
ナ
ウ



●
本
誌
で
は
学
校
法
人
同
志
社
の
各
学
校
名
か
ら
「
同
志
社
」
を
省
略
し
て
、
左
記
の
と
お
り
表
記
し
て
い
ま
す
。

大
学
＝
同
志
社
大
学
、
女
子
大
学
＝
同
志
社
女
子
大
学
、
中
学
校
・
高
等
学
校
＝
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
、
香
里
中
学
校
・
高
等
学

校
＝
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
、
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
＝
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
、
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
＝

同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
、
小
学
校
＝
同
志
社
小
学
校
、
国
際
学
院
初
等
部
・
国
際
学
院
国
際
部
＝
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
・

同
志
社
国
際
学
院
国
際
部
、
幼
稚
園
＝
同
志
社
幼
稚
園

●
執
筆
者
等
の
役
職
・
職
位
は
２
０
２
０
年
10
月
１
日
現
在
、
大
学
広
報
課
が
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
代
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
─
良
心
学
・
宗
教
研
究
と
の
接
点 	

 

小
原　

克
博　
40

　
　
考
古
学
と
文
化
財
保
護
─
恵
ま
れ
た
同
志
社
大
学
の
環
境
か
ら
─ 	

 

水
ノ
江
和
同　
42

　
　
電
池
は
複
雑
だ
か
ら
こ
そ
面
白
い 	

 

土
井　

貴
之　
44

　
　
ア
ス
リ
ー
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
追
い
か
け
る
―
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
実
感
が
生
み
出
す
進
化
― 	

 

新
井　
　

彩　
46

　
　
ピ
ア
ノ
演
奏
を
左
右
す
る
人
の
身
体
、
そ
の
使
い
方 	

 

中
野　

慶
理　
48

　
　
「W

W
L

（
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・
ワ
ー
ニ
ン
グ
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
で
目
指
す
も
の

　
　
　

〜
「SGH
（
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）」
の
そ
の
後
の
展
開 	

  

帖
佐　

香
織　
50

　
　

‌�

同
志
社
大
学
・
ダ
イ
キ
ン
工
業
と
の
包
括
的
連
携
協
力 	

 

後
藤　

琢
也　
52

　
　

‌� Com
puter Science without a com

puter �

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
わ
ず
に
情
報
科
学
を
学
ぶ�

〜
教
室
を
ぬ
け
だ
し
て
、
Ｍ
Ｓ
の
展
示
を
き
っ
か
け
に
〜 	

 

外
村　

拓
也　
54

　
　

‌�

二
月
卒
業
式 	

 

奥
村
賀
寛
／
畑
中
亜
希
子　
56

　
　

‌�‌�「
同
志
社
と
キ
リ
ス
ト
教
探
究
」 	

 

平
松　

讓
二　
58

特

別

寄

稿

　
　

�

明
治
維
新
の
三
傑
と
同
志
社 �

─
西
郷
、
大
久
保
、
木
戸
と
新
島
襄
─ 	

 

本
井　

康
博　
60

私
の
研
究
・
私
の
授
業
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「
痩
せ
る
パ
ン
ツ
」の
挫
折
が

今
の
道
を
拓
い
た

─
─
近
畿
大
学
農
学
部
か
ら
本
学
の
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
研
究
科
に
入
学
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

山
本　
食
に
関
心
が
あ
っ
て
農
学
部
で
栄
養
士

の
資
格
を
取
得
し
た
後
、
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ

研
究
を
し
た
く
て
同
志
社
の
大
学
院
に
来
ま
し

た
。
ま
だ
就
職
を
考
え
て
い
た
４
年
生
の
頃
、

手
軽
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
教
え
る
先
生
を
テ
レ
ビ

で
見
か
け
て
、
病
院
等
で
の
食
事
指
導
や
栄
養

指
導
は
面
白
そ
う
な
仕
事
だ
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
同
じ
頃
、
病
院
実
習
で
患
者
さ
ん
か
ら

食
の
悩
み
を
聴
く
機
会
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

治
療
の
た
め
と
は
い
え
、
長
年
続
け
て
き
た
食

生
活
を
大
き
く
変
え
る
の
は
非
常
に
難
し
い
と
、

皆
さ
ん
異
口
同
音
に
言
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を

聞
い
て
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
目
的
と
し
た
着
圧
式

下
着
の
開
発
を
考
え
ま
し
た
。
無
理
の
な
い
程

度
に
着
圧
を
か
け
た
服
を
着
て
、
普
通
の
暮
ら

し
を
す
る
だ
け
で
痩
せ
ら
れ
れ
ば
素
敵
で
し
ょ

う
。
い
ろ
ん
な
大
学
へ
相
談
し
に
い
っ
た
中
で
、

同
志
社
の
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
の
海
老
根
直

之
先
生
だ
け
が
真
面
目
に
聴
い
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
れ
で
進
路
を
決
め
ま
し
た
。

─
─
大
学
院
で
の
研
究
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
本　
２
年
間
ず
っ
と
、
着
圧
式
下
着
の
研
究

を
し
て
い
ま
し
た
。
１
年
目
は
パ
ン
ツ
を
は
い

て
動
く
時
の
わ
ず
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増

加
を
検
出
で
き
る
、
高
精
度
な
試
験
系
の
開
発

と
、
パ
ン
ツ
の
着
圧
方
法
の
設
計
や
、
着
圧
を

う
ま
く
捉
え
ら
れ
る
運
動
方
法
の
設
計
に
費
や

し
ま
し
た
。
１
年
目
の
終
わ
り
に
健
康
用
品
メ

ー
カ
ー
と
の
共
同
研
究
が
始
ま
り
、
２
年
目
は

メ
ー
カ
ー
の
試
作
品
を
使
っ
て
実
験
を
し
ま
し

た
。
当
初
は
他
社
の
下
着
よ
り
か
な
り
良
い
結

果
が
得
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
服
と
い
う
も

の
は
、
着
て
動
く
と
ず
れ
ま
す
よ
ね
。
ず
れ
る

と
効
果
は
ゼ
ロ
に
な
る
。
か
と
い
っ
て
ワ
ン
サ

イ
ズ
窮
屈
に
す
る
と
、
逆
に
代
謝
が
減
る
と
い

う
結
果
が
出
た
。
窮
屈
な
服
を
着
て
歩
く
と
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
し
よ
う
と
し
無
意
識
の
う

ち
に
身
体
が
怠
け
よ
う
と
す
る
ん
で
す
。
痩
せ

る
た
め
の
服
を
着
た
ら
、
む
し
ろ
太
る
結
果
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
結
果
が
出
た
の
が
夏

休
み
。
就
活
で
は
こ
の
研
究
で
下
着
や
体
操
服

メ
ー
カ
ー
か
ら
内
定
を
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、

困
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
小
林
製
薬
が
面
白
い

モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
説
明
会
に

行
く
と
、
私
の
価
値
観
に
も
結
構
合
う
会
社
だ

と
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
急
遽
試
験
を
受
け
て
、

採
用
が
決
ま
り
ま
し
た
。
痩
せ
る
服
の
限
界
が

見
え
た
時
、
そ
れ
ま
で
何
が
楽
し
か
っ
た
の
か

と
考
え
た
ら
、
試
験
系
の
開
発
や
モ
ノ
づ
く
り

新市場創造型商品を求めて

真面目に馬鹿なことを
続ける先に
誰も思いつかない成功がある

山
や ま

 本
も と

 満
みつる

 さん
製薬会社研究員

今やなくてはならない、数々の衛生雑貨やスキンケ
ア商品。研究開発の裏にある努力と、ユニークな視
点を持つことの大切さを卒業生に伺いました。

私 の 志
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が
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
小
林
製
薬
は
非
常

に
多
様
な
商
品
を
出
し
て
い
て
、
ア
イ
デ
ア
勝

負
や
ス
ピ
ー
ド
開
発
を
重
視
す
る
風
土
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
が
私
の
性
分
に
合
っ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。

─
─
現
在
は
主
に
ど
ん
な
商
品
を
開
発
し
て
お

ら
れ
ま
す
か
。

山
本　
「
ヒ
フ
ミ
ド
」な
ど
の
ス
キ
ン
ケ
ア
、
ア

ロ
エ
育
毛
液
な
ど
の
ヘ
ア
ケ
ア
や
、
ヘ
ア
カ
ラ

ー
商
品
な
ど
で
す
。
業
界
最
大
手
ク
ラ
ス
の
会

社
で
は
分
業
制
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
う
ち
で

は
た
い
て
い
一
人
で
最
初
か
ら
完
成
ま
で
を
担

当
し
ま
す
。
大
変
で
す
が
、
自
分
が
香
り
だ
け

し
か
開
発
し
て
い
な
い
芳
香
剤
よ
り
も
、
自
分

一
人
で
香
り
も
消
臭
成
分
や
そ
の
配
合
も
全
部

育
て
上
げ
た
商
品
の
方
が
愛
着
も
強
い
で
す
し
、

売
れ
た
ら
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。

「
お
悩
み
解
決
」が�

 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

─
─
お
仕
事
の
や
り
が
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

山
本　
以
前
は「
消
臭
元
」な
ど
、
店
頭
販
売
用

の
芳
香
剤
を
開
発
し
て
い
ま
し
た
。
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
に
も
置
い
て
あ
る
の
で
自
分
の
作
っ
た

商
品
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
し
、
そ
れ
を
お
客

様
が
買
う
場
面
に
も
遭
遇
で
き
る
。
こ
れ
は
嬉

し
い
で
す
。
現
在
の
通
販
事
業
部
で
は
、
自
分

が
開
発
し
た
商
品
と
お
客
様
と
の
距
離
が
非
常

に
近
く
な
り
ま
し
た
。
小
林
製
薬
専
用
の
通
販

サ
イ
ト
で
扱
う
商
品
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
販

促
物
に
は
私
の
名
前
や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
開
発

の
話
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
お
客
様
に「
あ

の
ア
ロ
エ
育
毛
液
を
作
っ
た
山
本
さ
ん
」と
し

て
覚
え
て
い
た
だ
け
る
。
ダ
イ
レ
ク
ト
に
使
用

感
な
ど
の
声
が
聞
け
る
。
以
前
は
踏
み
込
め
な

か
っ
た
部
分
に
、
今
は
思
い
切
り
踏
み
込
め
る

と
こ
ろ
が
嬉
し
い
で
す
。

─
─
商
品
開
発
に
際
し
て
大
切
に
し
て
い
る
思

い
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
本　
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
を
作
り
た

い
と
い
う
思
い
が
、
い
つ
も
あ
り
ま
す
。
研
究

職
に
は
毎
月
５
件
の
ア
イ
デ
ア
提
出
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
街
や
電
車
で
は
常

に
人
間
観
察
を
し
て
い
ま
す
。
違
和
感
の
あ
る

行
動
や
不
満
そ
う
な
仕
草
を
し
て
い
る
人
が
い

れ
ば
、
そ
れ
を
解
決
す
る
モ
ノ
を
作
っ
て
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
か
ら
当
社
の
研
究
職
の

間
で
は
、
よ
く「
真
面
目
に
馬
鹿
な
こ
と
を
す

る
会
社
」と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。
こ
の
姿

勢
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
例
え
ば

ゴ
ミ
箱
に
貼
る
虫
除
け
芳
香
剤「
コ
バ
エ
ゴ
ミ

サ
ワ
デ
ー
」を
開
発
し
た
時
は
非
常
に
苦
労
し

ま
し
た
。
虫
除
け
製
品
は
社
内
初
だ
っ
た
の
で

虫
の
生
態
か
ら
調
べ
、
試
験
方
法
も
一
か
ら
全

部
考
案
し
ま
し
た
。
実
際
に
部
屋
を
目
張
り
し
、

コ
バ
エ
を
５
０
０
匹
放
し
て
実
験
し
た
こ
と
も

（
笑
）。
生
ゴ
ミ
を
入
れ
た
ゴ
ミ
箱
を
2
個
置
い

て
、
一
方
に
は
ゴ
ミ
サ
ワ
デ
ー
を
貼
り
、
ハ
エ

が
ど
ち
ら
に
入
る
か
実
験
し
た
ん
で
す
。
同
様

の
馬
鹿
な
こ
と
を
真
面
目
に
や
っ
て
い
る
ベ
テ

ラ
ン
研
究
員
は
大
勢
い
ま
す
。
そ
ん
な
一
途
な

姿
勢
か
ら
、
何
か
が
生
ま
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

─
─
挑
戦
し
て
み
た
い
仕
事
は
あ
り
ま
す
か
。

山
本　
就
活
で
は
、
着
る
だ
け
で
痩
せ
る
体
操

服
が
で
き
れ
ば
メ
タ
ボ
の
子
ど
も
が
い
な
く
な

っ
て
喜
ば
れ
ま
す
よ
、
と
い
う
調
子
で
プ
レ
ゼ

ン
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
、
生
活
習
慣
が

変
わ
る
く
ら
い
の
商
品
を
作
り
た
い
と
い
う
願

望
が
あ
り
ま
す
。
当
社
の「
熱
さ
ま
シ
ー
ト
」が

好
例
で
す
。
今
ま
で
世
の
中
に
そ
ん
な
も
の
は

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ヒ
ッ
ト
し
て
類
似
商
品
が

出
て
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
冷
却
シ
ー
ト
用
の

棚
が
登
場
し
た
。
今
で
は
海
外
で
も
販
売
さ
れ
、

こ
の
習
慣
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぐ

ら
い
の
商
品
を
作
っ
て
、
会
社
の
伝
説
に
な
れ

た
ら
い
い
で
す
ね（
笑
）。

（
２
０
２
０
年
７
月
30
日
、
京
田
辺
校
地
に
て
）
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お
化
け
を
通
し
て

モ
ノ
・
コ
ト
を
考
え
る

─
─
妖
怪
文
化
研
究
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

木
下　
小
さ
い
頃
か
ら
読
書
や
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

の「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
」が
好
き
で
、
水
木

し
げ
る
さ
ん
の
漫
画
も
身
近
に
あ
り
ま
し
た
。

高
校
生
に
な
り
、
お
化
け
好
き
の
塾
の
先
生
か

ら
専
門
書
を
お
借
り
し
て
読
む
う
ち
に
お
化
け

が
研
究
対
象
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
、
大
学
で

勉
強
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
同
志
社

女
子
大
学
を
志
望
し
た
の
は
、
神
話
・
説
話
文

学
が
ご
専
門
の
寺
川
眞
知
夫
先
生
が
授
業
で
鬼

を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
を
、
シ
ラ
バ
ス
で
知

っ
た
か
ら
で
す
。
ち
ょ
う
ど
歌
人
の
馬
場
あ
き

子
さ
ん
の
著
書『
鬼
の
研
究
』か
ら
も
影
響
を
受

け
た
頃
で
し
た
。
現
代
の
よ
う
に
お
化
け
が
細

分
化
さ
れ
て
種
類
が
増
え
た
の
は
江
戸
時
代
か

ら
で
、
昔
は
鬼
、
天
狗
、
鵺ぬ
え

、
土
蜘
蛛
な
ど
し

か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
鬼
の
研
究
か

ら
着
手
す
る
こ
と
に
し
た
わ
け
で
す
。

─
─
学
生
時
代
は
ど
の
よ
う
な
研
究
を
さ
れ
ま

し
た
か
。

木
下　
『
今
昔
物
語
集
』の
仏
教
説
話
に
出
て
く

る
鬼
の
研
究
で
す
。
仏
教
の
凄
さ
を
説
明
す
る

た
め
に
鬼
が
使
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
儒
教
や

道
教
な
ど
海
外
の
思
想
、
宗
教
、
信
仰
、
風
習

が
元
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
鬼
も
い
て
、
面
白

い
話
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
ま
す
よ
。

─
─
妖
怪
の
何
に
魅
力
を
感
じ
る
の
で
す
か
。

木
下　
そ
も
そ
も
私
は
、
鬼
や
お
化
け
が
実
際

に
い
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん（
笑
）。
興
味
が

あ
る
の
は
、
お
化
け
を
通
し
て
見
え
る
モ
ノ
や

コ
ト
で
す
。
鬼
を
通
じ
て
、
昔
の
人
が
何
を
考

え
て
い
た
の
か
、
な
ぜ
そ
う
い
う
物
語
を
残
そ

う
と
思
っ
た
の
か
を
考
え
る
と
こ
ろ
に
関
心
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
環
で
現
在
、
奈
良
県
内
の

妖
怪
を
調
査
し
て「
奈
良
妖
怪
新
聞
」を
毎
月
発

行
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
古
い
話
を
ご
存
じ
の

方
は
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
情
報

源
に
た
ど
り
着
け
る
確
率
は
低
い
。
だ
か
ら
尚

更
、
今
の
う
ち
に
妖
怪
譚
の
収
集
を
し
て
お
く

必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

─
─
一
番
興
味
の
あ
る
妖
怪
は
何
で
す
か
。

木
下　
最
近
は
河
童
で
す
。
河
童
と
は
関
東
の

方
言
で
、
他
の
地
方
で
は
河か
わ

太た

郎ろ
う

、
ガ
タ
ロ
、

ひ
ょ
う
す
べ
な
ど
、
異
な
る
呼
称
が
あ
り
ま
し

た
。
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
性
質
を
持
っ
て
い

た
全
国
の
水
辺
の
不
思
議
な
生
き
物
が
、
あ
る

時
す
べ
て「
河
童
」に
統
一
さ
れ
た
。
こ
れ
は
研

究
の
し
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。「
妖
怪
」と
い
う
言

葉
も
同
様
で
、
７
０
０
年
頃
か
ら
編
修
さ
れ
た

『
続
日
本
紀
』に
登
場
し
て
以
来
、
し
ば
ら
く
は

使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治
時
代
に
な

り
、
文
明
国
家
と
し
て
立
つ
た
め
に
、
お
化
け

人と共に生きる妖怪たち

妖怪と人との
深いつながりを
追究する

木
き の

 下
し た

 昌
ま さ

 美
み

 さん
妖怪文化研究家

子ども時代の興味を突き詰めて、妖怪研究に没頭す
る毎日。謎めいた肩書きとは裏腹に、好きなことを
ひたすらに追い求めて輝く人が、そこにいました。

私 の 志
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な
ど
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
研
究
が
行
わ
れ

た
の
で
す
が
、
研
究
対
象
を
表
す
言
葉
を
決
め

る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で『
続
日
本
紀
』か
ら

「
妖
怪
」と
い
う
言
葉
を
引
い
て
き
て
今
に
至
り

ま
す
。
た
だ
、
妖
怪
の
存
在
は
完
全
に
否
定
で

き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
そ
の
あ
た
り
か
ら
、

妖
怪
か
ら
見
え
る
モ
ノ
、
コ
ト
の
研
究
が
よ
り

盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

人
間
の
悲
し
み
や
動
揺
を�

 

妖
怪
が
救
う

─
─
妖
怪
は
何
の
た
め
に
い
る
の
で
し
ょ
う
。

木
下　
妖
怪
は
そ
の
土
地
の
風
習
や
文
化
の
反

映
で
す
。
例
え
ば
奈
良
県
五
條
市
大
塔
町（
旧

大
塔
村
）で
は
、
毎
年
７
月
に
篠し
の
は
ら
お
ど
り

原
踊
が
行
わ

れ
ま
す
。
大
塔
村
に
は「
送
り
狼
」と
い
う
、
人

を
送
っ
て
い
っ
た
り
危
害
を
加
え
た
り
す
る
妖

怪
が
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
狼
避
け
祈
願
が

踊
り
の
起
源
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
吉
野
郡

上
北
山
村
に
は「
一
本
だ
た
ら
」の
話
が
あ
り
ま

す
。
旧
暦
12
月
20
日
に
現
れ
る
の
で
、
そ
の
日

は
外
に
出
る
な
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
実
際

そ
の
日
は
積
雪
が
ひ
ど
く
て
危
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
土
地
の
リ
ズ
ム
な
ど

と
結
び
つ
い
て
、
人
間
が
妖
怪
を
生
み
出
し
た

部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

─
─
人
間
が
創
造
し
た
妖
怪
か
ら
、
逆
に
現
代

の
人
間
が
学
べ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

木
下　
い
ま
疫
病
退
散
祈
願
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
ア
マ
ビ
エ
の
絵
が
流
行
っ
て
い
ま
す
ね
。

し
か
し
江
戸
時
代
の
瓦
版
に
描
か
れ
た
ア
マ
ビ

エ
は「
当
年
よ
り
豊
作
が
続
く
が
、
併
せ
て
疫

病
が
流
行
す
る
」「
自
分
の
姿
を
写
せ
」と
は
言

っ
て
い
ま
す
が
、
疫
病
を
退
治
し
て
あ
げ
る
と

は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ア
マ
ビ
エ
の
よ
う
に
予

言
を
す
る
妖
怪
は
、
近
世
で
は
結
構
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
病
気
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
ま

ま
あ
っ
た
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
を
願
う
人
々
が
、
ア
マ
ビ
エ
は
疫
病

退
散
の
妖
怪
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
し
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
東
日
本
大
震
災
の
後
も
、

幽
霊
を
見
た
と
い
う
人
が
非
常
に
多
か
っ
た
で

す
ね
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
特
集
さ
れ
ま
し
た
。
本
当

に
見
た
人
も
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
身
近

な
人
を
突
然
喪
っ
た
事
実
を
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
幽
霊
の
話
が
、
あ
る

種
の
救
済
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア

マ
ビ
エ
の
流
行
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
猛
威
に
動
揺
し
た
人
々
が
気
持
ち
を
軽

く
し
た
か
っ
た
か
ら
な
の
か
も
。
こ
れ
ら
は
お

化
け
の
役
割
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

普
段
は
お
化
け
な
ど
思
い
出
さ
な
く
て
も
、
大

き
な
出
来
事
が
あ
る
と
流
行
る
。
昔
も
そ
う
で

し
た
。
人
が
生
き
て
い
く
中
で
、
や
は
り
何
か

し
ら
意
味
の
あ
る
存
在
な
の
で
し
ょ
う
。

─
─
将
来
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。

木
下　
「
奈
良
妖
怪
新
聞
」の
継
続
と
、「
奈
良
妖

怪
事
典
」の
出
版
で
す
。
並
行
し
て
、
地
元
で

あ
る
福
岡
県
の
妖
怪
研
究
も
続
け
た
い
で
す
ね
。

妖
怪
の
分
野
は
も
の
に
よ
っ
て
は
先
行
研
究
が

少
な
い
の
で
、
次
世
代
の
研
究
者
の
た
め
に
も
、

少
し
で
も
形
に
し
て
残
し
た
い
で
す
。

─
─
活
動
の
幅
も
広
げ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

木
下　
依
頼
が
あ
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
講

演
や
講
義
を
し
ま
す
。
奈
良
の
高
校
、
東
京
の

奈
良
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
シ
ニ
ア
世
代
対

象
の
奈
良
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
大
学
。
ツ
ア
ー
も
企

画
し
ま
す
。
講
演
で
は
、
例
え
ば
高
校
生
な
ら
、

お
化
け
に
限
ら
ず
自
分
の
知
り
た
い
こ
と
が
あ

れ
ば
何
で
も
調
べ
ら
れ
る
よ
と
い
う
こ
と
を
、

一
番
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
私
自

身
が「
知
り
た
い
」と
い
う
単
純
な
原
点
か
ら
こ

こ
ま
で
来
ま
し
た
か
ら
。
本
誌
を
お
読
み
の
卒

業
生
の
皆
様
に
も
、
好
き
な
道
だ
か
ら
こ
そ
、

多
少
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
続
け
て
い
け
る

こ
と
が
伝
わ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
た
と

え
そ
れ
が
仕
事
で
な
く
て
も
、
皆
が
好
き
な
こ

と
を
突
き
詰
め
て
い
け
ば
、
日
本
は
も
っ
と
楽

し
く
な
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

（
２
０
２
０
年
７
月
13
日
、
奈
良
市
に
て
）
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し
か
も
学
生
の
教
育
・
研
究
の
遂
行
に
は
実
験
・

実
習
室
や
情
報
環
境
設
備
、
図
書
館
の
利
用
は

不
可
欠
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保

ち
つ
つ
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
学
生
の
入
構
制

限
を
解
除
す
る
の
か
、
関
係
者
が
知
恵
を
絞
り
、

フ
ェ
ー
ズ
別
の
解
除
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
。
秋
か
ら
は
対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授
業
と
な

り
ま
し
た
。
同
時
に
経
済
的
に
困
窮
し
た
学
生

へ
の
緊
急
支
援
策
も
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
・
高
等
学
校
で

は
通
常
授
業
に
戻
り
ま
し
た
が
、
生
徒
、
教
師

共
に
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
・
シ
ー
ル
ド
を
着
用

せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

消
化
の
遅
れ
を
危
惧
す
る
声
も
あ
り
、
夏
休
み

の
短
縮
化
、
休
日
授
業
、
諸
行
事
の
中
止
・
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
未
踏
の
地
に
足

を
踏
み
入
れ
た
如
く
、
教
職
員
に
と
っ
て
は
神

経
を
す
り
減
ら
す
日
々
の
連
続
で
す
。

で
一
連
の
入
学
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
感
染
症
の
終
息
を
目
指
し
て「
３
密
の
回
避
」

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」「
新
し
い
生
活

様
式
」「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
」
な
ど
、

新
た
な
要
請
が
国
民
に
届
い
て
い
ま
す
。
７
月

の
第
２
波
に
続
く
、
第
３
波
の
到
来
は
確
実
な

よ
う
で
す
。
同
志
社
内
で
は
学
校
長
を
中
心
と

し
た
緊
急
対
策
本
部
が
組
織
さ
れ
、
学
生
・
生

徒
・
児
童
・
園
児
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、
教

育
水
準
・
環
境
の
維
持
に
最
善
を
尽
く
し
て
い

ま
す
。

　
数
百
名
規
模
の
講
義
が
一
般
的
な
大
学
や
女

子
大
学
は
、「
３
密
の
防
止
」
と
い
う
観
点
か

ら
同
時
双
方
向
型
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。
多
数
の

学
生
の
地
域
内
、
地
域
間
移
動
を
避
け
る
た
め

に
も
必
要
な
措
置
で
し
ょ
う
。
と
は
い
え
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
で
は
学
生
の
負
担
増
や
知
的
財
産

権
と
い
う
頭
の
痛
い
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
法
人
内
諸
学
校
の
先
陣
を
切
っ
て
２
０
２
０

年
２
月
22
日
、
同
志
社
香
里
高
等
学
校
卒
業
式

が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
２

月
27
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
会
合
で
安
倍
首
相
（
当
時
）
は
全
国
の
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校

に
３
月
２
日
か
ら
春
休
み
ま
で
の
臨
時
休
業
を

要
請
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
諸
学
校
も
軒

並
み
式
典
の
中
止
、
簡
略
化
、
或
い
は
延
期
等

の
措
置
を
決
め
ま
し
た
。
大
学
と
女
子
大
学
で

は
卒
業
式
と
入
学
式
が
共
に
中
止
と
い
う
事
態

と
な
り
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
を
始
め
数
校
は
当
初
の
日
程
通
り
、

細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
入
学
式
を
実
施
し
ま

し
た
。
政
府
は
そ
の
後
、
緊
急
事
態
宣
言
を
７

都
府
県
、
や
が
て
全
国
に
発
出
す
る
に
至
り
ま

し
た
。
５
月
下
旬
に
同
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
た

め
、
残
る
学
校
は
2
月
遅
れ
の
入
学
式
を
執
り

行
い
、
６
月
20
日
の
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る
同
志
社
教
育

総
長
・
理
事
長　

八は
っ

田た

英え
い

二じ 
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か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
逆
境
の
も
と
各
学
校
が
持
て
る
力
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
法
人
は
最
大
限
の
支
援

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
緊
急
対
策
本
部
を
立
ち

上
げ
、
学
校
間
の
情
報
提
供
、
交
換
、
共
有
や

要
望
の
取
り
纏
め
、
調
整
に
努
め
ま
す
。
さ
ら

に
法
人
内
各
組
織
、
理
事
会
、
評
議
員
会
挙
げ

て
の
支
援
活
動
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
学
生
等

へ
の
緊
急
支
援
、
遠
隔
授
業
環
境
の
整
備
を
望

む
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
同
志
社

在
学
生
修
学
支
援
金
規
程
を
設
け
て
、
手
元
に

あ
る
善
意
の
寄
付
金
の
配
分
も
既
に
決
定
し
ま

し
た
。

　「
人
一
人
ハ
大
切
ナ
リ
」
と
い
う
新
島
の
言

葉
を
覚
え
、
各
学
校
で
は
社
員
が
知
恵
を
出
し

合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
、
学
生
、
生
徒
、
児
童
、

園
児
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
新
た
な
試
み
、
献

身
的
な
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
か
つ
て
明
治

か
ら
大
正
に
か
け
て
言
論
界
や
政
界
で
活
躍
し

た
人
物
に
竹
越
与
三
郎
氏
が
お
り
ま
し
た
。「
基

督
教
新
聞
」
の
主
筆
も
務
め
た
彼
に
新
島
は
書

簡
を
送
っ
て
い
ま
す
。「
男
児
一
戦
し
て
破
る

る
も
已
む
勿
れ
、
再
戦
し
て
已
む
勿
れ
、
三
戦

し
て
已
む
勿
れ
、
刀
折
れ
矢
尽
き
て
已
む
勿
れ
、

骨
摧
け
血
尽
き
て
已
む
べ
き
の
み
、
真
理
の
為

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
新
た
な
教
育
ス
タ

イ
ル
を
求
め
て
、
各
学
校
は
暗
中
模
索
の
状
態

で
す
。
も
と
よ
り
同
志
社
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義

精
神
を
人
物
教
育
の
基
盤
と
す
る
私
学
で
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
の
下
、
良
心
教
育

の
完
遂
を
願
う
同
志
社
社
員
の
篤
い
思
い
は
募

る
一
方
で
す
。

　
感
染
拡
大
に
伴
い
、
法
人
に
も
各
学
校
か
ら

様
々
な
要
請
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ

も
法
人
の
意
思
決
定
の
基
本
は
、
学
生
、
生
徒
、

児
童
、
園
児
は
勿
論
、
社
員
、
そ
し
て
大
切
な

ご
家
族
の
健
康
を
守
る
こ
と
で
す
。
心
身
と
も

に
健
康
な
社
員
が
い
て
こ
そ
の
同
志
社
教
育
で

す
。
な
か
で
も
「
社
員
た
る
も
の
ハ
生
徒
ヲ
鄭

重
ニ
取
扱
ふ
可
き
事
」
と
新
島
が
遺
し
た
学
生

第
一
の
教
育
思
想
が
根
本
で
す
。

　
新
し
い
生
活
様
式
で
の
良
心
教
育
と
い
え
ば
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
に
伴
い
、
各
学
校
で

準
備
、
提
供
さ
れ
た
「
新
島
精
神
」「
同
志
社

科
目
」「
宗
教
学
」「
キ
リ
ス
ト
教
」
等
の
コ
ン

テ
ン
ツ
は
多
数
に
上
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
法
人

が
作
成
し
た
教
職
員
向
け
、
一
般
向
け
の
同
趣

旨
の
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
法
人
が
取
り
纏
め
、「
良
心
教
育
オ

ン
デ
マ
ン
ド
」
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
も
得
策

に
擲
つ
に
あ
ら
ず
ん
ば
吾
人
の
生
命
も
ま
た
無

用
な
ら
ず
や
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
制

約
さ
れ
、
教
育
活
動
に
も
発
想
転
換
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
を
同
志
社
は
良
心
教

育
の
強
化
に
結
び
つ
け
、
以
て
同
志
社
教
育
の

深
化
に
繋
げ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
希
望

の
灯
を
か
ざ
し
、
共
に
手
を
携
え
て
、
新
た
な

る
挑
戦
を
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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業
の
関
係
で
海
外
渡
航
は
毎
年
、
夏
休
み
中
の

8
月
か
ら
9
月
、
及
び
、
春
休
み
中
の
2
月
終

わ
り
か
ら
3
月
が
多
く
な
る
。
こ
の
10
年
間
近

く
、
毎
年
夏
は
、
ゼ
ミ
生
を
連
れ
て
、
発
展
途

上
国
で
の
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
Ｆ
Ｗ
）

に
従
事
し
て
き
た
。
こ
のC

O
V

ID
-19

の
影
響

に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
1
年
間
は
こ
れ

ま
で
の
形
式
で
の
海
外
Ｆ
Ｗ
の
実
施
は
不
可
能

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
海
外
だ
け
で
な
く
、
国

内
で
も
Ｆ
Ｗ
を
行
う
こ
と
は
現
状
下
で
は
決
し

て
容
易
く
は
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
絶
望
的
と
も
思
え
た
状
況
を

救
っ
て
く
れ
た
の
が
学
習
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で

あ
る
。
毎
年
夏
に
訪
問
し
て
い
る
、
ウ
ガ
ン
ダ

東
部
の
エ
ル
ゴ
ン
山
麓
の
小
規
模
農
家
組
合
の

現
在
の
代
表
に
4
月
初
め
に
メ
ー
ル
で
連
絡
を

と
っ
た
と
こ
ろ
、
何
と
そ
の
代
表
は
、
海
外
の

コ
ー
ヒ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
と
連
絡
を
取
る
際
、
す

で
に
以
前
か
らZoom

を
使
用
し
て
い
る
と
の

　
私
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
今
後
の
可
能
性
と

し
て
、
大
き
く
分
け
て
３
つ
に
分
類
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
1
つ
目
は
今
回

の
よ
う
な
非
常
時
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
対

面
式
授
業
が
学
生
に
提
供
で
き
な
い
場
合
に
そ

の
代
替
措
置
と
し
て
行
う
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
い
っ

て
も
そ
の
形
態
は
様
々
で
あ
る
。
教
材
提
示
に

よ
る
授
業
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
授
業
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
遠
隔
授
業
、
等
々
、
で
あ
る
。
こ
の

ポ
イ
ン
ト
は
何
と
言
っ
て
も
、
学
び
の
継
続
性

で
あ
る
。
対
面
式
授
業
と
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

全
く
同
じ
内
容
の
教
育
が
学
生
に
提
供
で
き
な

く
て
も
、
と
に
か
く
学
び
の
機
会
を
将
来
の
日

本
を
背
負
っ
て
い
た
だ
く
若
い
人
か
ら
奪
わ
な

い
こ
と
、
そ
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
る
。

　
筆
者
は
国
際
経
済
、
国
際
開
発
を
専
門
分
野

と
し
て
い
る
た
め
、
年
に
少
な
く
と
も
数
回
は

海
外
へ
の
渡
航
が
必
要
と
な
る
。
大
学
で
の
授

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
可
能
性

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（C

O
V

ID
-19

）
の

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
教
育
界
が
受
け
て
い

る
そ
れ
も
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本

学
で
は
少
な
く
と
も
２
０
２
０
年
度
の
春
学
期

は
対
面
形
式
で
の
授
業
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
１
９
９
５
年
か
ら
お
よ
そ
25
年
間
、
私
も

大
学
及
び
大
学
院
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、

こ
ん
な
経
験
は
初
め
て
で
あ
る
。
今
年
の
3
月

下
旬
、
大
学
か
ら
案
内
が
来
る
ま
で
自
分
が
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
１
に
従
事
す
る
な
ど
と
い
う
こ

と
は
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と

い
う
こ
と
で
、
私
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
関
し

て
は
全
く
の
素
人
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
苦
し

み
踠
い
た
4
ケ
月
間
の
経
験
を
通
し
て
感
じ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
可
能
性
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
、
素
人
な
が
ら
纏
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
可
能
性
と
今
後
の
展
望

同
志
社
大
学
政
策
学
部
教
授　

岡お
か

本も
と

由ゆ

美み

子こ 
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ス
ト
宣
言
の
ま
ち
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
上
勝

町
が
5
月
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
察
を
開
始
し
て

い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
2
つ
目
の
可
能
性
と
し

て
は
、
よ
り
よ
い
教
育
の
提
供
の
た
め
に
、
対

面
式
授
業
が
再
開
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
併

用
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
げ
ら
れ

る
。
私
が
講
義
科
目
で
春
学
期
開
講
し
た
授
業

の
独
自
ア
ン
ケ
ー
ト
授
業
評
価
結
果
を
見
て
み

る
と
、
講
義
を
対
面
式
授
業
で
受
講
し
た
か
っ

た
と
答
え
た
学
生
は
全
体
の
3
分
の
１
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
残
り
3
分
の
１
は
逆
に
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
で
よ
か
っ
た
と
い
う
声
で
あ
っ
た
。
残

り
3
分
の
１
は
’ど
ち
ら
で
も
よ
い
‘
、
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
回
答
に
は
正
直
驚
い

た
。
私
の
講
義
科
目
の
授
業
は
ほ
と
ん
ど
、
木

曜
日
か
金
曜
日
の
１
限
目
に
開
講
さ
れ
る
た
め
、

下
宿
生
で
な
け
れ
ば
、
朝
の
通
学
地
獄
か
ら
解

放
さ
れ
る
側
面
が
大
き
そ
う
だ
。
し
か
し
、
そ

う
い
っ
た
’消
極
的
‘
な
理
由
だ
け
で
な
く
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
方
が
動
画
を
使
用
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
内
容
を
組
み
込
み
や
す
く
な
り
、
内

容
を
よ
り
リ
ア
ル
に
捉
え
、
理
解
し
や
す
く
な

る
側
面
も
あ
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
対
面
式
授
業

で
は
正
直
、
な
か
な
か
、
遠
方
か
ら
ゲ
ス
ト
ス

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
契
機
と
し
て
そ
の
他

の
方
々
と
も
連
絡
を
取
っ
て
み
る
と
、
今
年
度

の
夏
、
ウ
ガ
ン
ダ
で
実
際
に
対
面
は
で
き
な
い

ま
で
も
、Zoom

上
で
会
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
う
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
関
係

者
が
意
外
に
も
多
い
こ
と
を
知
っ
た
。
思
い
も

よ
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
今

年
の
9
月
16
日
（
水
）
か
ら
23
日
（
水
）
ま
で

の
間
に
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
各
地
とZoom

で
回
線

を
繋
ぎ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
海
外
Ｆ
Ｗ
を
行
う

予
定
を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
山
本
・
岩
崎
・
柴
田
（
２
０
２

０
）
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
学
外
で
行
う
学
習

に
お
い
て
は
、
担
当
教
員
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で

に
構
築
さ
れ
た
信
頼
関
係
や
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な

る
地
域
社
会
（
国
内
外
に
限
ら
ず
）
に
既
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
が
非
常
に
役
に
立
つ

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、

新
規
で
実
施
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
は
難
し
い
面
も
存
在
す
る
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
。
日

本
内
外
で
も
逆
に
視
察
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て

様
々
な
取
り
組
み
を
域
外
に
発
信
し
よ
う
と
す

る
試
み
が
盛
ん
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、

国
内
で
は
、
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
と
ゼ
ロ
・
ウ
エ

ピ
ー
カ
ー
を
招
聘
す
る
の
が
難
し
い
の
で
あ
る

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
る
と
そ
の
よ
う
な

制
約
も
な
く
な
る
。
場
所
に
と
ら
わ
れ
ず
お
呼

び
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
内
容
面
で
の
さ

ら
な
る
充
実
に
期
待
す
る
受
講
生
の
声
も
あ
る
。

　
ま
た
、
今
後
、
１
つ
の
科
目
の
中
で
も
、
授

業
回
数
に
よ
っ
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
し
た

り
、
対
面
式
で
提
供
し
た
り
、
そ
の
授
業
の
内

容
に
よ
り
合
っ
た
形
式
が
選
ば
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
授
業
形
態
に
自
由
度
が
高
ま
れ
ば
、
教

育
効
果
も
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
革

命
に
よ
っ
て
、
対
面
式
授
業
や
現
地
ス
タ
デ
ィ

（
又
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）
が
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
切
り
替
わ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

日
本
経
済
新
聞
社
（
２
０
２
０
）
に
よ
れ
ば
、

イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ

ン
ド
ン
の
地
球
科
学
の
修
士
課
程
で
は
、
フ
ラ

ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
国
境
沿
い
の
ピ
レ
ネ
ー
山
脈

の
実
地
見
学
の
代
わ
り
に
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
や

地
層
の
バ
ー
チ
ャ
ル
モ
デ
ル
、
ビ
デ
オ
通
話
を

用
い
た
そ
う
で
あ
る
。C

O
V

ID
-19

に
対
処
す

る
た
め
に
使
わ
れ
た
、
一
過
性
的
な
授
業
で
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
3
つ
目
の
可
能
性
と
し



12

て
学
生
も
心
の
準
備
も
含
め
、
十
分
に
な
か
っ

た
と
い
え
る
。
教
員
の
立
場
か
ら
言
わ
せ
て
い

た
だ
く
と
、
ま
ず
、
ハ
ー
ド
面
で
個
人
的
に
準

備
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。
ソ

フ
ト
面
で
も
、Zoom

やM
icrosoft T

eam
s

等
と
い
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
開
講
の
た
め
の

最
低
限
の
知
識
は
短
期
間
で
自
力
で
習
得
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
学
部
や
全
学

の
職
員
の
方
に
随
分
と
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た

こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
毎
回
の
講
義
準
備
は
対
面
式
授
業
に
比

べ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
か
な
り
の
準
備
時
間
を

要
す
る
。
慣
れ
も
必
要
だ
が
、
相
当
な
準
備
時

間
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
対
面
式
授
業
が
当
た
り
前
の
時
に
は

気
付
か
な
か
っ
た
、「
授
業
の
合
間
」
の
重
要

性
（
白
戸
２
０
２
０
）
だ
。
学
生
は
大
学
に
単

に
授
業
に
出
席
す
る
た
め
だ
け
に
来
る
の
で
は

な
い
。
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
と
い
っ
た
課

外
活
動
だ
け
で
な
く
、「
授
業
の
合
間
」
に
友

人
や
教
職
員
に
語
り
か
け
た
り
、
聞
い
た
り
し

て
様
々
な
悩
み
事
を
解
決
し
て
い
る
こ
と
も
数

多
く
あ
る
。
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
の
発
散
の
場

に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
も
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

対
面
式
授
業
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
学
生
に
提

受
け
入
れ
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
通
じ
て
、

合
格
者
だ
け
が
リ
ア
ル
な
議
論
中
心
の
授
業
を

キ
ャ
ン
パ
ス
で
受
講
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
唐
突
の
よ
う
に
思
え
る
が
、

海
外
の
主
要
大
学
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
問

題
が
発
生
す
る
前
か
ら
こ
れ
に
類
似
の
取
り
組

み
は
行
わ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
も
し
、
こ

の
よ
う
な
動
き
が
本
格
化
す
れ
ば
、
同
教
授
が

主
張
す
る
よ
う
に
、
社
会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
や
学
生
の
就
職
の
あ
り
方
も
含
め
て
大
き
く

社
会
が
変
わ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
、
教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
可
能
性
と
影

響
力
は
大
き
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
課
題

　
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
教
育
の
可
能

性
は
大
き
い
も
の
の
、
乗
り
越
え
な
く
て
は
い

け
な
い
課
題
も
あ
る
こ
と
は
当
然
認
識
を
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
教
育
を
今
後
積
極
的
に
推

し
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
解
決
に
当
た
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
第
一
に
、
ハ
ー
ド

面
で
も
ソ
フ
ト
面
で
も
、
し
っ
か
り
と
準
備
が

必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
今
年
の
3
月
か
ら
4
月

の
対
応
は
急
を
要
し
た
た
め
、
教
職
員
も
そ
し

て
は
、
こ
れ
を
１
つ
の
契
機
と
し
て
、
従
来
の

海
外
留
学
の
考
え
方
や
今
後
の
大
学
教
育
の
あ

り
方
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
で
あ
る
が
、

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
め
ば
、
国
内
外
の

大
学
間
で
授
業
の
相
互
乗
り
入
れ
は
少
な
く
と

も
技
術
的
に
は
比
較
的
容
易
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
池
田
（
２
０
２
０
）
は
授
業
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
の
進
展
は
学
生
の
移
動
を
中
心
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
る
海
外
留
学
の
在
り
方
に
も
大

き
な
変
化
が
あ
り
得
る
と
す
る
。
事
実
、
国
内

の
学
生
と
他
大
学
の
学
生
と
共
に
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
国
際
協
働
学
習
に
取
り
組
む
動
き
も
始
ま

り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
実
質
的
に
は
物
理

的
に
移
動
し
な
い
形
で
の
海
外
留
学
で
あ
る
。

　
ま
た
、
柳
川
（
２
０
２
０
）
は
、
教
育
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
は
、
大
学
教
育
の
概
念
そ
の
も
の

を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
す

る
。
そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
導
入
で
、
教
室
の
人
数
制
限
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
講
義
が
可
能
と
な
る
こ
と
だ
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
入
試
で
学
生
数
を
絞
り
、

受
講
生
の
学
力
を
あ
る
程
度
揃
え
る
必
要
性
が

薄
く
な
る
と
す
る
。
入
学
の
段
階
で
は
こ
れ
ま

で
に
比
べ
る
と
幅
の
広
い
よ
り
多
様
な
学
生
を
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る
日
本
で
も
、
最
初
は
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
始

め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
て
い
る
う
ち
に
、

そ
れ
以
上
の
可
能
性
を
見
出
し
た
教
員
も
多
々

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
筆

者
は
そ
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
前
述
の

通
り
で
あ
る
。
対
面
式
授
業
が
全
面
的
に
再
開

を
し
て
も
、
科
目
に
よ
っ
て
は
対
面
式
授
業
と

併
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
実
施
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

又
は
、
科
目
に
よ
っ
て
は
、
完
全
に
デ
ジ
タ
ル

教
育
化
す
る
可
能
性
さ
え
秘
め
て
い
る
科
目
も

存
在
す
る
。

　
今
回
の
経
験
を
契
機
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
問
題
・
課
題
の
整
理
と
そ
れ
へ
の
対
処

を
行
い
な
が
ら
も
、
今
後
、
よ
り
よ
い
教
育
提

供
の
模
索
の
一
環
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

つ
い
て
の
議
論
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

〔
参
考
文
献
〕

池
田
佳
子
（
２
０
２
０
）「
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際

協
働
学
習
」『
日
本
経
済
新
聞
』
２
０
２
０

年
6
月
29
日
付
朝
刊
16
ペ
ー
ジ
。

石
弘
之
（
２
０
１
８
）『
感
染
症
の
世
界
史
』

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
。

考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
感
染
症
拡
大
の
際
の
学
校
教
育
の
持
続

可
能
性
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世

界
共
通
の
課
題
で
も
あ
る
。
２
０
２
０
年
の
3

月
末
頃
はC

O
V

ID
-19

の
地
球
規
模
で
の
拡
大

に
よ
り
、先
進
国
も
含
め
、ほ
ぼ
全
世
界
の
国
々

が
全
面
休
校
に
し
て
い
た
。
２
０
２
０
年
8
月

ま
で
に
先
進
国
の
多
く
で
は
全
面
的
、
又
は
、

部
分
的
に
再
開
さ
れ
て
い
る
が
、
発
展
途
上
国

で
は
ま
だ
全
面
休
校
が
続
い
て
い
る
国
も
多
い

２
。
筆
者
が
教
育
研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
ア

フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
も
少
な
く
と
も
２
０
２
０

年
8
月
初
頭
に
お
い
て
は
大
学
を
含
め
て
ま
だ

休
校
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
現
地
で
高

等
教
育
を
受
け
た
ウ
ガ
ン
ダ
人
の
方
々
と

Zoom
で
話
を
す
る
度
に
、
と
て
も
残
念
そ
う

に
話
を
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
休
校
措
置
は
児
童
、
生
徒
、
学
生
の
生

涯
賃
金
を
大
き
く
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。
対
面
式
授
業
を
完
全
に
代
替

で
き
な
く
て
も
、
学
生
た
ち
の
学
び
を
持
続
さ

せ
る
手
段
を
模
索
す
る
必
要
性
は
日
本
の
み
な

ら
ず
、
全
世
界
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン

化
が
一
般
的
に
は
遅
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い

供
で
き
な
い
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
に

よ
っ
て
そ
の
「
授
業
の
合
間
」
を
補
う
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
に
つ
い
て
も
配
慮
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
今
後
の
展
望

　
石
（
２
０
１
８
）
が
執
筆
し
た
本
は
、
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
世
界
を
巻
き
込

む
ほ
ど
多
大
な
る
影
響
を
与
え
る
前
に
書
か
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
到
来
を
予
見
し
て
い

た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
本
の
中
で
は
、
40

億
年
の
地
球
環
境
史
の
視
点
か
ら
人
類
と
対
峙

し
続
け
る
感
染
症
の
正
体
が
書
か
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
毎
年
冬
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流

行
し
、
世
界
で
も
最
近
は
エ
ボ
ラ
出
血
熱
や
デ

ン
グ
熱
で
人
間
の
生
命
を
脅
か
し
続
け
て
い
る
。

そ
の
度
に
、
新
薬
が
開
発
は
さ
れ
る
も
の
の
、

ウ
イ
ル
ス
も
ま
た
薬
剤
に
対
す
る
耐
性
を
獲
得

し
、
進
化
を
遂
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
と
え

今
回
の
問
題
が
収
ま
っ
た
と
し
て
も
、
感
染
症

と
の
闘
い
は
今
後
も
繰
り
返
し
起
こ
る
可
能
性

が
高
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
対
面
式
授
業
の
代

替
措
置
と
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
は
い
つ

で
も
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
、

準
備
を
し
て
お
く
必
要
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
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２ 

デ
ー
タ
は
次
の
ソ
ー
ス
か
ら
入
手
。

U
N

ESC
O

（
２
０
２
０
）, 

”CO
V

ID
-19 Im

pact 
on E

ducation

”, 

（https://en.unesco.
org/covid19/educationresponse

か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
。
最
終
ア
ク
セ
ス
は
２
０
２
０
年

7
月
31
日
）。

白
戸
圭
一
（
２
０
２
０
）「
い
い
こ
と
ば
か
り

で
な
い
、
大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
　
や
っ

て
み
て
『
な
い
も
の
』
に
気
づ
い
た
」T

he 
A

sahi Shim
bun G

lobe 

２
０
２
０
年
7
月

23
日
（https://globe.asahi.com

/article/ 
13564504

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。
最
終
ア

ク
セ
ス
は
、
２
０
２
０
年
7
月
26
日
）。

日
本
経
済
新
聞
社
（
２
０
２
０
）「
新
常
態
の

教
育
変
革
迫
ら
れ
る
（
下
）
大
学
の
学
び
、

再
考
の
機
会
―
英
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ

ジ
・
ロ
ン
ド
ン
副
学
長
マ
ギ
ー
・
ダ
ル
マ
ン

氏
」『
日
本
経
済
新
聞
』
２
０
２
０
年
7
月

22
日
付
朝
刊
29
ペ
ー
ジ
。

柳
川
範
之
（
２
０
２
０
）「
教
育
の
概
念
、
激

変
の
可
能
性
」『
日
本
経
済
新
聞
』
２
０
２

０
年
7
月
16
日
付
朝
刊
25
ペ
ー
ジ
。

山
本
敏
幸
・
岩
崎
千
晶
・
柴
田
一
（
２
０
２
０
）

「
関
西
大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
授

業
の
取
組
み
と
課
題
」JU

C
E Journal 

N
O

.1

、
２
〜
10
ペ
ー
ジ
。

１ 

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ネ
ッ
ト
配
信
授
業

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
私
は
こ
こ

で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
い
う
言
葉
を
使
用
す

る
こ
と
に
す
る
。
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と
い
う
回
答
が
一
定
数
見
ら
れ
た
。
そ
の
他
、

「
保
護
者
が
在
宅
で
Ｐ
Ｃ
を
使
用
す
る
」「
他
の

学
校
に
通
っ
て
い
る
き
ょ
う
だ
い
が
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
で
使
用
し
て
い
る
」「
マ
ン
シ
ョ
ン
単

位
で
の
契
約
な
の
で
こ
れ
以
上
増
や
す
こ
と
が

で
き
な
い
」「
工
事
を
申
し
込
ん
で
も
１
か
月

以
上
先
に
な
る
」
等
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

ネ
ッ
ト
環
境
が
十
分
で
は
な
い
生
徒
が
一
定
数

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、
同
時
双
方
向
の

授
業
配
信
を
見
送
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
保
護
者
に
は
、
再
び
休
校
措
置
を
取
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
ネ

ッ
ト
環
境
を
整
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
強
く
要

請
し
た
。

３
．�

学
習
動
画
に
つ
い
て

　
動
画
作
成
に
あ
た
っ
て
、「
学
習
動
画
配
信

の
目
的
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
、
非
常

勤
講
師
を
含
む
す
べ
て
の
教
員
に
配
布
し
た
。

れ
権
限
を
与
え
た
。

２
．�

同
時
双
方
向
型
配
信
を�

見
送
っ
た
理
由

　
当
初
は
ス
ム
ー
ズ
に
運
用
で
き
て
い
た
が
、

４
月
に
な
る
とC

lassi

に
ロ
グ
イ
ン
し
づ
ら
い

状
況
が
出
て
き
た
。
ま
た
、
生
徒
に
１
台
ず
つ

デ
バ
イ
ス
を
持
た
せ
る
こ
と
を
見
送
っ
て
い
た

た
め
、
各
家
庭
の
ネ
ッ
ト
環
境
や
デ
バ
イ
ス
の

状
況
を
調
査
し
な
け
れ
ば
双
方
向
の
配
信
は
で

き
な
い
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
再
度
調
査
す
る

こ
と
に
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
必
ず
し
も
本
校
生
徒
が
常
時
使

用
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
自
宅
に
ネ
ッ
ト
環
境

（W
i-Fi

接
続
）
が
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
次
に
多
か
っ
た
の
は
「
生
徒
専
用
の
デ

バ
イ
ス
が
無
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
特
に

新
中
１
で
は「
ス
マ
ホ
を
買
い
与
え
て
い
な
い
」

１
．�

休
校
期
間
中
の�

諸
連
絡
に
つ
い
て

　
臨
時
休
業
要
請
を
受
け
て
、
本
校
は
３
月
初

旬
の
学
年
末
考
査
後
か
ら
休
校
と
し
た
。

　
休
校
期
間
中
の
諸
連
絡
と
課
題
配
信
は
す
べ

てC
lassi

で
行
い
、
家
庭
で
の
健
康
観
察
（
検

温
と
体
調
管
理
）
結
果
もC

lassi

の
ア
ン
ケ
ー

ト
機
能
を
用
い
て
毎
朝
報
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
た
。
そ
の
う
え
で
家
庭
と
の
連
絡
や
生

徒
の
心
の
ケ
ア
の
た
め
に
担
任
に
は
１
台
ず
つ

携
帯
電
話
を
貸
与
し
た
。（
携
帯
電
話
は
７
月

末
ま
で
延
長
し
た
。）

　
そ
の
後
５
月
６
日
ま
で
休
業
要
請
が
延
長
さ

れ
た
た
め
、
教
科
書
や
副
読
本
、
学
年
通
信
や

課
題
冊
子
等
を
宅
配
し
た
。
新
学
年
の
担
任
団

の
な
か
か
ら
、C

lassi

の
初
期
化
担
当
（
Ｉ
Ｄ

や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
忘
れ
た
場
合
の
対
応
）
と
学

年
通
信
・
課
題
配
信
担
当
者
を
決
め
て
そ
れ
ぞ

「
臨
時
休
校
期
間
中
の
香
里
中
高
の
対
応
と
事
例
紹
介
」

同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
教
頭　

藤ふ
じ

井い

宏ひ
ろ

樹き 
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教
員
室
、
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
、
あ

え
て
色
ん
な
場
所
で
撮
影
し
て
校
内
の
様
子
を

見
て
も
ら
っ
た
り
、
桜
並
木
や
第
一
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
沈
む
夕
日
な
ど
の
風
景
を
写
し
た
り
も
し

ま
し
た
。
中
学
校
舎
１
階
に
あ
る
新
島
先
生
の

銅
像
や
卒
業
生
が
寄
贈
し
て
く
れ
た
裸
婦
像

（
日
展
入
選
作
品
）
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　
教
員
の

面
で
は
、

な
る
べ
く

多
く
の
教

員
に
出
演

し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

「
こ
ん
な

や
さ
し
い

先
生
た
ち

が
待
っ
て

い
る
か
ら

安
心
し
て

ね
」
と
い

う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。
英
語
を
使
っ
た
ク
イ

ズ
や
ゲ
ー
ム
、
踊
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
参
加

し
て
も
ら
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
体
な
人
柄
が

垣
間
見
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

夫
を
凝
ら
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
動
画
で
あ
っ
た
。

単
に
授
業
や
課
題
を
配
信
す
る
だ
け
で
な
く
、

授
業
開
き
で
行
う
〝
同
志
社
香
里
で
の
学
び
〟

を
紹
介
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
。
実
技
系
教
科

は
１
学
期
に
取
り
組
む
作
品
の
手
順
を
伝
え
る

も
の
の
ほ
か
、
生
徒
が
自
宅
等
で
歌
う
様
子
を

教
員
が
編
集
し
た
「
リ
モ
ー
ト
合
唱
」
な
ど
の

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
た
。
次
節
で
い
く
つ
か

事
例
を
紹
介
し
た
い
。

４
．
事
例
紹
介
（
各
担
当
者
よ
り
）

中
１
英
語
科　
（
畑
中
亜
希
子
教
諭
）

　
工
夫
し
た
点
は
、
３
点
あ
り
ま
す
。

①
学
校
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

　
中
１
は
入
試
と
合
格
発
表
直
後
の
登
校
日
以

来
、
学
校
に
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
中
学

校
に
対
し
て
大
き
な
期
待
と
不
安
を
抱
え
た
状

態
で
の
先
の
見
え
な
い
休
校
と
い
う
こ
と
で
担

任
一
同
メ
ン
タ
ル
面
で
の
ケ
ア
を
気
に
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
学
校
の
様
子
を
知
ら
せ
る
こ

と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
施
設
の
面
で
は
、
登
校
し
た
際
の
坂
道
か
ら

中
１
の
靴
箱
の
位
置
や
教
室
ま
で
の
道
の
り
を

見
せ
た
り
、
靴
箱
の
開
け
方
を
教
え
た
り
。
香

真
館
、
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
良
心
の
碑
、
教
室
、

「
目
的
」
と
し
て
は
、「
閉
鎖
的
な
環
境
下
に
置

か
れ
た
生
徒
た
ち
の
学
び
を
止
め
ず
、
学
ぶ
機

会
を
提
供
し
続
け
る
た
め
」
と
「
動
画
を
通
じ

て
学
校
の
様
子
を
感
じ
る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち

が
少
し
で
も
日
常
を
取
り
戻
し
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
」
の
二
点

を
掲
げ
た
。

　「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
多
岐
に
渡
る
た
め
詳

細
は
省
く
が
、
自
宅
で
視
聴
で
き
な
い
生
徒
が

不
安
に
な
っ
た
り
不
利
に
な
っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
配
慮
す
る
こ
と
（
見
ら
れ
な
い
生
徒
に
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
郵
送
す
る
、授
業
内
で
復
習
す
る
な
ど
）

を
前
提
と
し
た
。
ま
た
、
本
校
の
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
ポ
リ
シ
ー
」
を
厳
守
し
、
個
人
情

報
や
人
権
に
配
慮
し
た
内
容
、
著
作
権
等
に
つ

い
て
も
十
分
理
解
し
た
う
え
で
作
成
す
る
こ
と

を
求
め
た
。
一
方
、
生
徒
に
も
メ
デ
ィ
ア
リ
テ

ラ
シ
ー
と
し
て
守
る
べ
き
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
注

意
喚
起
し
、
保
護
者
に
も
協
力
を
求
め
た
。

　
学
習
動
画
に
つ
い
て
は
、
本
校
限
定
の

Y
ouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
順
次
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
す
る
形
に
し
た
。C

lassi

内
の
動
画
や
小
中

学
生
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
「
ｅ-

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ド
バ
ン
ス
」
を
課
題
と
し
た
教

科
も
あ
っ
た
が
、
大
部
分
は
本
校
の
教
員
が
工

友愛館１階　新島コーナーにて



特
集
　
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
今
後
の
展
望
や
可
能
性

特集

17

て
動
か
す
ぬ
い
ぐ
る
み
）
を
使
っ
た
寸
劇
と
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
を

つ
け
た
も

の
を
使
っ

て I am
 

~.

やT
his 

is ~.

な
ど

の
学
習
を

し
ま
し
た
。

動
画
の
中

で
単
語
テ

ス
ト
や
文

法
小
テ
ス

ト
も
実
施

し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
部
の
生
徒
を
除
い
て
教
科
書

レ
ッ
ス
ン
１
と
レ
ッ
ス
ン
２
の
内
容
が
ば
っ
ち

り
身
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
４
月
か
ら
授
業
を

し
て
い
た
の
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
進
度
で

す
。
ま
た
、
動
画
で
「
出
会
っ
て
」
い
た
の
で
、

学
校
再
開
初
日
か
ら
、
担
任
の
先
生
の
顔
を
わ

か
っ
て
い
て
抵
抗
な
く
話
し
か
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
入
学
式
（
６
月
22
日
）
に
は
、
た
く
さ

ん
の
保
護
者
の
方
に
「
い
つ
も
動
画
を
楽
し
み

り
し
な
が
ら
、「
英
語
」
と
い
う
教
科
は
「
な

ん
と
な
く
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
て
楽
し
い
も

の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

コ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
を
演
じ
た
り
、
小
道
具

を
使
っ
た
り
し
ま
し
た
。「
英
語
は
音
か
ら
入

る
も
の
」「
英
語
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

道
具
」「
英
語
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
も
の
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
15

人
も
の
先
生
が
英
語
の
単
語
を
発
音
の
良
い
悪

い
に
関
係
な
く
口
に
し
て
い
た
り
、
ス
ペ
ル
を

ミ
ス
し
て
笑
い
飛
ば
し
た
り
し
て
い
る
様
子
を

見
せ
て
、
英
語
は
ハ
ー
ド
ル
の
低
い
も
の
だ
と

い
う
こ
と
も
演
出
し
ま
し
た
。

③
休
校
で
も
予
定
通
り
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
進

め
る
こ
と

　
Ｇ
Ｗ
ま
で
は
①
と
②
の
目
標
に
集
中
し
ま
し

た
が
、
休
校
が
延
長
さ
れ
た
後
は
本
来
４
月
５

月
で
進
め
た
か
っ
た
学
習
内
容
に
と
り
か
か
り

ま
し
た
。
動
画
を
見
な
が
ら
取
り
組
む
授
業
プ

リ
ン
ト
と
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
Ｇ
Ｗ
明

け
に
発
送
し
ま
し
た
。
５
月
以
降
は
動
画
の
中

で
「
学
校
や
先
生
た
ち
の
紹
介
は
一
通
り
終
え

た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
本
格
的
に
英

語
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
ね
」
と
断
り
を
入
れ
て
、

単
元
に
入
り
ま
し
た
。
パ
ペ
ッ
ト
（
手
を
入
れ

②
英
語
に
親
し
み
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と

　
２
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
中
学
校
で
初
め
て
本

格
的
に
学
ぶ
「
英
語
」
と
い
う
教
科
に
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
。
ま
だ
何
も
教

え
て
い
な
い
状
態
な
の
で
、
他
教
科
の
よ
う
に

い
き
な
り
教
材
を
郵
送
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら

う
の
は
危
険
だ
と
思
い
ま
し
た
。
英
語
は
文
字

か
ら
学
ぶ
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
て
し

ま
い
、「
英

語
は
難
し

い
」「
英

語
は
勉

強
」「
読

み
方
も
わ

か
ら
な
い

も
の
を
覚

え
さ
せ
ら

れ
る
」
と

い
う
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な

入
り
方
を

し
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
①
で
述
べ
た
よ
う
な
目
的
を
第
一
に

置
き
、
英
語
の
歌
を
歌
っ
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た 他教科の先生と一緒に

ノートを取りながら…
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学
習
課
題
を
出
し
、
そ
れ
を
解
説
し
た
動
画
を

配
信
し
て
い
る
。
動
画
に
はG

oogle

フ
ォ
ー

ム
で
作
っ

た
問
題
を

添
付
し
、

生
徒
が
内

容
を
理
解

で
き
た
か

各
自
で
確

認
し
た
り
、

感
想
や
質

問
を
送
信

し
た
り
す

る
こ
と
が

で
き
る
よ

う
に
し
て

い
る
。

　
６
月
に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
教
員

へ
の
研
修
会
も
２
回
開
催
し
た
。
生
徒
に
対
し

て
は
事
前
にG

oogle C
lassroom

の
使
い
方

を
教
え
る
プ
リ
ン
ト
と
動
画
を
配
信
し
た
う
え

で
、
学
年
ご
と
に
説
明
会
を
設
け
た
。

　
こ
の
よ
う
に
再
び
休
校
に
な
っ
た
場
合
で
も

「
学
び
を
止
め
な
い
」
た
め
の
体
制
を
整
え
て

い
る
。

は
動
詞
を
新
し
く
学
ぶ
た
め
の
動
画
を
配
信
し

た
。
そ
の
結
果
、
学
校
再
開
後
、
他
中
学
出
身

者
向
け
の
補
講
の
回
数
を
減
ら
し
、
そ
の
分
成

績
不
振
者
の
補
講
の
回
数
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
た
。

５
．�

双
方
向
型（Google Classroom

）�

の
導
入
に
つ
い
て

　G
oogle C

lassroom

は
無
料
で
、G

oogle 
D

rive

（
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ
）
が
使
え
る

こ
と
、
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
が
使
え
る
の
で
プ
レ

ゼ
ン
の
練
習
に
な
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
以
前
か
ら
英
語
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

語
学
研
修
や
修
学
旅
行
に
行
く
前
に
現
地
生
徒

と
の
メ
ー
ル
交
換
や
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
な
ど
で

利
用
し
て
い
た
実
績
が
あ
る
。

　
休
校
期
間
延
長
決
定
に
よ
り
、
昨
年
度
か
ら

使
っ
て
い
た
学
年
・
教
科
を
中
心
にG

oogle 
C

lassroom

も
使
い
始
め
た
。
例
え
ば
高
３
英

語
（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）
で
は
、
英
作
文
の
テ
ー

マ
を
提
出
さ
せ
て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
が
コ
メ
ン

ト
を
返
す
ほ
か
、
書
き
方
に
関
す
る
動
画
を
配

信
し
て
お
き
、
授
業
再
開
後
に
提
出
さ
せ
る
よ

う
に
し
た
。

　
高
１
国
語
は
学
校
再
開
後
も
月
ご
と
に
自
主

に
見
て
い
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

高
1
家
庭
科　
麓
早
百
合
教
諭

　
休
校
中
の
宿
題
と
し
て
、「
さ
ら
し
布
マ
ス

ク
」
の
材
料
と
レ
ポ
ー
ト
を
郵
送
し
て
、

Y
ouT

ube

で
「
布
マ
ス
ク
の
作
り
方
」
の
動

画
を
配
信
し
ま
し
た
。
動
画
で
は
、
画
面
の
下

に
作
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
の
文
字
を
入
れ
、
簡
単

な
と
こ
ろ
は
早
送
り
に
し
、
難
し
い
と
こ
ろ
は

ゆ
っ
く
り
に
す
る
な
ど
の
編
集
を
し
ま
し
た
。

家
に
用
具
が
な
い
場
合
の
代
用
品
の
使
い
方
も

動
画
に
入
れ
ま
し
た
。

高
１
国
語
総
合
（
古
典
分
野
）　

吉
田
桂
子
教
諭

　
高
校
に
入
学
し
て
初
め
て
古
文
を
本
格
的
に

学
ぶ
時
期
に
休
校
が
続
き
、
自
宅
で
取
り
組
む

課
題
と
し
て
文
法
問
題
や
古
文
の
文
章
題
を
出

す
こ
と
に
な
り
、
解
説
動
画
を
配
信
し
た
。
動

画
に
よ
っ
て
理
解
を
助
け
、
古
文
に
抵
抗
感
を

持
た
せ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
た
。
ま
た
、

同
志
社
香
里
中
学
出
身
者
と
他
中
学
出
身
者
と

で
は
既
習
範
囲
が
異
な
る
の
で
、
香
里
出
身
者

に
は
文
語
文
法
の
動
詞
を
復
習
す
る
た
め
の
動

画
（
レ
ベ
ル
別
２
本
）
を
、
他
中
学
出
身
者
に

リアルタイムで手書き文字を
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本
校
高
校
２
年
音
楽
の
目
標
は
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
が
中
心
で
す
。
例
え
ば
、
生
徒
個
人
に
校
内

の
密
集
を
避
け
た
場
所
や
自
宅
等
で
歌
う
画
像

を
撮
影
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
ク
ラ
ス
の
人
数

分
画
像
と
音
声
を
重
ね
て
一
つ
の
映
像
で
の
合

唱
の
形
に
仕
上
げ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
形
で
あ
れ
ク
ラ
ス
皆
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
行
え
た
達
成
感
を
少
し
で
も
味
わ
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
高
校
２
年
音
楽
は
芸
術
選
択
（
音

楽
・
美
術
・
書
道
）
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
合
同
３

ク
ラ
ス
、Ａ
Ｂ
組
（
25
名
）、Ｃ
Ｄ
Ｅ
組
（
44
名
）、

Ｆ
Ｇ
組
（
26
名
）
の
週
１
時
間
で
木
曜
日
に
３

ク
ラ
ス
共
に
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
．�

準
備
期
間
（
４
月
～
５
月
・�

緊
急
事
態
宣
言
休
校
中
）

　
３
月
に
入
る
と
感
染
拡
大
の
波
も
し
だ
い
に

大
き
く
な
り
、
新
学
期
か
ら
の
歌
や
管
楽
器
の

楽
器
演
奏
」
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
特
に
リ
ス
ク

が
高
い
こ
と
か
ら
、
実
施
に
つ
い
て
は
慎
重
に

検
討
、
と
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
で
も
世
間
で
言

わ
れ
て
い
た
「
歌
わ
な
い
」「
演
奏
し
な
い
」

い
わ
ゆ
る
音
楽
を
奏
で
な
い
音
楽
授
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
昨
年
ま
で
普
通
に
行
え
て
い
た
事

が
全
て
覆
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
音
楽
の
授
業
で
実
技
を
行
え
な
い
、
こ
れ
で

は
音
楽
授
業
の
持
つ
意
味
が
非
常
に
薄
い
こ
と

に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
出
来
る
こ

と
、
即
ち
世
間
で
大
き
な
位
置
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
の
リ
モ
ー
ト
演
奏
を
授
業
に
ど
う

に
か
導
入
を
し
て
、
少
し
で
も
実
技
に
代
わ
る

も
の
に
な
ら
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
や
が
て

世
の
中
が
元
に
戻
る
と
リ
モ
ー
ト
演
奏
の
必
要

性
も
な
く
な
り
ま
す
。
今
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る

こ
と
、
そ
し
て
一
つ
の
経
験
と
し
て
、
高
校
２

年
生
の
音
楽
選
択
授
業
で
こ
れ
に
取
り
組
ま
せ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
３
月
以

降
、
世
間
一
般
で
は
プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
問
わ

ず
音
楽
演
奏
や
コ
ン
サ
ー
ト
は
無
観
客
公
演
に

始
ま
り
、
や
が
て
は
公
演
延
期
や
中
止
、
つ
い

に
は
再
開
の
見
通
し
も
つ
か
な
い
状
態
に
ま
で

な
り
ま
し
た
。
人
が
集
ま
っ
て
歌
い
演
奏
を
行

う
こ
と
が
世
の
中
で
は
困
難
と
な
り
個
人
練
習

の
み
、
特
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
と
っ
て
は
生
活
に
も
関
わ
る
状
況
に
ま
で
事

態
が
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
そ
ん
な
中
で
も
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
音
楽
を
人
々
に
届
け
た
い
、

音
楽
を
通
し
て
こ
の
困
難
の
中
で
も
世
間
の
何

か
役
に
立
て
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
は
強
く
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
演
奏
が
さ
か
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
世
界
中
で

大
き
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
高
校
の
音
楽
授
業
も
６
月
の
学
校
再
開

後
は
感
染
対
策
と
し
て
「
近
距
離
で
行
う
合
唱

及
び
リ
コ
ー
ダ
ー
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
等
の
管

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
下
で
の
高
校
２
年
音
楽
に
お
け
る
リ
モ
ー
ト
合
唱
の
取
り
組
み

～
「
愛
は
勝
つ
」
～

同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭　

水み
ず

上か
み

陽よ
う

一い
ち



20

の
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
た
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。

３
．�

６
月
18
日
（
木
）、�

平
常
授
業
（
第
２
時
間
目
）

　
３
週
目
か
ら
は
全
校
生
徒
揃
っ
て
の
授
業
再

開
で
す
。
こ
の
授
業
で
は
学
校
所
有
のiPad

を
1
人
１
台
ず
つ
使
用
さ
せ
てG

oogle 
C

lassroom

高
２
音
楽
ク
ラ
ス
に
ま
ず
は
全
員

参
加
を
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
各
自
数
秒
程
度

の
短
い
自
分
の
画
像
を
撮
影
さ
せ
提
出
を
試
み

て
も
ら
い
ま
し
た
。
生
徒
に
よ
っ
て
は
操
作
提

出
に
少
し
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
３
ク
ラ

ス
共
に
全
員
無
事
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
提
出
が

出
来
ま
し
た
。
今
の
高
校
生
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
機
器
に

結
構
強
く
、
思
っ
た
以
上
に
ス
ム
ー
ズ
に
授
業

が
終
了
し
ま
し
た
。
次
回
よ
り
本
題
の
撮
影
、

そ
し
て
提
出
作
業
に
入
り
ま
す
。

４
．�

６
月
25
日
（
木
）、�

平
常
授
業
（
第
３
時
間
目
）

　
本
日
授
業
よ
り
「
愛
は
勝
つ
」
の
撮
影
開
始

で
す
。
ま
ず
は
原
曲
を
聴
き
歌
え
る
よ
う
に
な

っ
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
、
各
自
教
室
外
の

歌
う
こ
と
に
よ
り
飛
沫
や
接
触
面
等
で
生
徒
同

の
か
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
実
そ

う
も
言
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
取
り
組
み
方
と
し
て
は
、
伴
奏
音
源
を
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
鳴
ら
し
た
も
の
を
イ

ヤ
ホ
ン
で
聴
き
な
が
ら
歌
う
自
分
の
画
像
を
、

別
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
携
帯
で
撮
影
し
て
も
ら
い

ま
す
。
画
像
の
提
出
はG

oogle C
lassroom

が
使
い
易
さ
の
面
で
も
妥
当
か
と
思
い
、
高
２

音
楽
ク
ラ
ス
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら

た
と
え
休
校
が
続
き
、
家
庭
学
習
の
状
態
の
ま

ま
と
な
っ
て
も
生
徒
達
と
や
り
取
り
が
出
来
ま

す
。
伴
奏
音
源
は
私
自
身
が
ピ
ア
ノ
を
弾
き
録

音
を
し
て
こ
れ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
を
し
ま
し
た
。

２
．�

６
月
４
日
（
木
）、
11
日
（
木
）、

分
散
登
校
（
第
１
時
間
目
）

　
６
月
よ
り
学
校
再
開
、
各
ク
ラ
ス
半
数
ず
つ

の
分
散
登
校
期
間
が
始
ま
り
、
２
週
間
か
け
て

第
１
時
間
目
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
感
染

拡
大
下
に
お
け
る
こ
の
数
ケ
月
間
の
世
界
の
音

楽
の
変
貌
に
つ
い
て
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
共
にY

ouT
ube

等
で
配
信
さ
れ
て
い
る

動
画
を
見
せ
な
が
ら
認
識
を
さ
せ
、
現
在
世
界

中
で
行
わ
れ
て
き
た
リ
モ
ー
ト
演
奏
の
紹
介
を

し
ま
し
た
。
第
１
時
間
目
で
は
リ
モ
ー
ト
演
奏

実
施
困
難
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
２
年
生
の
１
学
期
は
リ
コ
ー
ダ
ー
四
重
奏

を
行
う
の
で
す
が
、
こ
れ
も
難
し
い
こ
と
を
実

感
し
始
め
ま
し
た
。
何
か
こ
れ
に
代
わ
る
も
の

が
出
来
な
い
か
。
そ
ん
な
中
、
テ
レ
ビ
等
の
メ

デ
ィ
ア
で
は
世
界
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
の
リ

モ
ー
ト
演
奏
が
多
く
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
授
業
で
出
来
れ
ば
、
集

ま
っ
て
演
奏
し
な
く
て
も
画
面
上
で
あ
る
が
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
ず
は
取
り
組
み
易
い
歌
で
始
め
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
選
曲
は
、
こ
の
よ
う
な
時
世

に
必
ず
と
言
っ
て
も
良
い
ほ
ど
登
場
す
る
Ｋ
Ａ

Ｎ
の
「
愛
は
勝
つ
」
で
す
。
こ
の
高
校
２
年
生
、

私
自
身
、
今
年
度
初
め
て
担
当
す
る
生
徒
達
で

あ
り
、
果
た
し
て
上
手
く
取
り
組
ん
で
く
れ
るGoogle Classroom
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せ
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
ク
ラ
ス
全
員
が
一
つ

の
画
面
で
同
時
に
歌
う
合
成
動
画
を
作
り
ま
す
。

繋
ぎ
合
わ
せ
に
はiM

ovie

を
使
用
し
、iPad

を
用
い
て
全
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
編
集
作

業
は
こ
ち
ら
で
行
い
ま
し
た
。
生
徒
は
各
自
練

習
し
自
分
の
動
画
を
撮
影
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提

出
、
こ
れ
だ
け
で
も
実
技
科
目
と
し
て
の
十
分

な
意
義
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
９
日
（
木
）
の
授
業
で
、
出
来
上
が
っ
た
３

ク
ラ
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
モ
ー
ト
合
唱
動
画
を
各

選
択
ク
ラ
ス
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。
歌
は
出
席
番

号
順
に
４
人
ず
つ
の
リ
レ
ー
形
式
で
始
ま
り
、

盛
り
上
が
り
部
分
で
は
全
員
の
登
場
で
す
。
生

徒
達
は
、
自
分
の
歌
う
姿
が
映
る
の
を
恥
ず
か

し
が
り
も
し
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
、
喜
ぶ
様
子

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

７
．
ま
と
め

　
今
か
ら
半
年
前
、
ま
さ
か
音
楽
で
オ
ン
ラ
イ

ン
を
使
っ
た
授
業
を
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど
全

く
予
想
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
事
態

の
中
で
必
要
に
迫
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
実
行
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。
や
が
て
世
の
中
が
コ
ロ
ナ
収

束
を
迎
え
る
と
、
音
楽
も
今
ま
で
通
り
集
い
歌

い
、
大
勢
の
観
客
の
前
で
演
奏
が
出
来
る
よ
う

５
．�

７
月
２
日
（
木
）、�

平
常
授
業
（
第
４
時
間
目
）

　
撮
影
の
２
時
間
目
、
前
回
同
様
に
生
徒
た
ち

は
校
内
適
切
な
場
所
を
探
し
て
撮
影
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
自
宅
で
撮
影
し
た
生
徒
も
い
れ
ば
、

何
度
か
撮
影
を
し
て
一
番
良
い
も
の
を
選
ん
で

い
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。Google C

lassroom

は
提
出
の
や
り
直
し
が
何
度
で
も
可
能
な
の
が

使
い
易
い
面
で
す
。

　
こ
の
撮
影
動
画
の
提
出
締
め
切
り
は
７
月
５

日
（
日
）
17
時
、
日
曜
日
の
課
題
提
出
と
い
う

も
の
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
用
し
た
授
業
な
ら
で

は
あ
っ
て
も
い
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

約
４
分
の
歌
唱
動
画
が
全
員
無
事
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

６
．�
７
月
９
日
（
木
）、�

平
常
授
業
（
第
５
時
間
目
）

　
編
集
時
の
リ
モ
ー
ト
多
重
動
画
制
作
に
は
ロ

ー
ラ
ン
ド
の
ア
プ
リ4xC

am
era

を
使
用
、
こ

れ
に
よ
り
４
人
同
時
に
歌
う
合
成
動
画
制
作
が

可
能
で
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
歌
声
と
口
の

動
き
を
見
な
が
ら
ま
ず
は
４
人
ず
つ
同
時
に
歌

う
動
画
を
作
り
、
そ
れ
を
四
つ
ず
つ
組
み
合
わ

士
に
影
響
の

な
い
場
所
、

例
え
ば
校
舎

外
や
他
の
授

業
に
影
響
の

な
い
校
舎
内

の
換
気
が
良

く
、
人
同
士

の
距
離
を
保

て
る
場
所
等

を
見
つ
け
て

移
動
さ
せ
、

撮
影
に
取
り

組
ま
せ
ま
し

た
。
撮
影
に

はiPad

が

２
台
必
要

（
伴
奏
音
源

を
聴
く
も
の
、

撮
影
す
る
も

の
）
と
な
る

の
で
複
数
２
～
３
人
の
グ
ル
ー
プ
で
距
離
を
取

ら
せ
な
が
ら
互
い
に
撮
り
合
う
よ
う
に
し
ま
し

た
。
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と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
現
在
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
自
宅
で
撮
影
し
て
提
出
を
し

て
く
れ
た
女
子
高
校
生
た
ち
、
唇
や
頬
な
ど
の

顔
色
が
非
常
に
き
れ
い
に
色
づ
い
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ら
で
は
あ
っ
て
も

い
い
の
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

（
二
〇
二
〇
年
七
月
）

音
楽
授
業
に
お
け
る
一
つ
の
可
能
性
も
生
ま
れ

た
こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
初
の
試
み
で
し
た
の
で
全
員
同
じ
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
歌
唱
し
ま
し
た
。
ま
だ
今
後
暫
く

は
こ
の
世
の
中
の
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
は
第
二
段
と
し
て
、
谷
川
俊
太
郎
作
詞
の

合
唱
曲
「
春
に
」
を
混
声
三
部
リ
モ
ー
ト
合
唱

に
な
り
、
リ
モ
ー
ト
演
奏
の
必
要
性
も
な
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。
今
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
も
の
、

そ
し
て
彼
ら
の
高
校
時
代
の
一
つ
の
世
の
中
の

危
機
に
対
す
る
経
験
と
し
て
、
将
来
少
し
で
も

こ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
も
ら
え
た
ら
そ
れ
で

十
分
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
も
今
の
高
校
生
に
は
十
分
可
能
で
あ
り
、

２年ＡＢ組

２年ＣＤＥ組

２年ＦＧ組



　
磐
上
館
は
、１
９
８
６
年
４
月
の
田
辺
校
地
（
当
時
）開
校
に
際

し
、主
に
正
課
保
健
体
育
教
育
の
拠
点
と
し
て
体
育
地
区
の
中
心

位
置
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、当
初
建
築
の
建
物
（
延
床
面
積
１
５
３
９
㎡
）に
加
え
、

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
研
究
科
開
設
時
の

２
０
０
８
年
４
月
（
延
床
面
積
２
６
７
５
㎡
）、お
よ
び
２
０
１
４

年
４
月
（
延
床
面
積
１
７
９
４
㎡
）の
２
回
増
築
・
改
修
を
行
い

教
育
研
究
拠
点
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
増
築
・
改
修
を
経
な
が
ら
、同
館
は
、主
に
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部
・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
研
究
科
の
教
育
研
究
拠
点
と

し
て
演
習
や
初
年
次
教
育
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る「
演
習
室
」、

最
新
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
学
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
各
種
「
実
験

室
」、ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
の
専
門
書
や
ス
ポ
ー
ツ
雑
誌
が
保
管
さ

れ
て
い
る
「
書
庫
」、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
身
体
運
動

が
可
能
な
「
多
目
的
実
習
室
」、大
学
院
生
の
発
表
会
な
ど
が
で
き

る
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
」、学
生
の
自
習
教
室
で
あ
る
「
ラ

ー
ニ
ン
グ
テ
リ
ア
」な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、多
く
の
教
員
、学

生
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
館
名
は
、新
約
聖
書
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
7
章
24
節
「
さ

ら
ば
凡
て
我
が
こ
れ
ら
の
言
（
こ
と
ば
）を
き
き
て
行
ふ
者
を
、磐

の
上
に
家
を
た
て
た
る
慧
き
人
に
擬
（
な
ず
ら
）へ
ん
」に
由
来
し

て
い
ま
す
。

磐上館
（同志社大学）

建物案内no.32



　
シ
ャ
ロ
ー
ム
ハ
ウ
ス
は
、
２
０
２
０
年
3
月
27
日
に
竣
工
式
を
迎

え
、
同
年
4
月
よ
り
開
園
さ
れ
た
同
志
社
幼
稚
園
の
新
園
舎
で
す
。

「
シ
ャ
ロ
ー
ム
」
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
「
平
和
」

を
意
味
し
、
京
都
御
所
東
の
「
梨
木
校
地
」
に
２
０
１
８
年
ま
で
あ

り
続
け
た
「
フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス(

旧
ハ
ワ
イ
寮)

」
の
設
立
理

念
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
地
上
二
階
建
て
の
建
物
で
、
一
階
に
は
五

つ
の
保
育
室
と
ホ
ー
ル
、
調
理
室
が
配
置
さ
れ
、
二
階
・
地
下
に
は

十
分
な
広
さ
の
倉
庫
を
備
え
て
い
ま
す
。
園
舎
内
は
大
き
な
窓
か
ら

明
る
い
日
差
し
が
差
し
込
み
、
高
い
天
井
、
そ
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
空
間
が
特
徴
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
異

年
齢
の
園
児
が
自
由
に
出
会
い
、
様
々
な
出
会
い
の
な
か
で
一
人
ひ

と
り
が
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
園
舎
を
出
る
と
御
所
の
木
々
が
美
し
く
、
豊
か
な
自
然
を
感
じ
る

園
庭
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
沢
山
の
樹
木
や
芝
生
で
は
か
く
れ
ん
ぼ
、

虫
探
し
、
草
花
摘
み
な
ど
、
自
然
の
移
り
変
わ
り
を
肌
身
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
泥
遊
び
で
汚
れ
た
体
を
洗
っ

た
り
水
遊
び
を
し
た
り
、
開
放
的
な
遊
び
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
野
菜
や
植
物
を
育
て
る
菜
園
、四
季
折
々
の
食
育
の
た
め
の「
か

ま
ど
」、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
、
小
屋
や
ベ
ン
チ
な
ど
の
隠
れ
家
の
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
子
ど
も
の
意
欲
・
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
た
く
さ

ん
の
仕
掛
け
の
中
で
、
子
ど
も
は
自
ら
考
え
、
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド

キ
感
を
持
っ
て
、
じ
っ
く
り
遊
び
こ
み
な
が
ら
生
き
生
き
と
活
動
し

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
豊
か
で
充
実
し
た
環
境
の
中
で
一
人
ひ
と

り
の
探
求
心
を
育
み
、
主
体
的
に
遊
び
を
作
り
上
げ
る
創
意
工
夫
を

援
助
す
る
よ
う
な
教
育
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

園庭 図書館

シャロームハウス
（同志社幼稚園）
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クラーク記念館の建築資材
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同
志
社
を
象
徴
す
る
建
物
の
一
つ
で
あ
る
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
は
、
一

八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
開
館
し
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
に

重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、
そ
の
後
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
か

ら
約
五
年
を
か
け
て
大
規
模
な
修
復
工
事
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
修
復
工

事
の
過
程
で
、
建
物
内
部
に
使
用
さ
れ
て
い
た
様
々
な
資
材
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。
今
回
、
そ
の
な
か
で
も
上
記
の
三
つ
を
取
り
上
げ
、
同
志

社
の
建
築
物
に
使
わ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
紐
解
い
て
み
た
い
。

　
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
は
、
ド
イ
ツ
人
建
築
家
ゼ
ー
ル
（R

ichard 
Seel

）
が
設
計
し
、
京
都
・
上
京
区
の
大
工
小
嶋
佐
兵
衛
が
施
工
を
請

け
負
っ
て
建
て
ら
れ
た
、
ド
イ
ツ
風
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
建
築
物

で
あ
る
。

　
さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
製
の
レ
ー
ル
に
、
ド
イ
ツ
製
の
ボ
ル
ト
、
琵
琶
湖

疏
水
用
の
刻
印
の
入
っ
た
レ
ン
ガ
…
こ
れ
ら
に
は
何
ら
共
通
す
る
も
の

が
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
材
が
な
ぜ
ク
ラ
ー
ク
記
念
館

に
使
わ
れ
た
の
か
、
そ
れ
を
結
ぶ
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
浮
か
び
上

が
る
の
が
、
藤
田
財
閥
の
創
立
者
・
藤
田
伝
三
郎
、
大
倉
財
閥
の
創
立

者
・
大
倉
喜
八
郎
、
そ
し
て
渋
沢
栄
一
で
あ
る
。

　『
重
要
文
化
財 

同
志
社
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
修
理
工
事
報
告
書
』
に
あ

る
よ
う
に
、
ブ
レ
ナ
ヴ
ォ
ン
製
鉄
所
製
の
レ
ー
ル
は
、
一
八
七
五
（
明

治
八
）
年
か
ら
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
官

営
釜
石
鉄
道
の
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ほ
ど
な
く
し
て
同
鉄
道
は
、
製
鉄
所
の
廃
業
と
と
も
に

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
営
業
を
停
止
し
、
阪
堺
鉄
道
（
現
、
南

刻印「疏」入りレンガ 刻印「GERMAN」入りボルト

刻印「BLAENAVON 1877」入りレール
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海
電
気
鉄
道
株
式
会
社
）
へ
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
阪
堺
鉄
道

の
創
設
に
貢
献
し
、
払
い
下
げ
を
申
請
し
た
の
が
藤
田
で
あ
る
。

阪
堺
鉄
道
は
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
か
ら
一
八
九
七
（
明
治

三
〇
）
年
に
か
け
て
、
そ
れ
ま
で
の
軌
間
八
三
八
㎜
か
ら
一
〇
六

七
㎜
へ
レ
ー
ル
を
改
軌
し
て
い
る
た
め
、
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
が
建

設
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
、
阪
堺
鉄
道
で
不
要
と
な
っ
た
レ
ー
ル
を
使

用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
阪
堺
鉄
道
の
設
立
か
ら
二
年
後

の
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
、
藤
田
が
大
倉
や
渋
沢
と
と
も
に

設
立
し
た
日
本
土
木
会
社
（
現
、
大
成
建
設
株
式
会
社
）
は
、
琵

琶
湖
疏
水
の
閘
門
と
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

琵
琶
湖
疏
水
の
建
設
に
際
し
て
余
剰
生
産
さ
れ
た
か
、
何
ら
か
の

理
由
に
よ
っ
て
不
要
と
な
っ
た
レ
ン
ガ
を
保
有
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
日
本
土
木
会
社
は
、
琵
琶
湖
疏
水
や
日

本
鉄
道
、
九
州
鉄
道
（
現
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
）
建
設
時

に
必
要
な
資
材
を
、
横
浜
の
ド
イ
ツ
系
商
会
の
イ
リ
ス
商
会
（
現
、

C
. Illies &

 C
o.

）
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
し
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
ド
イ
ツ
製
の
ボ
ル
ト
を
輸
入
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思

議
は
な
い
。
な
お
、
大
倉
も
渋
沢
も
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）

年
に
公
表
さ
れ
た
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
」
に
寄
付
者
と
し

て
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
建
設
工
事
を

請
負
っ
た
小
嶋
佐
兵
衛
の
他
に
も
、
資
材
を
提
供
も
し
く
は
調
達

し
た
日
本
土
木
会
社
、
後
継
の
大
倉
土
木
組
の
存
在
が
見
え
隠
れ

す
る
の
で
あ
る
。

　
当
時
、
日
本
に
は
大
型
の
鉄
鋼
製
品
を
生
産
す
る
技
術
も
設
備

も
な
く
、
レ
ー
ル
も
す
べ
て
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

た
と
え
使
用
済
み
で
あ
っ
て
も
、
レ
ー
ル
の
よ
う
な
鉄
鋼
製
品
は

貴
重
な
資
材
で
あ
り
、
大
型
の
西
洋
建
築
で
あ
る
ク
ラ
ー
ク
記
念

館
の
建
設
に
転
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ
レ
ナ
ヴ
ォ
ン
製
鉄

所
製
の
レ
ー
ル
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
現
存
数
が
少
な
く
、
そ

の
中
で
も
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
も
の
は
と
く
に
古
い
。
今
後
も
大

切
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い
資
料
で
あ
る
。
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献

京�

都
府
教
育
委
員
会
『
重
要
文
化
財 

同
志
社
ク
ラ
ー
ク
記
念
館

修
理
工
事
報
告
書
』
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
、

二
〇
〇
八

野�

田
正
穂
、原
田
勝
正
、青
木
栄
一
編
「
阪
堺
鉄
道
経
歴
史
」（『
明

治
期
鉄
道
史
資
料
』 

第
二
集 

第
三
巻
、
日
本
経
済
評
論
社
、

一
九
八
〇
）

Johannes B
ähr, Jörg Lescenski, K

atja Schm
idtpott, 

H
an

d
el ist W

an
d

el: 150 Jah
re C

. Illies &
C

o., 
M

ünchen: PIPER
, 2009

�

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー



同
志
社
　
ナ
ウ

同志社

   ナウ

27

　
J
I
C
A
・
同
志
社
大
学
体
育
会

ラ
グ
ビ
ー
部
イ
ン
ド
派
遣
お
よ
び
政
策

学
部
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
帰
国

報
告
会
が
、
6
月
19
日
（
金
）
に
実
施

さ
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
初
め
て

の
試
み
で
あ
っ
た
た
め
、
J
I
C
A
、

日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
、

同
志
社
大
学
関
係
者
に
限
定
し
て
の
案

内
と
な
っ
た
が
、
当
日
は
約
1
6
0
名

の
参
加
が
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　
臨
場
感
溢
れ
る
学
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン

　
ま
ず
、
第
1
部
の
短
期
隊
員
8
名
に

よ
る
報
告
で
は
、
現
地
で
の
活
動
内
容

と
そ
こ
で
の
出
会
い
や
ハ
プ
ニ
ン
グ
、

国
際
協
力
の
意
義
、
今
後
の
課
題
、
派

遣
後
の
心
境
の
変

化
、
各
隊
員
の
学

び
な
ど
に
つ
い
て
、

自
ら
の
言
葉
で
、

思
い
思
い
に
語
ら

れ
た
。
次
に
、
長

期
隊
員
と
し
て
イ

ン
ド
に
派
遣
さ
れ

た
加
藤
達
也
隊
員

か
ら
、
海
外
協
力

隊
の
志
望
動
機
、

派
遣
前
の
準
備
と

現
地
で
の
活
動
内

容
、
そ
し
て
そ
の

成
果
な
ど
に
つ

い
て
、
具
体
例

を
挙
げ
た
説
明

が
あ
っ
た
。
ま

た
コ
ロ
ナ
の
収

束
後
、
イ
ン
ド

派
遣
再
開
に
向

け
た
抱
負
と
具

体
的
な
目
標
が

述
べ
ら
れ
た
。

　
第
2
部
の
政
策
学
部
海
外
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
報
告
で
は
、

海
外
協
力
隊
員
ら
と
協
働
で
実
施
し
た

ブ
バ
ネ
シ
ュ
ワ
ー
ル
で
の
活
動
の
他
、

チ
ェ
ン
ナ
イ
・
コ
ル
カ
タ
・
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
で
の
活
動
に
つ
い
て
、
海
外
協
力

隊
員
と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
び
に
つ
い
て
日
記
形
式
で

わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
、
ユ
ー
モ
ア

と
工
夫
に
溢
れ
る
報
告
と
な
っ
た
。

　
1
・
2
部
を
通
じ
て
、
臨
場
感
溢
れ

る
学
生
の
語
り
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
届
け
ら
れ
た
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
派
遣
前
の
表
敬

訪
問
で
、
派
遣
メ

ン
バ
ー
を
激
励
し

て
い
た
だ
い
た
京

田
辺
市
長
の
上
村

崇
氏
か
ら
も
愛
情

を
感
じ
る
温
か
い

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
イ

ン
ド
ラ
グ
ビ
ー
協
会

C
E
O
、
ナ
シ
ー

ル
・
フ
セ
イ
ン
氏
か

ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
コ

メ
ン
ト
や
、
現
地
で

お
世
話
に
な
っ
た

方
々
か
ら
も
胸
を
打

つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

け
ら
れ
た
。

　
学
生
か
ら
琴
線
に

触
れ
た
経
験
が
語
ら

れ
た
こ
と
に
加
え
て
、

そ
の
活
動
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
関
係
者
か
ら
心
温
ま
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
り
な
が
ら
も
一
体
感

の
あ
る
報
告
会
と
な
り
、
ま
た
当
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
可
能
性
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再

認
識
す
る
時
間
と
な
っ
た
。

報
告
会
の
内
容
に
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、

以
下
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
動
画
に
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
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司
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女
子
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
本
誌
１
４
８
号
に
て

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
今
号

で
は
、
２
０
２
０
年
２
月
２
日
（
日
）、

京
田
辺
市
内
の
木
津
川
運
動
公
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
京
都
木
津
川
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
今
年
で
第
37

回
と
な
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
が
昨
年

に
続
き
、
学
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
15
名
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
事
務
局

か
ら
要
請
が
あ
り
、
会
場
ア
ナ
ウ
ン
ス

係
と
し
て
1
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
活
動
は
、
ス
タ
ー
ト
前
の
プ
ラ
カ
ー

ド
持
ち
に
始
ま
り
、
ゴ
ー
ル
ラ
ン
ナ
ー

に
対
し
て
タ
イ
ム
を
記
載
し
た
完
走
記

録
証
の
発
行
、
ゴ
ー
ル
地
点
で
の
ド
リ

ン
ク
提
供
、
休
憩
所
で
の
温
か
い
京
う

ど
ん
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
好
天
の

も
と
、
ラ
ン
ナ
ー
を
さ
わ
や
か
に
迎
え
、

お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。
大
会
事
務

局
の
方
か
ら
「
大
き
な
ス
ポ
ン
サ
ー
の

つ
く
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
は
違
い
、
本
大

会
は
市
民
の
手
作
り
。
若
い
学
生
の
み

な
さ
ん
が
は
つ
ら
つ
と
活
動
し
温
か
み

の
あ
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
」
と
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「『
あ
な
た
た
ち
の
お
か
げ

で
走
れ
ま
し
た
』
と
い
う

言
葉
を
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
い

た
だ
き
、頑
張
れ
ま
し
た
」

「
皆
さ
ん
、
と
て
も
輝
い

て
い
て
優
し
い
。
年
に
1

回
は
さ
み
し
い
。
も
っ
と

や
り
た
い
！
」「
自
分
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
特
技
で
お

役
に
立
て
る
こ
と
が
嬉
し

い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
、
達
成
感
や
充
実
感

を
得
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
京

都
木
津
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
ほ
か
、
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
、
地
域
社

会
と
の
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
学
生
た
ち
が
地
域
社
会
に
あ
る
課

題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
解
決
を
目
的
に

チ
ー
ム
で
知
恵
を
出
し
、
取
り
組
む
よ

う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

女子大学ボランティア活動支援センター

京都木津川マラソン大会
ボランティア

ゴール地点での給水

スタート前のプラカード持ち

会場アナウンス

完走記録証発行
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同
志
社
中
学
校
の
理
科
で
は
実
物
を

中
心
に
置
き
、
体
験
を
通
し
た
学
び
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
中
学
１
年
生
の

１
学
期
は
学
校
生
活
が
始
ま
り
、
色
々

な
緊
張
の
中
で
、
初
め
て
の
定
期
考
査

を
５
月
末
に
迎
え
ま
す
。
昨
年
度
は
、

４
月
か
ら
植
物
学
習
を
行
い
実
際
に
採

取
し
ス
ケ
ッ
チ
・
顕
微
鏡
観
察
や
押
し

葉
標
本
作
成
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
緒
に
担
当
し
て
い
る
吉
岡
綾
子
先

生
が
授
業
中
生
徒
へ
「
植
物
に
生
ま
れ

変
わ
る
な
ら
、
何
が
よ
い
？
」
と
問
い

か
け
を
し
た
と
き
、
想
定
を
超
え
た
回

答
（
ミ
ド
リ
ム
シ
や
コ
ン
ブ
な
ど
）
が

様
々
返
っ
て
き
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
と

聞
き
、
そ
れ
を
考
査
の
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
考
査
前
の
授
業
で
事
前
に
出
題
文
と

例
を
配
布
し
、
カ
フ
カ
『
変
身
』
の
文

頭
の
イ
ン
パ
ク
ト
や
、
植
物
な
ら
で
は

の
視
点
と
は
ど
ん
な
も
の
か
な
ど
を
交

流
し
ま
し
た
。
学
ん
で
き
た
植
物
の

様
々
な
形
態
・
繁
殖
や
生
き
残
り
の
方

法
な
ど
を
含
め
る
こ
と
、
そ
の
植
物
の

生
息
環
境
と
花
・
根
・
茎
・
葉
の
特
徴

を
必
ず
い
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ま
た
物
語
を
よ
り
表
現
す
る
た
め

の
挿
絵
イ
ラ
ス
ト
も
設
定
し
ま
し
た
。

　
考
査
前
か
ら
生
徒
の
「
こ
ん
な
ス
ト

ー
リ
ー
に
し
た
よ
」
や
「
○
○
さ
ん
の

ア
イ
デ
ア
す
ご
い
ん
だ
よ
」
な
ど
の
発

言
が
あ
り
、
テ
ス
ト
返
却
の
際
も
、
テ

ス
ト
の
点
数
の
結
果
だ
け
で
終
わ
ら
ず

色
々
な
ス
ト
ー
リ
ー
・
ア
イ
デ
ア
・
植

物
等
の
回
答
を
紹
介
し
、
ク
ラ
ス
で
交

流
で
き
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
国
語
の

先
生
と
作
品
を
見
な
が

ら
教
員
間
で
生
徒
観
を

話
せ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
生
徒
同
士

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

親
子
の
話
題
に
あ
が
る

よ
う
な
、
自
由
な
ア
イ

デ
ア
や
発
想
を
引
き
出

せ
る
よ
う
な
問
い
か
け
、

正
解
や
不
正
解
の
な
い

問
い
か
け
を
学
習
内
容

に
応
じ
て
つ
く
り
た
い
と

思
え
た
取
組
み
で
し
た
。

　
教
員
が
想
定
し
た
範

囲
を
軽
々
超
え
て
く
る

中
学
生
の
発
想
を
の
び

の
び
と
開
花

さ
せ
る
に
は
、

い
か
に
自
由

な
ア
イ
デ
ア

を
封
印
さ
せ

な
い
か
、
生

徒
の
個
々
の

ら・

・

・
し
さ
を
ど

れ
だ
け
肯
定

で
き
る
か
、

教
員
が
試
さ

れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し

ま
し
た
。

中学校・高等学校教諭　小
こ

島
じ ま

明
め い

子
こ

 

ある朝、目が覚めたら
植物になっていた？！

配布した問題文　予告問題　『変身』をパクろう！
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2
0
2
0
年
5
月
6
日
（
水
・
休
）

に
第
1
回
、
6
月
7
日
（
日
）
に
第
2

回
の
「
春
の
オ
ン
ラ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
」
を
開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
た
め
、
例

年
と
は
異
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実

施
と
な
っ
た
。
第
1
回
は
5
0
0
組
、

第
2
回
は
7
0
0
組
を
超
え
る
参
加
者

が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　
第
1
回
で
は
、
午
前
10
時
よ
り
ラ
イ

ブ
配
信
で
開
会
礼
拝
、
学
校
概
要
紹
介
、

昨
年
度
の
入
試
結
果
の
報
告
を
行
い
、

11
時
頃
か
ら
は
各
教
科
の
紹
介
動
画
、

3
6
0°
ビ
ュ
ー
に
よ
る
施
設
見
学
、

高
校
入
試
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
を
自
由
に

視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
後
、

事
前
申
し
込
み
の
あ
っ
た
受
験
生
・
保

護
者
30
名
と
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
用
し
て

の
個
別
相
談
を
実
施
し
た
。
第
2
回
は
、

第
1
回
の
内
容
に
新
た
に
ク
ラ
ブ
紹
介

動
画
を
加
え
て
閲
覧
で
き
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
増
や
し
、
ま
た
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使

用
し
て
校
長
と
1
グ
ル
ー
プ
6
名
の
保

護
者
と
の
教
育
座
談
会
も
行
っ
た
。

　
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
、
試

行
錯
誤
の
う
え
で
の
実
施
で
あ
っ
た
が
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
通
し
て
対
面
し
て
質
問
を

受
け
付
け
ら
れ
た
こ
と
や
、
複
数
の
教

科
や
ク
ラ
ブ
の
紹
介
動
画
を
閲
覧
で
き

た
こ
と
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は

の
良
さ
も
あ
っ
た
。
例
年
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
体
験
で
き
る
授
業
・

ク
ラ
ブ
の
数
や
見
学
で
き
る
時
間
が
限

ら
れ
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
授
業
・
ク

ラ
ブ
に
触
れ
た
り
、
隅
々
ま
で
じ
っ
く

り
と
施
設
を
見
学
し
た
り
で
き
た
の
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
言
え
る
。

　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
内

容
に
対
す
る
感
想
の
ほ
か
、
特
に
第
1

回
は
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
中
で
あ
っ

た
た
め
、「
学
校
も
習
い
事
も
す
べ
て

が
休
み
で
単
調
な
日
々
の
中
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
唯
一
の
楽
し
み
と
な

っ
た
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
の
開
催
に
は
苦
慮
す
る

と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
が
、
本
校
の
魅
力

や
教
員
の
熱
意
を
伝
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
。
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
く

こ
と
は
必
須
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

在
校
生
と
も
受
験
生
と
も
繋
が
る
こ
と

の
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
広
く
活
用

し
て
い
き
た
い
。

オンライン
オープンキャンパス開催

香里中学校・高等学校教諭　中
な か

條
じょう

あさ子
こ

・古
ふ る

川
か わ

佳
か

世
よ

■特設サイト（礼拝）
オンラインオープンキャンパス当日に
YouTubeにて礼拝・校長奨励のライブ配信

■特設サイト（教科紹介動画）
第１回、２回ともに各教科
の紹介動画を配信。
先生方の個性が出て大好評

■Zoomによる個別相談①②
事前申込制で、当日
Zoomを用いて入試担
当者と受験生徒・保護
者で20分程度のオン
ライン個別相談を実施

■特設サイト（クラブ紹介動画）
一部のクラブの生徒が紹介
動画を作成。自由な校風や
生徒主体で活動している雰
囲気が出て大好評

■特設サイト（キャンパスツアー）
360°ビューカメラで撮影した施設の
なかに校長がパネルをもって隠れて
おり、ゲーム感覚で施設見学ができる。
小学生に大好評のイベントの一つ
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2
月
15
日
（
土
）
～
16
日
（
日
）、

山
形
県
鶴
岡
市
小
真
木
原
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
、
第
29
回
全
日
本
室
内

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、

同
志
社
女
子
中
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
道
浦
奈
緒
子
さ
ん
（
当
時
中
学

3
年
生
）
が
、
小
中
学
生
の
部
で
優
勝

と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
は
、
過
去
1
年
間
の
公
認

記
録
か
ら
選
ば
れ
た
上
位
12
名
（
小
中

学
生
の
部
）
し
か
出
場
で
き
ず
、
出
場

す
る
だ
け
で
も
困
難
で
す
。
道
浦
さ
ん

は
大
会
出
場
が
決
ま
る
前
か
ら
こ
つ
こ

つ
と
フ
ォ
ー
ム
の
改
善
に
取
り
組
み
続

け
、
大
会
直
前
に
は
注
意
す
る
ポ
イ
ン

ト
を
絞
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
に
気

持
ち
が
向
か
な
い
よ
う
に
練
習
し
て
き

ま
し
た
。

　
予
選
で
は
な
か
な
か
調
子
が
上
が
ら

ず
、
予
選
通
過
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
で

あ
る
4
位
の
あ
た
り
を
行
っ
た
り
来
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
1
点
差
、
2
点
差

の
中
を
何
人
も
が
ひ
し
め
く
接
戦
の
中
、

最
後
の
3
射
で
高
得
点
を
出
し
、
な
ん

と
か
4
位
で
予
選
を
通
過
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
次
の
日
の
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
は
、
前
日
の
苦
戦
が
嘘
の
よ

う
に
高
得
点
を
連
発
し
、
見
事
優
勝
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
過
去
に
本
中
学
校
か
ら
こ

の
大
会
に
出
場
し
、
優
勝
・
入
賞
し
て

き
た
高
校
・
大
学
の
先
輩
も
一
般
の
部

で
出
場
し
て
お
り
、
試
合
中
も
声
を
か

け
て
く
れ
た
り
、
決
勝
で
は
同
志
社
大

学
の
部
員
と
と
も
に
応
援
し
て
く
れ
た

り
と
、
初
出
場
の
道
浦
さ
ん
に
と
っ
て

心
強
い
味
方
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

自
身
の
試
合
中
で
も
後
輩
の
こ
と
を
気

に
か
け
て
く
れ
た
先
輩
の
心
遣
い
に
感

謝
し
、
そ
の
背
中
を
追
い
な
が
ら
、
い

ず
れ
は
そ
の
先
輩
た
ち
を
追
い
越
し
、

世
界
に
通
用
す
る
選
手
に
な
る
の
が
道

浦
さ
ん
の
目
標
で
す
。

全日本室内アーチェリー
選手権大会で優勝！

女子中学・高等学校教諭　山
や ま

田
だ

慎
し ん

吾
ご

大会に出場していた先輩と

決勝戦での道浦さん 表彰式での写真
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2
0
2
0
年
4
月
、
同
志
社
幼
稚
園

は
新
園
舎
で
新
学
期
を
迎
え
ま
し
た
。

4
月
に
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
伴
い

幼
稚
園
も
休
園
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
6

月
か
ら
よ
う
や
く
再
開
、
2
か
月
遅
れ

の
新
学
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
年
少
児
は
、
教
師
や
友
達
の
話
を
聞

い
た
り
、
自
分
で
経
験
し
た
こ
と
や
考

え
た
こ
と
な
ど
を
言
葉
で
伝
え
合
う
こ

と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
豊
か
な
言
葉

や
表
現
を
身
に
つ
け
、
友
達
と
心
を
通

わ
せ
て
い
き
ま
す
。
年
中
児
は
、
自
分

た
ち
を
取
り
囲
む
様
々
な
人
や
環
境
か

ら
刺
激
を
受
け
、
心
を
動
か
す
経
験
を

重
ね
て
い
ま
す
。
様
々
な
素
材
で
描
い

た
り
、
作
っ
た
り
す
る
な
ど
表
現
を
楽

し
む
こ
と
で
、
豊
か
な
感
性
が
養
わ
れ

て
い
き
ま
す
。
年
長
児
は
、
遊
び
の
中

で
の
び
の
び
と
活
動
し
、
体
を
動
か
す

楽
し
さ
と
充
実
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
機
会
を
た
く
さ
ん
も
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
互
い
に
関
わ
り
を
深
め
協
同
し

て
遊
ぶ
中
で
、
自
己
を
発
揮
し
つ
つ
友

達
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
自
分

の
気
持
ち
を
調
整
し
た
り
、
人
へ
の
信

頼
や
思
い
や
り
の
心
が
育
つ
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
想
定
外
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

諸
行
事
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
、
今
年

度
は
各
学
年
が
1
学
期
の
締
め
く
く
り

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
積
み
重
ね
て
き

た
も
の
を
園
児
同
士
で
各
学
年
別
に
分

か
ち
合
う
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
今
ま

で
に
な
い
コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る
た
め
の

教
育
内
容
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
守
り
な
が

ら
の
保
育
は
様
々
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
、

子
ど
も
同
士
が
ふ
れ
合
い
な
が
ら
遊
び

を
展
開
し
て
い

く
こ
と
や
、
関

わ
り
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中

で
子
ど
も
の
発

達
を
保
障
す
る

た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
と
は
違

う
保
育
を
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
だ
か
ら
こ
そ
、
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ
と
心
を
弾
ま
せ
る
よ
う

な
新
し
い
保
育
の
経
験
を
し
、
友
達
と

共
に
遊
び
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
豊
か
な
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
た
、

広
々
と
し
た
園
舎
の
中
で
、
自
分
だ
け

で
な
く
相
手
の
こ
と
も
大
切
に
す
る
優

し
い
心
や
、
自
分
で
考
え
行
動
に
移
す

主
体
性
と
環
境
に
働
き
か
け
新
し
い
遊

び
を
生
み
出
し
発
展
さ
せ
て
い
く
「
生

き
る
力
」
を
育
む
保
育
を
実
現
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同志社幼稚園新園舎開園�
～新たな環境での育ちと学びを模索して～

幼稚園教諭　竹
た け

中
な か

琴
こ と

恵
え

御所に出かけ、広い場所で自然の空気を
いっぱいに吸いました。

ソーシャルディスタンスを保った
保育の一場面です。



新
刊
紹
介

東信堂
3,500円（税抜）

２
０
４
０
年 

大
学
教
育
の
展
望 

―
21
世
紀
型
学
習
成
果
を
ベ
ー
ス
に
―

山や
ま

田だ

礼れ
い

子こ
（
大
学
社
会
学
部
教
授
）著

　
知
識
基
盤
社
会
の
到
来
を
背
景
に
、

高
等
教
育
や
人
材
育
成
制
度
の
変
革

を
目
指
し
て
、
世
界
の
多
く
の
国
々

に
お
い
て
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
再
構

築
す
る
政
策
が
共
通
し
て
推
進
さ
れ

て
い
る
。
日
本
で
も
新
し
い
社
会
を

示
す
用
語
と
し
て「
ソ
サ
エ
テ
ィ

5.
0
」が
浸
透
し
て
い
る
。
今
後
の

大
学
教
育
は
、
新
し
い
ソ
サ
エ
テ
ィ

5.
0
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
文
理

融
合
を
も
含
め
、
か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

教
授
法
、
そ
し
て
新
た
な
社
会
人
へ

の
教
育
を
見
据
え
、
再
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
書
は
、

21
世
紀
型
学
修
成
果
を
視
野
に
置
き
、

そ
う
し
た
学
修
成
果
を
習
得
さ
せ
る

統
治
の
不
安
と 

日
本
政
治
の
リ
ア
リ
テ
ィ 

―
政
権
交
代
前
後
の
底
流
と
国
際
比
較
文
脈
―

池い
け

田だ

謙け
ん

一い
ち（

大
学
社
会
学
部
教
授
）著

　
本
書
で
は
、
平
成
後
半
の
民
主
党

へ
の
政
権
交
代
と
自
民
党
の
政
権
復

帰
の
時
期
に
一
つ
の
焦
点
を
絞
り
つ

つ
、
1
9
8
0
年
代
以
後
の
日
本
政

治
に
対
す
る
市
民
の
意
識
、
2
0
0
0

年
代
以
後
の
ア
ジ
ア
と
世
界
の
政
治

意
識
の
デ
ー
タ
分
析
を
タ
テ
ヨ
コ
に

織
っ
て
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
広
角

な
観
点
か
ら
現
在
の
日
本
人
が
置
か

れ
た
政
治
心
理
的
な
現
実
感
覚
、
つ

ま
り
リ
ア
リ
テ
ィ
認
識
を
検
討
し
た
。

　
二
度
の
政
権
交
代
を
経
る
中
で
、

日
本
人
の
投
票
行
動
は
投
票
し
て
も

良
い
と
考
え
る
複
数
政
党
の
選
択
の

幅
が
狭
ま
り
、
政
治
選
択
が
乏
し
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
同
志
社
に
も

木鐸社
4,000円（税抜）

ISBN  978-4-8332-2531-1

た
め
の
大
学
教
育
の
方
向
性
を
提
示

す
る
。
2
0
1
8
年
に
公
表
さ
れ
た

中
央
教
育
審
議
会
の
答
申

『
2
0
4
0
年
に
向
け
た
高
等
教
育

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』で
は
、

2
0
4
0
年
の
展
望
と
高
等
教
育
が

目
指
す
べ
き
姿
と
し
て「
学
修
者
本

位
の
教
育
へ
の
転
換
」が
重
要
な
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

学
修
者
本
位
の
教
育
の
意
味
は
、
重

層
的
、
複
雑
そ
し
て
抽
象
的
で
も
あ

り
、
定
義
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。
し
か
し
、
本
書
で
も
示
し
て
い

る
よ
う
に
、
21
世
紀
社
会
や
A
I

時
代
が
必
要
と
す
る
能
力
や
ス
キ
ル

の
概
念
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
な
学

修
成
果
を
大
学
教
育
は
学
修
者
に
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
一
つ
の

要
素
で
あ
る
と
思
う
。
本
書
は
、「
生

涯
学
習
と
大
学
教
育
」「
大
学
教
育
の

新
た
な
方
向
性
」「
学
修
成
果
の
把
握

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
新
段
階
の
初
年

次
教
育
」「
I
R
の
役
割
と
そ
の
意

味
」と
い
う
5
部
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。
5
部
全
体
を
通
じ
て
、
21
世

紀
社
会
で
の
学
修
成
果
の
方
向
性
と

大
学
教
育
の
在
り
方
を
、
社
会
人
、

大
学
生
、
そ
し
て
各
国
の
教
育
政
策

動
向
の
比
較
か
ら
把
握
で
き
る
こ
と

を
企
図
し
て
い
る
。

�

著
者
よ
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在
籍
さ
れ
て
い
た
三
宅
一
郎
学
士
院

会
員
の「
政
党
支
持
の
幅
」と
い
う
研

究
の
拡
張
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
。

　
ま
た「
日
本
は
特
殊
」と
考
え
る
日

本
人
や
メ
デ
ィ
ア
は
数
多
い
が
、
実

証
は
少
な
い
。
本
書
で
は
そ
の
特
異

さ
を
政
治
を
対
象
に
、
ア
ジ
ア
ン
バ

ロ
メ
ー
タ
調
査
と
世
界
価
値
観
調
査

と
い
う
大
規
模
な
国
際
比
較
調
査
の

中
で
統
計
的
に
検
討
し
た
。
日
本
は

ア
ジ
ア
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
ア
ジ

ア
の
人
々
が
持
つ
共
通
の
価
値
か
ら

は
西
欧
的
な
方
向
に
ず
れ
て
お
り
、

民
主
主
義
的
価
値
を
十
全
に
受
け
容

れ
て
い
る
点
で
特
殊
さ
は
な
い
一
方
、

「
統
治
の
不
安
」と
い
う
特
異
な
心
理

を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

政
治
の
業
績
の
低
評
価
に
よ
っ
て
生

じ
る
政
治
不
信
は
西
欧
先
進
社
会
と

共
通
し
て
日
本
も
高
い
が
、
政
治
や

政
治
家
が
将
来
ま
と
も
に
社
会
を
運

営
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
リ

ス
ク
の
認
識
は
日
本
が
世
界
で
飛
び

抜
け
て
高
い
。
こ
れ
が
統
治
の
不
安

で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
災
禍
の
中
で

も
ま
さ
に
そ
の
現
象
が
生
じ
て
お
り
、

そ
れ
が
日
本
人
の
コ
ロ
ナ
災
禍
へ
の

不
安
を
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
い
る
。
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平凡社
1,000円（税抜）

源
氏
物
語
と
い
け
ば
な 

源
氏
流
い
け
ば
な
の
軌
跡

岩い
わ

坪つ
ぼ

健た
け
し（

大
学
文
学
部
教
授
）著

　
源
氏
流
華
道
と
は
、
十
八
世
紀
後

半
に
江
戸
で
千
葉
龍
卜
が
始
め
た
一

派
で
あ
り
、
初
め
て
活
け
花
に
源
氏

物
語
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
世
間

の
注
目
を
浴
び
た
。
そ
の
た
め
一
時

は
一
世
を
風
靡
し
た
が
、
二
代
目
で

断
絶
し
て
、
十
九
世
紀
に
な
る
と
廃

絶
し
た
、
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
子
孫
は
故

郷（
兵
庫
県
赤
穂
市
）に
帰
り
、
家
業

を
伝
承
し
て
伝
書
も
秘
蔵
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
本
書
に
は
千
葉
家
の
御

許
可
を
得
て
、
本
邦
初
公
開
の
資
料

を
多
く
掲
載
し
た
。

　
千
葉
龍
卜
自
筆
の
写
本
は
千
葉
家

以
外
に
は
残
っ
て
い
な
い
、
と
思
わ

小鳥遊書房
3,800円（税抜）

抵
抗
者
の
物
語

―
初
期
ア
メ
リ
カ
の
国
家
形
成
と
犯
罪
者
的
無
意
識

白し
ら

川か
わ

恵け
い

子こ
（
大
学
文
学
部
教
授
）著

　
本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
国
家
生
成
・

独
立
建
国
に
際
し
て
の
矛
盾
と
、
矛

盾
ゆ
え
に
強
調
さ
れ
る
独
立
宣
言
や

憲
法
の「
理
想
的
」言
説
が
、
以
降
、

い
か
に
叛
逆
者
精
神
の
提
示
を
伴
う

物
語
群
や
関
連
す
る
事
象
の
挑
戦
を

う
け
て
い
っ
た
の
か
を
、「
体
制
へ
の

反
抗
精
神
の
発
露
を
示
す
物
語
」、

「
叛
逆
的
暴
力
と
愛
国
的
雄
姿
と
の

脱
構
築
」と
い
っ
た
テ
ー
マ
の
も
と
、

多
様
な
テ
ク
ス
ト
の
具
体
例
か
ら
探

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ア
メ
リ
カ
文

学
・
文
化
に
つ
い
て
の
研
究
書
で
あ

る
。
　

　
本
書
は
、
単
に
特
定
の
文
学
理
論

に
基
づ
く
精
緻
な
テ
ク
ス
ト
読
み
の

提
示
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
前
述

れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
奈
良
県
大
和

郡
山
市
に
あ
る
柳
沢
文
庫
に
あ
る
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
本

学
の
卒
業
生
で
当
文
庫
の
評
議
員
を

さ
れ
て
い
る
小
倉
嘉
夫
氏
で
あ
る
。

　
千
葉
龍
ト
の
死
後
も
、
源
氏
物
語

を
活
け
花
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
流

行
し
、
龍
野（
兵
庫
県
た
つ
の
市
）で

は
円
尾
遊
龍
が
名
を
挙
げ
た
。
千
葉

龍
卜
が
江
戸
で
活
躍
し
た
の
に
対
し

て
、
円
尾
家
は
京
都
の
公
家
の
間
で

持
て
は
や
さ
れ
、
下
々
の
者
に
伝
授

す
る
の
を
止
め
る
、
と
い
う
意
味
で

「
お
止
め
流
」と
も
呼
ば
れ
た
。
円
尾

家
を
庇
護
し
た
の
は
鎌
倉
時
代
か
ら

続
く
徳
大
寺
家
で
あ
り
、
そ
の
屋
敷

は
本
学
図
書
館
の
所
に
あ
っ
た
。

　
円
尾
遊
龍
の
高
弟
で
あ
る
大
嶋
宗

丹
の
子
孫
は
、
今
も
宗
丹
が
居
を
構

え
た
所
に
お
住
ま
い
で
、
資
料
も
数

多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の

一
つ『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』は
、
源

氏
物
語
の
内
容
に
合
わ
せ
た
活
け
方

を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
を
院
生
と

輪
読
し
て
活
字
に
し
て
現
代
語
訳
と

注
釈
も
付
け
、
本
学
の
雑
誌「
人
文

学
」に
連
載
中
で
あ
る
。

�

著
者
よ
り

の
テ
ー
マ
の
具
体
例
を
各
章
に
求
め
、

そ
の
際
に
、
恐
ら
く
は
従
来
、
分
析

対
象
と
な
り
に
く
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
文
学
テ
ク
ス
ト
群
を
複
合
的
に

重
ね
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
史
、
ア
メ
リ

カ
文
学
史
の
目
立
た
ぬ
側
面
に
光
を

注
ぐ
。

　
初
期
ア
メ
リ
カ
の
国
家
形
成
過
程
、

例
え
ば
、
セ
ー
ラ
ム
の
魔
女
狩
り
の

折
に
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
展
開

さ
れ
て
い
た
先
住
民
と
の
数
多
の
抗

争
、
ワ
シ
ン
ト
ン
神
話
が
紡
ぐ
フ
レ

ン
チ
・
ア
ン
ド
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦

争
か
ら
独
立
戦
争
ま
で
の
植
民
地
戦

争
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ピ
ー
ス
・
メ

ダ
ル
に
よ
る
欧
列
強
諸
国
な
ら
び
に

先
住
民
部
族
と
の「
外
交
」政
策
、
ア

ン
テ
ベ
ラ
ム
の
都
市
問
題
に
対
す
る

批
判
と
南
部
奴
隷
制
を
巡
る
南
北
の

対
立
お
よ
び
そ
の
解
決
方
法
と
し
て

の
西
方
へ
の
領
土
拡
大
、
ダ
ブ
ル
・

パ
ッ
シ
ン
グ
し
た
元
奴
隷
と
白
人
女

性
に
よ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
事
例
か
ら
見
る
モ
ル
モ
ン

教
の
生
成
と
人
種
と
の
相
関
と
い
っ

た
ア
メ
リ
カ
の
基
盤
形
成
の
歴
史
が
、

文
学
史
上
黙
殺
さ
れ
て
き
た
大
衆
文

学
作
品
と
と
も
に
提
示
さ
れ
る
。

�

著
者
よ
り
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国
境
を
越
え
る 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
女
性
た
ち 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
見
た
国
際
労
働
移
動
の
諸
相

松ま
つ

久ひ
さ

玲れ
い

子こ
（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・　
　
　
　
　

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
名
誉
教
授
）

編
著

　
世
界
中
、
そ
し
て
日
本
に
お
い
て

も
、
す
で
に
外
国
人
労
働
者
の
貢
献

な
し
に
社
会
が
回
ら
な
く
な
っ
て
い

る
。
本
書
は
、
か
つ
て
は
日
本
人
移

民
の
受
け
入
れ
地
域
で
あ
り
、
現
在

は
世
界
的
に
も
多
く
の
移
民
労
働
者

の
送
り
だ
し
地
域
で
あ
る
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
の
国
際
移
民
を
テ
ー
マ
と
し

て
い
る
。
研
究
対
象
と
す
る
の
は
、

中
南
米
諸
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

な
ど
の
先
進
国
へ
の
域
外
移
動
と
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
間
の
域
内
移
動

で
、
そ
こ
で
の
国
際
分
業
体
制
を
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。

表
紙
に
描
か
れ
た
オ
オ
カ
バ
マ
ダ
ラ

蝶
は
、
海
を
渡
り
国
境
を
越
え
て
働

晃洋書房
2,500円（税抜）

判型 A5　頁数 264頁
ISBN  978-4-7710-3248-4

小鳥遊書房
3,400円（税抜）

日
系
カ
ナ
ダ
人
の 

移
動
と
運
動 

知
ら
れ
ざ
る
日
本
人
の
越
境
生
活
史

和い
ず
み泉
真ま

澄す
み（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル　

地
域
文
化
学
部
教
授
）著

　
本
書
は
19
世
紀
末
か
ら
現
在
ま
で

の
日
本
か
ら
カ
ナ
ダ
へ
の
移
民
の
歴

史
を
記
述
し
た
、
日
本
語
で
も
英
語

で
も
初
め
て
の
通
史
で
あ
る
。
筆
者

は
本
書
出
版
ま
で
は
、
第
二
次
大
戦

中
の
強
制
立
ち
退
き
で
破
壊
さ
れ
た

日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興
過
程
、

強
制
収
容
の
法
的
根
拠
と
な
っ
た
戦

時
措
置
法
の
撤
廃
と
改
正
法
の
成
立
、

１
９
０
７
年
バ
ン
ク
ー
バ
ー
暴
動
の

越
境
史
的
再
解
釈
な
ど
、
独
自
の
調

査
に
基
づ
く
個
別
テ
ー
マ
の
論
考
を

出
し
て
き
た
が
、
２
０
１
４
年
に
戦

前
の
二
世
野
球
チ
ー
ム
を
モ
デ
ル
と

し
た
映
画『
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
朝
日
』

が
公
開
さ
れ
た
際
に
、
い
く
つ
か
の

メ
デ
ィ
ア
か
ら
一
冊
で
わ
か
る
日
系

く
女
性
た
ち
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
本
書
で
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地

域
の
国
際
労
働
移
動
を
俯
瞰
的
に
と

ら
え
、
メ
キ
シ
コ
、
中
米
か
ら
ア 

メ
リ
カ
合
衆
国
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
キ

ュ
ー
バ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
移
民
の
窓
口
と
な
っ
て

い
る
ス
ペ
イ
ン
、
そ
し
て
中
米
か
ら

メ
キ
シ
コ
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
か
ら
コ
ス

タ
リ
カ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
チ
リ
、

南
米
周
辺
国
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ

の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
中
で
も
っ
と
も
脆
弱
な
環

境
に
置
か
れ
た
女
性
移
民
が
労
働
市

場
に
組
み
込
ま
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
女

性
た
ち
が
直
面
す
る
様
々
な
問
題
を

現
地
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
、
移
民
労
働
者
に
も
大
き

な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。
移
民

受
け
入
れ
国
で
移
民
が
直
面
す
る
社

会
的
格
差
に
よ
る
偏
見
や
経
済
的
打

撃
が
、
脆
弱
な
立
場
に
さ
ら
に
追
い

打
ち
を
か
け
て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介

し
た
具
体
的
な
事
例
が
、
移
民
労
働

者
へ
の
権
利
保
障
に
つ
な
が
る
一
助

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

�

著
者
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カ
ナ
ダ
人
史
に
つ
い
て
聞
か
れ
、
執

筆
を
決
意
し
た
。
多
様
な
学
問
分
野

や
方
法
論
で
書
か
れ
た
研
究
を
一
つ

の
歴
史
的
叙
述
に
ま
と
め
る
た
め
に
、

「
移
動
」と「
運
動
」の
意
味
を
掛
け
持

つ「M
ovem

ent

」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
。
戦
前
期
の
章
は
大
部
分
が
先

行
研
究
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
セ
ト

ラ
ー
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
や
越
境
的
転

回
な
ど
の
概
念
を
用
い
、
カ
ナ
ダ
西

部
社
会
の
建
設
過
程
の
中
に
日
本
か

ら
の
移
民
の
流
入
を
位
置
付
け
た
。

戦
中
か
ら
現
在
ま
で
の
日
系
人
の
活

動
／
運
動
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん

ど
筆
者
自
身
の
調
査
に
基
づ
い
て
い

る
。
日
系
人
の
活
動
を
、
単
な
る
時

代
の
変
化
と
し
て
で
な
く
、
カ
ナ
ダ

の
多
文
化
主
義
社
会
へ
の
変
貌
を
後

押
し
し
、
多
文
化
主
義
の
真
の
意
味

を
世
に
問
う
た
運
動
と
し
て
分
析
し
、

そ
の
能
動
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
日

系
人
の
顔
が
見
え
る
よ
う
に
、
各
章

の
冒
頭
は
個
人
に
関
す
る
記
述
か
ら

始
め
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
史
は
日
本
で

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
読

者
が
多
様
性
を
認
め
る
社
会
が
構
築

さ
れ
て
い
っ
た
過
程
に
つ
い
て
考
え

る
一
助
と
な
れ
ば
嬉
し
く
思
う
。
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大学教育出版
2,000円（税抜）

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に 

震
撼
す
る
民
主
主
義 

―
日
米
韓
の
国
際
比
較
研
究
―

松ま
つ

本も
と

明あ

日す

香か
（
大
学　
　
　
　

政
策
学
部
助
教
）訳
、

他
著

　
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
時
代
に
生

き
る
我
々
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
空
間
と
ど
の
よ
う
に
付
き
合
え
ば

よ
い
の
か
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の

渦
中
で
、
ど
う
し
た
ら
民
主
主
義
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

ネ
ッ
ト
選
挙
が
徐
々
に
進
む
日
本
の

民
主
主
義
を
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

の
拡
散
は
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
。

本
書
で
は
、
比
較
政
治
学
の
観
点
か

ら
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
構
造
的

な
要
因
に
つ
い
て
、
分
極
化
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
と
政
治

環
境
の
特
徴
か
ら
検
討
し
て
い
る
。

　
多
く
の
耳
目
を
集
め
た
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
で
は
2
0
1
6
年
の
大
統

上智大学出版
2,750円（税抜）

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
連
帯
経
済 

コ
モ
ン
・
グ
ッ
ド
の
再
生
を
め
ざ
し
て

宇う

佐さ

見み

耕こ
う

一い
ち（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル　

地
域
文
化
学
部
教
授
）他
著

　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
、
世
界
的
に

見
て
も
所
得
格
差
が
大
き
く
、
広
範

な
非
正
規
雇
用
や
貧
困
層
、
ま
た
先

住
民
が
社
会
に
存
在
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
社
会
の
特

色
は
、
従
前
か
ら
あ
っ
た
が
、
1
9
9
0

年
代
に
全
域
内
に
導
入
さ
れ
た
新
自

由
主
義
に
基
づ
く
諸
政
策
に
よ
り
、

市
場
で
の
競
争
が
よ
り
強
ま
り
、
そ

こ
で
の
敗
者
、
底
辺
で
の
参
入
者
、

ま
た
そ
も
そ
も
そ
の
競
争
へ
参
入
で

き
な
い
人
々
等
の
社
会
的
排
除
の
問

題
が
社
会
的
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
公
論

化
す
る
に
至
っ
て
い
た
。

　
連
帯
経
済
論
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
中

心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
議
論
が
活
発
化
し
、

そ
れ
が
交
流
し
つ
つ
発
展
し
て
い
っ

た
。
代
表
的
論
者
と
し
て
は
フ
ラ
ン

ス
の
ラ
ヴ
ィ
ル（J.  L.  Laville

）や
ア

領
選
挙
で
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生
を
彩
っ
た
が
、

そ
の
反
省
か
ら
2
0
1
8
年
の
連
邦

議
会
選
挙
で
あ
る
中
間
選
挙
で
は

様
々
な
施
策
が
打
た
れ
た
。
本
書
の

中
で
は
、
こ
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
の
状

況
と
、
韓
国
の
2
0
1
7
年
大
統
領

選
挙
、
日
本
の
2
0
1
7
年
衆
議
院

総
選
挙
と
2
0
1
9
年
参
議
院
議
員

選
挙
を
比
較
分
析
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

の
渦
か
ら
完
全
に
逃
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
中
で
、
我
々
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う

か
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
対
策
と
し

て
は
、
政
府
に
よ
る
規
制
の
導
入
や

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
よ
る

自
主
規
制
の
実
施
、
メ
デ
ィ
ア
や
非

営
利
団
体
に
よ
る
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ

ク
、
そ
し
て
若
者
の
メ
デ
ィ
ア
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
の
充
実
な
ど
様
々
な
手

段
を
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、

研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
メ
デ
ィ
ア
関

係
者
、
政
治
家
、
官
僚
、
そ
し
て
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
主
要
な
情
報

源
と
し
て
い
る
若
者
を
含
む
幅
広
い

層
に
是
非
手
に
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。

�
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ル
ゼ
ン
チ
ン
出
身
で
エ
ク
ア
ド
ル
で

活
躍
し
て
い
る
コ
ラ
ッ
ジ
オ（J. L.  

C
oraggio

）な
ど
が
い
る
。
コ
ラ
ッ

ジ
オ
の
考
え
で
は
、
現
代
経
済
は
公

的
経
済
、
資
本
制
的
企
業
経
済
お
よ

び
民
衆
経
済
か
ら
構
成
さ
れ
え
る
混

合
経
済
で
あ
る
と
す
る
。
民
衆
経
済

と
は
、
労
働
者
・
そ
の
家
族
・
基
礎

的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
活
を
再
生
産

す
る
き
わ
め
て
多
様
性
に
満
ち
た
部

門
で
あ
る
。
他
方
、
社
会
的
連
帯
経

済
と
は
、
民
衆
経
済
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
他
の
二
部
門
と
も
交
差
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
的

連
帯
経
済
は
、
個
別
の
市
場
か
ら
排

除
さ
れ
た
人
々
に
よ
る
労
働
を
経
済

に
再
統
合
し
よ
う
と
す
る
ミ
ク
ロ
レ

ベ
ル
、
経
済
シ
ス
テ
ム
の
中
で
社
会

的
連
帯
経
済
を
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
し

よ
う
と
す
る
メ
ゾ
レ
ベ
ル
、
そ
し
て

現
在
の
経
済
シ
ス
テ
ム
へ
の
代
替
案

を
模
索
し
よ
う
と
す
る
マ
ク
ロ
レ
ベ

ル
に
区
分
し
て
い
る
。

　
本
書
の
目
的
は
、
そ
う
し
た
連
帯

経
済
の
理
論
的
考
察
の
み
な
ら
ず
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
地
域
に

基
盤
を
持
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体

性
を
持
つ
、
助
け
合
い
の
理
念
に
基

づ
く
オ
ー
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
経
済
の
あ

り
方
の
具
体
的
事
例
を
検
討
す
る
こ

と
で
も
あ
る
。
事
例
と
し
て
は
、
メ

キ
シ
コ
の
フ
ェ
ア
ー
・
ト
レ
ー
ド
を

は
じ
め
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ペ
ル
ー
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
お
よ
び
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
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彩流社
3,200円（税抜）

空
と
ア
メ
リ
カ
文
学

藤ふ
じ

井い

光ひ
か
る（

大
学
文
学
部
教
授
）他
著

　「
ア
メ
リ
カ
」と
い
う
言
葉
と
強
く

結
び
つ
い
て
い
る
風
景
の
ひ
と
つ
に
、

蒼
空
を
背
景
に
見
渡
す
限
り
広
が
る

大
地
が
あ
る
。
そ
の
中
央
を
地
平
線

ま
で
ず
っ
と
続
く
一
本
道
、
と
い
う

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
合

衆
国
で
は
い
ま
だ
に
愛
さ
れ
、
繰
り

返
し
登
場
し
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

現
代
史
は
、
二
十
世
紀
に
空
の
覇
権

を
握
っ
た
こ
と
を
抜
き
に
し
て
は
語

れ
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
に

進
展
し
た
航
空
機
に
よ
る
人
と
物
の

大
量
移
動
が
、
二
十
世
紀
後
半
の
ア

メ
リ
カ
の
繁
栄
を
後
押
し
す
る
原
動

力
と
な
っ
た
の
だ
。

　
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

東
ア
ジ
ア
海
域
か
ら

眺
望
す
る
世
界
史 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
海
域

向む
か
い

正ま
さ

樹き
（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル　
　

地
域
文
化
学
部
准
教
授
）他
著

　
海
外
の「
マ
リ
タ
イ
ム
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
」は
海
に
焦
点
を
あ
て
た
歴
史

と
い
う
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
の
に
対

し
、
日
本
の
海
域
史
研
究
は
既
存
の

空
間
的
枠
組
み
へ
の
批
判
と
新
た
な

歴
史
像
の
提
示
を
志
向
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
相
関
性
を
も

つ
分
野
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
一

方
で
海
域
史
は
新
た
な
閉
鎖
性
を
生

む
危
険
性
も
も
つ
。
本
書
は
、「
フ
ロ

ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
視
点
か
ら

海
域
史
研
究
の
新
た
な
可
能
性
を
探

る
。

　「
海
域
○
○
史
」や「
○
○
海
域
史
」

と
い
っ
た
場
合
、
○
○
に
は
通
常
、

地
理
名
称
が
入
る
。
そ
こ
に
空
間
範

明石書店
3,800円（税抜）

刊行年月　2019年10月

る
情
報
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
っ
た

二
十
一
世
紀
か
ら
振
り
返
っ
た
と
き
、

ア
メ
リ
カ
文
化
は「
空
」と
い
う
場
を

ど
う
と
ら
え
、
物
語
に
し
て
き
た
の

か
。
そ
れ
が
、
本
書『
空
と
ア
メ
リ

カ
文
学
』の
大
き
な
問
題
設
定
で
あ

る
。
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
や
マ

ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
と
い
っ
た
、
日

本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
作
家
た
ち
と

「
空
」と
の
か
か
わ
り
な
ど
、
知
的
刺

激
に
満
ち
た
論
考
が
顔
を
揃
え
て
い

る
。

　
二
十
一
世
紀
の
作
家
た
ち
に
焦
点

を
当
て
る
拙
論
に
お
い
て
は
、
一
本

道
の
先
に
あ
る
未
来
を
目
指
す
と
い

う
ア
メ
リ
カ
の
原
風
景
が
、
国
境
を

越
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
情
報
や

物
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
相

対
化
さ
れ
た
時
代
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
今
世
紀
の
作
家
た
ち
は
そ
の
変

化
を
敏
感
に
察
し
、
国
際
空
港
を
拠

点
と
す
る
経
済
活
動
や
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
監
視
技
術
と
い
っ
た
現
代
特
有

の「
空
」の
問
題
を
物
語
に
取
り
込
み

つ
つ
、
人
が
そ
の
時
代
を
生
き
る
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を
問
う
て
い

る
の
で
あ
る
。
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囲
を
限
定
す
る
力
が
働
き
、
新
た
な

閉
鎖
性
を
萌
芽
さ
せ
る
。
海
域
空
間

を
構
成
す
る
基
盤
は
多
様
な
移
動
の

総
体
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

り
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
海

域
史
の
自
己
矛
盾
を
生
み
出
し
て
い

る
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
れ
は
新
た

な
歴
史
像
を
築
く
足
掛
か
り
に
も
な

り
う
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
点
と

線
と
で
結
ば
れ
た
構
造
物
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
領
域
を
超
え
て

広
が
る
フ
ロ
ー
が
あ
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
交

流
の
な
か
で
拡
散
し
た
ム
ス
リ
ム
は
、

移
住
先
に
お
い
て
、
故
郷
か
ら
遠
く

離
れ
た
存
在
と
し
て
自
ら
を
規
定
す

る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
形
成
し
た
。
中
国
港
市
を
起

点
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
巡
ら
せ

る
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
、「
さ
す
ら
い
人

＝
殉
教
者
」と
い
う
伝
承
は
や
が
て

か
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
を
広
が

っ
て
い
く
。
ま
ず
フ
ロ
ー
の
広
が
り

に
着
目
し
、
そ
れ
が「
東
ア
ジ
ア
海

域
」と
い
う
空
間
範
囲
を
は
み
出
し

て
い
く
さ
ま
を
と
ら
え
、
そ
れ
が
作

り
出
す
多
様
な
関
係
性
を
明
ら
か
に

す
る
と
き
、
海
域
史
研
究
が
自
己
矛

盾
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
歴
史
像
を

描
き
出
す
の
だ
。�

著
者
よ
り
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ナカニシヤ出版
4,500円（税抜）

民
主
主
義
の
哲
学 

デ
ュ
ー
イ
思
想
の
形
成
と
展
開

加か

賀が

裕ひ
ろ

郎お
（
女
子
大
学　
　
　
　
　
　

現
代
社
会
学
部
特
任
教
授
）著

　
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
は
20
世
紀
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
を
代
表
す
る
哲
学
者

の
一
人
で
あ
る
が
、
公
共
哲
学
の
パ

イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
っ
た
。
な
か
で
も

1
9
2
0
年
代
に
お
け
る
、
ウ
ォ
ル

タ
ー
・
リ
ッ
プ
マ
ン
と
の
論
争
は
有

名
で
あ
る
。
19
世
紀
を
通
じ
て
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
を
支
え
る
人
び
と
は
理
性

的
公
衆
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
リ
ッ
プ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
20

世
紀
の
人
び
と
は
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ

て
操
作
さ
れ
た
虚
像
を
現
実
と
思
い

違
い
し
て
い
る
人
び
と
で
あ
り
、
理

性
的
公
衆
は「
幻
影
」で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
デ
ュ
ー
イ
は
リ
ッ
プ
マ
ン

の
指
摘
を
部
分
的
に
認
め
な
が
ら
、

社会評論社
3,800円（税抜）

歴
史
認
識
か
ら
見
た

戦
後
日
韓
関
係 

―
「
１
９
６
５
年
体
制
」の
歴
史
学
・
政
治
学
的
考
察
―

太お
お

田た

修お
さ
む（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・　
　
　

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授
）他
著

　
日
本
の
植
民
地
支
配
下
に「
徴
用

工
」と
し
て
軍
需
工
場
に
強
制
動
員

さ
れ
た
韓
国
人
が
新
日
鐵
住
金（
現
・

日
本
製
鉄
）に
損
害
賠
償
を
求
め
て

い
た
裁
判
で
、
韓
国
大
法
院
は

二
〇
一
八
年
一
〇
月
に
新
日
鐵
住
金

に
賠
償
を
命
じ
る
判
決
を
だ
し
た
。

安
倍
首
相（
当
時
）は「
一
九
六
五
年

の
日
韓
請
求
権
協
定
に
よ
っ
て
、
完

全
か
つ
最
終
的
に
解
決
し
て
い
る
。

判
決
は
国
際
法
に
照
ら
し
て
あ
り
え

な
い
判
断
だ
」と
こ
れ
を
批
判
し
た
。

そ
の
後
、
日
韓
の
対
立
は
経
済
、
社

会
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

理
性
的
公
衆
を
取
り
戻
す
こ
と
は
、

な
お
可
能
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

デ
ュ
ー
イ
は
20
世
紀
を
代
表
す
る
教

育
理
論
家
で
あ
り
、
と
く
に
民
主
的

教
育
の
力
に
よ
る
公
衆
の
再
建
を
指

向
し
た
。
し
か
し
20
世
紀
を
通
し
て
、

必
ず
し
も
デ
ュ
ー
イ
が
指
向
し
た
よ

う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
現

代
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
危
機
と
い
う

言
説
が
一
定
の
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
そ
う
し
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の

逆
風
の
な
か
に
あ
っ
て
、
熟
議
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
や
闘
技
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
な

ど
の
新
し
い
理
論
構
築
も
試
み
ら
れ

て
い
る
。

　
本
書
は
、
近
代
社
会
に
お
い
て
は

善
き
生
の
あ
り
方
に
関
す
る
多
元
主

義
は
避
け
難
く
、
そ
う
し
た
現
実
に

対
処
す
る
た
め
の
共
同
的
生
の
技
法

と
し
て
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
望
ま
し

い
と
い
う
基
本
認
識
に
立
っ
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
デ
ュ
ー
イ
の
理
性
的

公
衆
の
再
建
の
試
み
を
発
展
さ
せ
な

が
ら
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
再
活
性
化

の
可
能
性
を
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理

論
的
根
源
に
遡
っ
て
成
し
遂
げ
よ
う

と
し
た
。

�

著
者
よ
り

　
判
決
が
画
期
的
だ
っ
た
の
は
、
そ

れ
が「
過
去
の
克
服
」を
志
向
す
る
も

の
だ
っ
た
か
ら
だ
と
筆
者
は
み
て
い

る
。「
過
去
の
克
服
」は
、
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
の
暴
力
に
対
す
る
戦
後
ド
イ

ツ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
総
称

す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
、
南
ア

フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、
米

国
、
韓
国
な
ど
で
、
過
去
の
暴
力
の

真
実
究
明
や
責
任
追
及
、
謝
罪
と
名

誉
回
復
、
歴
史
記
憶
の
継
承
、
再
発

防
止
の
た
め
の
法
的
・
制
度
的
装
置

の
整
備
に
向
け
た
議
論
や
実
践
と
し

て
深
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
と
の
本
質

は
、
請
求
権
協
定
で「
解
決
済
み
」か

ど
う
か
で
は
な
く
、「
過
去
の
克
服
」

が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
今
日
の
日
韓
間
の「
過

去
の
克
服
」を
め
ぐ
る
対
立
の
起
源

と
な
っ
て
い
る「
一
九
六
五
年
体
制
」

を
歴
史
学
と
政
治
学
の
側
面
か
ら
考

え
た
も
の
で
あ
る
。「
過
去
」は
単
な

る「
歴
史
問
題
」で
は
な
く
、
現
在
と

未
来
の
人
の
普
遍
的
権
利
に
か
か
わ

る
事
象
な
の
で
あ
る
。

�

著
者
よ
り
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クリエイツかもがわ
2,200円（税抜）

看
護
と
福
祉
の 

は
ざ
ま
を
紡
ぐ 

「
人
」と
向
き
合
う
、
細
井
恵
美
子
の
信
念
と
実
践

杉す
ぎ

原は
ら

百ゆ

合り

子こ
（
女
子
大
学　
　
　

看
護
学
部
准
教
授
）編
著

　
本
書
は
、
一
人
の
女
性
の
働
き
を

通
し
て
、
戦
後
日
本
の
地
域
医
療
や

看
護
の
著
し
い
変
遷
の
一
端
を
振
り

返
る
材
料
に
も
な
る
。
細
井
恵
美
子

氏
は
変
化
を
推
し
進
め
る
当
事
者
と

し
て
そ
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
、
そ
の

姿
勢
や
人
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
が
変

わ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
い

か
な
る
情
勢
や
変
化
の
中
に
あ
っ
て

も
、「
人
」と
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し

を
守
り
抜
く
と
い
う
信
念
が
あ
っ
た
。

　
読
者
か
ら
い
た
だ
い
た
書
評
の
抜

粋
を
紹
介
す
る
。

　「
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
三
点
。

一
つ
目
は
、
細
井
氏
が
一
人
ひ
と
り

に
真
剣
に
向
き
合
い
、
か
つ
、
社
会

の
仕
組
み
や
時
代
の
流
れ
に
目
を
向

け
て
き
た
こ
と
。
い
わ
ば「
虫
の
目
」

と「
鳥
の
目
」の
両
方
を
備
え
て
い
る

こ
と
。
透
析
が
な
い
た
め
に
亡
く
な

っ
た
大
学
生
、
退
院
と
い
う
と
き
に

身
を
投
げ
た
八
十
歳
の
男
性
・
・
・

こ
う
し
た
人
々
に
向
き
合
い
、
模
索

し
、
た
ど
り
着
い
た
取
り
組
み
が
、

た
と
え
ば
民
間
病
院
で
の
透
析
導
入

や
訪
問
看
護
、
老
健
施
設
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
と
い
っ
た
社
会
の
大
き
な

流
れ
。
凄
い
と
こ
ろ
は
、
一
人
ひ
と

り
か
ら
出
発
し
て
そ
れ
が
社
会
の
仕

組
み
の
変
革
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
二
つ
目
は
、
人
間
の
権
利
、
尊
厳

を
根
本
に
据
え
て
、
一
貫
し
た
実
践

を
し
て
き
た
こ
と
。
自
分
の
も
の
さ

し
で
は
な
く
、
向
き
合
う
人
の
も
の

さ
し
で
考
え
る
こ
と
、
身
体
拘
束
ゼ

ロ
に
向
け
て
の
一
貫
し
た
取
り
組
み

は
、
深
い
信
念
に
基
づ
く
こ
と
が
よ

く
分
か
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の
看
護
・

介
護
技
術
や
気
遣
い
を
支
え
る
思
想

に
圧
倒
さ
れ
る
。

　
三
つ
目
は
、「
看
護
に
は
無
限
の
力

が
あ
る
」と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
信
念

と
、「
自
分
を
囲
む
時
空
の
中
に
あ
る

命
」を
預
か
る
看
護
師
と
い
う
職
業

へ
の
誇
り
と
畏
れ
。
だ
か
ら
こ
そ
、

医
師
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
専
門
職

も
チ
ー
ム
と
し
て
尊
重
し
、
多
職
種

ア
プ
ロ
ー
チ
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
き
た
の
だ
。」

　
多
く
の
読
者
諸
氏
が
、
細
井
氏
の

実
践
と
そ
の
根
底
に
あ
る
信
念
か
ら
、

看
護
の
み
な
ら
ず
人
に
向
き
合
う
こ

と
の
意
味
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。�

著
者
よ
り

Apple Books
参考URL：https://books.apple.com/gb/book/
doodle-your-world-japan/id1504271038

Doodle Your World -THE JAPAN EDITION

P
フィリップ

hilip W
ウ ッ ド

ood（国際学院初等部教諭）他著

新 刊 紹 介
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Doodle Your World, the Japan Edition, was written by myself and 
Simon Pile, a deputy head teacher from England. The idea behind 
this book was to inspire children to learn more about Japan and at the 
same time learn new ICT skills using the iPad. Both Simon and I are 
Apple Distinguished Educators and are passionate about unlocking 
children’s creativity using the iPad. In the book children find out 

about different place in Japan, learning some facts and figures about landmarks from Sapporo to 
Okinawa. Some of the places are famous all over the world, such as the Hiroshima Peace 
Memorial, while others are not as well known, such as the Glico man in Osaka. We thought it was 
important to share the well-known while at the same time giving a balanced geographical spread 
of lesser known places outside of the main tourist areas. After learning about the landmark, 
students are given a doodle challenge to complete in the accompanying Keynote that we made. 
These challenges include animating the shinkansen to zoom past Mount Fuji and taking a Geisha 
selfie. All of the challenges are designed to introduce a feature of Keynote and think about 
different ways of using this new skill. To support and extend children each task has a link to the 
Everyone Can Create series of books written by Apple. I thoroughly enjoyed writing the book and 
gained many useful experiences from this project. Our collaboration was completely online and 
we were able to communicate easily despite us being more than 10,000km apart. I learnt some new 
skills and was proud to share some of my knowledge of Japan with people all over the world. I am 
also very happy that this book has been downloaded by teachers worldwide and has motivated 
students to learn more about Japan and develop their ICT skills. I hope that the readers of this 
publication can take some time to download this book and find out how they can use the iPad and 
technology in more engaging ways.
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コ
ロ
ナ
と
共
に
始
ま
っ
た
二
〇
二
〇
年
度

　
ど
の
学
校
お
よ
び
教
師
に
お
い
て
も
、
今
年

度
の
授
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
と
の
関
係
抜
き
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
多
数
の
教
師
が
生
涯
で
初
め
て
授
業
動

画
を
作
成
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
特
に

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
に
自
信
の
な
い
も
の
に
と
っ
て
は

苦
痛
と
戸
惑
い
に
満
ち
た
年
度
ス
タ
ー
ト
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
予
期
せ

ぬ
外
圧
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
遅
々
と
し
て
進
ま

な
か
っ
た
教
育
の
Ｉ
Ｔ
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が

一
気
に
進
ん
だ
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
変

化
を
、
危
機
的
状
況
へ
の
一
時
し
の
ぎ
と
し
て

と
ら
え
て
い
る
な
ら
、
危
機
が
過
ぎ
去
っ
た
後
、

す
べ
て
が
元
の
木
阿
弥
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
共
通
体
験
を
、
次

の
時
代
の
教
育
を
形
づ
く
る
た
め
の
鋳
型
と
で

き
る
な
ら
、
そ
れ
は
教
育
の
あ
り
方
を
根
本
的

に
見
直
す
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

　
私
が
所
属
す
る
同
志
社
大
学
神
学
部
で
は
三

月
半
ば
に
、
コ
ロ
ナ
対
応
は
長
期
的
な
も
の
に

な
る
と
覚
悟
を
決
め
、
授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

へ
の
準
備
を
始
め
た
。
私
が
講
師
を
務
め
、
授

業
の
た
め
の
動
画
作
成
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
利
用
な
ど

の
講
習
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
各
教
員
が
感
じ

る
苦
労
の
共
通
ポ
イ
ン
ト
を
垣
間
見
た
私
は
、

四
月
初
め
に
、
同
じ
苦
労
を
す
る
か
も
し
れ
な

い
他
の
教
師
の
た
め
に
「
授
業
の
た
め
の
動
画

作
成
─
─
急
場
を
し
の
ぐ
た
め
の
ス
イ
ス
イ
動

画
作
成
術
」
と
い
う
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
を

作
成
・
公
開
し
た
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
当
初
は
遊
び
半
分
の
気
持
ち
で

始
め
た
の
だ
が
、
こ
の
シ
ン
プ
ル
な
動
画
が
ま

た
た
く
間
に
全
国
で
何
万
回
と
視
聴
さ
れ
、

数
々
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
る
中
、
私
が
想

像
し
て
い
た
以
上
に
切
羽
詰
ま
っ
た
教
師
が
多

い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に

応
え
る
た
め
、
こ
の
動
画
は
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
、

そ
の
八
回
目
の
動
画
で
は
「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ

時
代
の
教
育
」
と
題
し
て
、
私
自
身
の
過
去
二

〇
年
の
取
り
組
み
を
も
振
り
返
っ
て
い
る
。

「
自
由
教
育
」
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に

　
私
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
二
〇
年
近
く
前

に
始
め
た
。
二
〇
〇
一
年
、
大
学
設
置
基
準
が

改
正
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
授
業
が
正
規
の

授
業
と
し
て
認
め
ら
れ
、
卒
業
に
必
要
な
一
二

四
単
位
の
う
ち
六
〇
単
位
ま
で
単
位
認
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
前
年
か
ら
、
こ
の
動

き
を
察
知
し
て
い
た
私
は
、
経
済
学
部
の
宮
崎

耕
先
生
、
理
工
学
部
の
芳
賀
博
英
先
生
と
共
に

準
備
を
進
め
、
二
〇
〇
一
年
四
月
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
授
業
を
開
始
し
た
。
当
時
、
新
聞
や

小
こ

原
はら

 克
かつ

博
ひろ

（大学神学部教授）

パンデミック時代の
オンライン授業
─良心学・宗教研究との接点
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雑
誌
で
は
「
同
志
社
大
、
全
国
初
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
授
業
」
な
ど
と
紹
介
さ
れ
、
一
躍
、
こ

の
分
野
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
た
が
、
学

内
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
授
業
の
裾
野
は
広
が

ら
な
い
ま
ま
二
〇
年
近
く
が
経
ち
、
そ
の
間
に

他
大
学
に
ど
ん
ど
ん
追
い
抜
か
れ
、
今
や
同
志

社
大
学
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
関
し
て
は
、
質

量
と
も
に
周
回
遅
れ
の
感
が
あ
る
。
一
気
に
逆

転
で
き
な
い
に
し
て
も
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
騒
動

を
き
っ
か
け
に
、
同
志
社
ら
し
い
新
境
地
を
開

拓
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
は
、
特
定

の
時
間
、
特
定
の
場
所
に
学
習
者
を
拘
束
す
る

と
い
う
近
代
教
育
の
枠
組
み
が
解
体
・
流
動
化

す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
を
見
据
え
た
上
で
、

対
面
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
再
確
認
し
つ
つ
、

創
立
一
五
〇
周
年
を
越
え
て
、
同
志
社
が
目
指

す
べ
き
二
一
世
紀
型
の
教
育
モ
デ
ル
を
考
え
る

こ
と
は
可
能
で
は
な
い
か
。

　
新
島
襄
の
最
重
要
教
育
理
念
の
一
つ
は
「
自

由
教
育
」
で
あ
っ
た
。
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
真

理
を
共
に
知
る
こ
と
に
よ
り
、
因
習
的
に
人
を

縛
っ
て
き
た
諸
規
範
や
様
々
な
欲
望
か
ら
自
由

に
な
っ
て
「
自
治
自
立
」
す
る
こ
と
の
で
き
る

人
間
が
育
つ
こ
と
を
新
島
は
求
め
た
。
今
日
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
す
れ
ば
、
二
一
世
紀
に

ふ
さ
わ
し
い
形
で
「
自
由
教
育
」
の
理
想
を
実

現
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
「
私

た
ち
の
学
校
を
も
っ
と
も
魅
力
的
な
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
ほ
か
の
学
校
に
遅
れ
を
と
ら
な

い
こ
と
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
さ
ら
に
先
を
行
く
こ

と
が
、
絶
対
に
必
要
で
す
」
と
語
っ
た
新
島
の

先
取
の
精
神
に
も
合
致
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
な
ぜ
、
私
は
二
〇
年
に
わ
た
り
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
に
取
り
組
み
、
試
行
錯
誤
し
て
き
た
の
か
。

そ
れ
は
私
が
Ｉ
Ｔ
オ
タ
ク
だ
か
ら
と
い
う
だ
け

で
は
な
い
。
か
つ
て
「
富
国
強
兵
」
と
い
う
一

大
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
各
教
育
機
関
は
国

家
に
有
用
な
人
材
を
大
量
生
産
す
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
工
場
型
一
斉
教
育
は
今

も
続
い
て
い
る
。
新
島
が
そ
れ
に
抗
っ
て
私

学
・
同
志
社
を
設
立
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

こ
の
未
完
の
課
題
に
二
一
世
紀
の
同
志
社
が
果

敢
に
取
り
組
む
必
然
性
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ

の
末
端
に
私
は
自
分
自
身
を
位
置
づ
け
て
き
た

の
で
あ
る
。

　
学
ぶ
者
を
時
間
的
・
空
間
的
拘
束
か
ら
解
放

す
る
「
自
由
教
育
」
は
ど
の
よ
う
に
可
能
と
な

る
の
か
。
脱
「
教
室
」
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、

単
に
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
ト
レ
ン
ド
に
追
随
す
る

よ
う
な
こ
と
は
し
た
く
な
い
。
む
し
ろ
、
我
々

が
す
で
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
な
環

境
を
批
判
的
に
対
象
化
し
、
そ
の
外
部
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
自
由
な
精
神
を
養
う
べ

き
だ
ろ
う
。
小
ぎ
れ
い
な
Ｉ
Ｔ
環
境
へ
と
学
生

を
誘
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
獲
得
し
て
き

た
常
識
が
こ
と
ご
と
く
揺
ら
ぐ
荒
々
し
い
場
所

へ
と
、
知
の
多
様
性
が
あ
ふ
れ
る
「
知
の
ジ
ャ

ン
グ
ル
」
へ
と
導
い
て
い
き
た
い
の
で
あ
る
（
山

極
寿
一
・
小
原
克
博
『
人
類
の
起
源
、
宗
教
の

誕
生
』
参
照
）。

私
の
研
究
と
の
関
係

　
私
の
研
究
に
つ
い
て
も
触
れ
よ
う
と
思
っ
た

が
、
も
は
や
紙
面
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
に
は
、
良
心

学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
培
わ
れ
て
き
た
研
究
上
の

知
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。「
共
に
知
る
」
を

原
義
と
す
るconscience

（
良
心
）
の
現
代
的

意
義
は
計
り
知
れ
な
い
。
ま
た
、
私
の
本
来
の

専
門
で
あ
る
宗
教
研
究
は
、
人
類
が
「
今
」「
こ

こ
」
と
い
う
リ
ア
ル
な
制
約
を
超
え
て
、
遠
く

に
い
る
存
在
（
死
者
を
含
む
）
と
の
バ
ー
チ
ャ

ル
な
つ
な
が
り
を
志
向
し
て
き
た
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
。
前
述
の
す
べ
て
が
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
賢
明
な
読
者
は
理
解
し
て
く
れ
る
こ

と
と
思
う
。
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私
は
１
９
８
２
年
に
同
志
社
大
学
文
学
部
に

入
学
。
１
９
８
８
年
に
発
掘
調
査
を
担
当
す
る

埋
蔵
文
化
財
専
門
職
員
と
し
て
福
岡
県
教
育
委

員
会
に
就
職
。
そ
の
後
、
２
０
０
０
年
か
ら
6

年
間
は
学
芸
員
と
し
て
九
州
国
立
博
物
館
の
開

館
を
経
験
。
２
０
０
６
年
に
は
東
京
の
文
化
庁

記
念
物
課
埋
蔵
文
化
財
部
門
に
所
属
。
そ
し
て

２
０
１
８
年
に
は
30
年
ぶ
り
に
考
古
学
の
教
員

と
し
て
同
志
社
大
学
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
考
古
学
・
発
掘
調
査
事
情

　
日
本
に
は
約
46
万
８
︐
０
０
０
ヶ
所
の
遺
跡

が
あ
り
ま
す
。
世
界
的
に
も
っ
と
も
遺
跡
が
多

い
国
で
す
。
こ
の
遺
跡
の
多
さ
は
日
本
の
本
来

的
な
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
が
、
全
国
の
地
方
公

共
団
体
に
所
属
す
る
約
５
︐
６
０
０
人
の
埋
蔵

文
化
財
専
門
職
員
が
、
遺
跡
の
分
布
調
査
を
丁

寧
に
お
こ
な
い
、
一
つ
一
つ
を
丹
念
に
登
録
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
遺
跡
数
で
も
あ
り
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
専
門
職
員
の
人
数
も
世
界
一
。
さ

ら
に
、
日
本
で
毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
約
８

︐
０
０
０
件
の
発
掘
調
査
件
数
も
世
界
一
で
す
。

　
発
掘
調
査
件
数
が
世
界
一
で
あ
る
理
由
は
、

文
化
財
保
護
法
に
あ
り
ま
す
。
道
路
や
ビ
ル
の

建
設
工
事
に
際
し
て
、
破
壊
さ
れ
る
遺
跡
の
記

録
を
残
す
た
め
の
発
掘
調
査
の
実
施
は
ど
こ
の

国
の
法
律
に
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
工
事
面
積
に
制
限
が
な
く
、
例
え
ば
小
さ

な
個
人
住
宅
1
棟
を
建
築
す
る
際
に
も
、
遺
跡

が
あ
れ
ば
必
ず
発
掘
調
査
を
お
こ
な
う
国
は
日

本
だ
け
で
す
。

　
２
０
１
９
年
7
月
、「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳

群
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
に
登
録
さ
れ
た
「〝
神
宿
る
島
〟

宗
像
・
沖
ノ
島
」
や
、
２
０
１
５
年
に
登
録
さ

れ
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
を
含
め
、

い
ま
日
本
で
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
資
産
の
ほ
と
ん
ど
は
、
意
外
な
こ
と
に
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
づ
け
の
多
く
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
考
古
学
・
発
掘
調
査
と
い
え
ば
遠
い
過
去
の

こ
と
で
、
現
代
社
会
に
は
関
係
な
い
分
野
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
今
の
日
本
で
は
発

掘
調
査
は
日
常
茶
飯
事
に
お
こ
な
わ
れ
、
私
達

の
日
々
の
生
活
、
都
市
計
画
と
い
っ
た
ま
ち
づ

く
り
、
そ
し
て
観
光
な
ど
に
も
、
そ
の
発
掘
調

査
の
成
果
が
積
極
的
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
授
業
で
は
、
考
古
学
の
理
論
や
手
法
に
関

水
みず

ノ
の

江
え

 和
かず

同
とも

（大学文学部教授）

考古学と文化財保護
－恵まれた同志社大学の環境から－



私の研究・私の授業

私
の
研
究
・
私
の
授
業

43

す
る
こ
と
が
も
ち
ろ
ん
中
心
に
な
り
ま
す
が
、

考
古
学
と
現
代
社
会
の
関
係
性
を
学
生
に
伝
え

る
こ
と
も
、
授
業
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い

ま
す
。

同
志
社
大
学
の
文
化
財
保
護

　
同
志
社
大
学
は
6
件
の
国
の
重
要
文
化
財

（
建
造
物
5
件
、
古
文
書
1
件
）、
2
件
の
国
の

登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
2
件
）、
2
件
の

京
都
府
指
定
文
化
財
（
史
跡
2
件
）
を
学
内
に

有
す
る
、
全
国
的
に
み
て
も
指
定
文
化
財
の
件

数
と
種
類
が
極
め
て
多
い
大
学
で
す
。
な
か
で

も
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
京
都
御
所
・
相
国

寺
・
冷
泉
家
な
ど
に
囲
ま
れ
、
そ
の
周
辺
環
境

や
赤
煉
瓦
建
物
か
ら
な
る
風
景
は
学
生
の
誇
り

と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
舞

台
、
絵
画
や
小
説
の
題
材
と
な
る
こ
と
で
、
同

志
社
大
学
の
歴
史
と
文
化
の
源
泉
、
近
代
京
都

の
一
風
景
と
も
い
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
訪
れ
る
高
校
生
の

多
く
は
、
こ
の
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
に

憧
れ
る
そ
う
で
す
。
実
際
に
私
が
関
係
す
る
授

業
の
学
生
２
５
０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と
こ

ろ
、
実
に
そ
の
4
割
近
く
が
同
志
社
大
学
を
選

ん
だ
理
由
の
一
つ
に
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の

風
景
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
4
月
、
改
正
文
化
財
保
護
法
が

施
行
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
文
化
財
は
保
存
と
活

用
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
恵
ま
れ
た
周
辺

の
歴
史
的
環
境
を
含
め
、
質
・
量
と
も
に
優
れ

た
文
化
財
を
題
材
に
、
新
た
な
同
志
社
大
学
像

を
ア
ピ
ー
ル
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
そ
れ
を
体
系
化
し
て
学
生
に
伝
え
る
こ
と
も
、

私
の
授
業
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
素
で
す
。

恵
ま
れ
た
環
境
で
の
研
究
と
授
業

　
同
志
社
大
学
の
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
と
そ
の

周
辺
に
は
、
室
町
幕
府
の
中
枢
「
花
の
御
所
」

が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
薩
摩
藩
邸
も

あ
り
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
直
前
の
幕
末
期
に

は
歴
史
的
に
重
要
な
場
所
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
体
も
、
今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス
内
外
の
発
掘
調
査
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
同
志
社
大
学
は
考
古
学
と
文
化
財
保
護
と
い

う
点
に
お
い
て
、
極
め
て
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
最
新
の
研
究
成

果
を
そ
の
ま
ま
授
業
に
活
か
せ
る
と
い
う
、
他

の
大
学
で
は
得
が
た
い
個
性
を
持
っ
た
素
晴
ら

し
い
大
学
で
す
。
私
は
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
経

歴
を
活
か
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
、
学
生
が
同

志
社
大
学
で
勉
強
・
研
究
で
き
る
こ
と
に
誇
り

と
喜
び
を
感
じ
る
授
業
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

重要文化財　同志社礼拝堂（1886年建設）と
クラーク記念館（1894年建設）（水ノ江撮影）
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リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
伸
び
代

　
世
界
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
う
ち
約

18
％
を
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
が
占
め
て
い
ま
す
。

21
世
紀
社
会
の
持
続
的
発
展
に
向
け
て
、
化
石

燃
料
を
有
効
利
用
し
て
環
境
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
電
気
自
動
車
が
希
望
の
星
に
な
っ
て

い
ま
す
。
す
で
に
市
販
さ
れ
て
い
る
電
気
自
動

車
も
あ
り
ま
す
が
、
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
並
み
に

長
距
離
を
走
る
た
め
に
は
、
駆
動
用
電
源
で
あ

る
蓄
電
池
の
高
性
能
化
が
必
要
で
す
。
そ
の
筆

頭
候
補
が
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
で
す
。
１
９

９
１
年
に
商
品
化
さ
れ
て
、
昨
年
２
０
１
９
年

に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、
今
で
も

進
化
し
続
け
て
お
り
、
一
方
で
電
池
内
で
起
こ

る
反
応
に
は
未
だ
分
か
っ
て
い
な
い
点
が
多
々

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
世
界
中
で
実
に
様
々

な
電
極
材
料
が
探
索
さ
れ
て
き
た
結
果
、
負
極

は
黒
鉛
や
シ
リ
コ
ン
、
正
極
は
遷
移
金
属
酸
化

物
に
決
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
、
こ
れ

ら
電
極
材
料
の
性
能
を
最
大
限
引
き
出
せ
れ
ば
、

一
回
の
充
電
で
４
０
０
km
く
ら
い
走
れ
る
電

気
自
動
車
を
実
現
で
き
ま
す
。
そ
の
鍵
を
握
る

の
が
電
解
液
で
す
。
電
解
液
は
、
リ
チ
ウ
ム
塩

を
有
機
溶
媒
に
溶
か
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

設
計
要
素
は
、
溶
媒
と
リ
チ
ウ
ム
塩
の
材
料
選

択
お
よ
び
リ
チ
ウ
ム
塩
濃
度
の
3
点
に
限
ら
れ

ま
す
。
す
で
に
様
々
な
材
料
や
添
加
剤
が
検
討

さ
れ
て
お
り
材
料
開
発
は
飽
和
に
達
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
濃
度
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
に
注
目
し

て
、
リ
チ
ウ
ム
塩
を
飽
和
に
近
い
濃
度
ま
で
溶

か
し
た
濃
厚
電
解
液
を
用
い
る
と
、
電
極
性
能

が
著
し
く
向
上
す
る
こ
と
が
約
10
年
前
に
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
濃
厚
化
の
た
め
に
リ

チ
ウ
ム
塩
を
た
く
さ
ん
使
う
と
材
料
コ
ス
ト
が

上
昇
し
、
ま
た
飽
和
溶
液
は
粘
度
が
非
常
に
高

い
た
め
、
電
池
製
造
時
の
取
り
扱
い
が
困
難
に

な
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問

題
は
、
濃
厚
電
解
液
に
希
釈
剤
を
加
え
て
薄
め

る
こ
と
に
よ
り
一
挙
解
決
で
き
ま
す
。
濃
厚
電

解
液
が
持
つ
特
異
性
を
活
か
し
た
ま
ま
、
希
釈

に
よ
り
実
用
的
な
濃
度
と
粘
度
を
も
つ
電
解
液

に
仕
上
げ
る
と
い
う
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
リ
チ
ウ
ム
塩
を
溶
か
す
溶
媒
を

用
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
り
、
逆
に
溶
か

さ
な
い
液
体
（
希
釈
剤
）
は
見
捨
て
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
希
釈
剤
を
新
た
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し

て
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
電
解
液
開
発
に
新

た
な
展
開
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

二
次
電
池
の
将
来

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
よ
る
火
災
な
ど
の

土
ど

井
い

 貴
たか

之
ゆき

（大学理工学部教授）

電池は複雑だからこそ
面白い
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事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
電
解
液
に

有
機
溶
媒
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る

た
め
、
究
極
的
に
は
全
て
固
体
で
で
き
た
電
池

で
あ
れ
ば
安
全
で
あ
り
、
理
想
的
な
姿
で
す
。

こ
の
よ
う
な
電
解
液
の
代
わ
り
に
固
体
電
解
質

を
用
い
る
全
固
体
電
池
の
研
究
開
発
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
電
極
も
電
解
質

も
固
体
で
は
接
合
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
移
動
し
に
く
い
の
が
難
点

で
あ
り
、
市
販
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
よ

う
な
高
い
性
能
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

固
体
と
固
体
の
僅
か
な
隙
間
に
電
解
液
を
入
れ

た
擬
固
体
電
池
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
上
述
の
希
釈
技
術
に
よ
り
開
発
し
た
難

燃
性
の
電
解
液
を
用
い
て
、
極
少
量
に
抑
え
る

こ
と
に
よ
り
従
来
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
よ

り
も
安
全
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
擬
固
体
電
池
の

早
期
実
用
化
に
向
け
た
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
提

供
し
、
全
固
体
電
池
へ
の
橋
渡
し
を
担
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
の
伸
び
代
を
追
求
し
な
が
ら
、
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
二
次
電
池
な
ど
の
新
し
い
二
次
電
池

の
研
究
開
発
に
ロ
マ
ン
を
追
い
求
め
て
い
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る

性
能
を
示
す
二
次
電
池
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ

り
、
電
気
自
動
車
の
本
格
的
普
及
の
み
な
ら
ず
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
へ
の
道

筋
を
開
い
て
い
く
こ
と
が
社
会
の
持
続
的
発
展

に
向
け
て
急
務
で
す
。
時
に
斬
新
な
発
想
で
実

験
に
取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
先
人
達

が
積
み
上
げ
て
き
た
知
見
や
、
我
々
が
開
発
し

た
電
解
液
技
術
を
ベ
ー
ス
に
研
究
を
展
開
す
る

方
が
、
学
生
が
専
門
的
知
識
を
連
続
性
を
持
っ

て
学
習
し
や
す
い
た
め
、
教
育
現
場
で
の
研
究

に
相
応
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
電
池
は
一
見

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
す
が
、
中
で
は
様
々
な

化
学
が
絡
み
合
っ
て
お
り
、
電
極
材
料
は
無
機

化
学
、
電
解
液
は
有
機
化
学
、
セ
パ
レ
ー
タ
は

高
分
子
化
学
、
反
応
は
物
理
化
学
で
す
。
学
生

に
は
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
化
学
を
全
て
活

か
せ
る
技
術
分
野
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
興

味
を
掻
き
立
て
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
授
業
の
功
罪

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
学
生

の
キ
ャ
ン
パ
ス
入
構
が
制
限
さ
れ
た
た
め
、
1

ヶ
月
半
に
渡
り
研
究
開
発
も
遅
滞
し
ま
し
た
。

奇
し
く
も
研
究
室
の
実
験
装
置
は
私
一
人
で
使

い
た
い
放
題
に
な
り
、
研
究
者
心
に
火
が
付
き

ま
し
た
が
、
孤
軍
奮
闘
し
て
実
験
に
取
り
組
ん

で
も
、
や
は
り
学
生
が
い
な
い
と
活
気
が
な
く

盛
り
上
が
り
に
欠
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
5
月

は
割
り
切
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
授
業
に
注
力

し
ま
し
た
。
1
回
生
の
必
修
科
目
で
あ
る
分
析

化
学
は
、
入
学
し
た
ば
か
り
の
学
生
に
と
っ
て

色
々
と
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
例
年

以
上
に
レ
ポ
ー
ト
の
出
来
が
良
く
、
ま
た
質
問

内
容
も
高
度
で
あ
り
、
想
定
以
上
に
学
生
の
理

解
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ど

う
や
ら
、
授
業
内
容
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

た
動
画
を
提
供
し
た
こ
と
で
、
学
生
が
自
身
の

都
合
に
合
わ
せ
て
繰
り
返
し
再
生
し
な
が
ら
学

習
で
き
た
の
が
功
を
奏
し
た
よ
う
で
す
。
こ
れ

は
、
今
後
の
ネ
ッ
ト
授
業
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
実

験
科
目
は
、
実
施
方
法
に
つ
い
て
担
当
の
先
生

方
と
議
論
を
重
ね
た
上
で
、
実
験
動
画
を
撮
影

し
て
学
習
用
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
が
、
臨
場

感
を
も
っ
て
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
授
業
は
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
そ
う
で
す
が
、
学
生
生
活
は
ネ
ッ
ト
だ
け
で

は
不
十
分
で
す
。
今
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
生

の
活
気
が
戻
り
、
学
生
同
士
が
化
学
反
応
を
起

こ
し
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
あ
え
る
環
境
に
な
る

よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を 

生
み
出
す
動
き
の
し
く
み
へ
の
興
味

　
ヒ
ト
の
身
体
が
生
み
出
す
躍
動
感
に
最
初
に

惹
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
物
心
が
つ
い
た
頃
に

見
た
ア
ス
リ
ー
ト
の
姿
で
し
た
。
地
元
の
神
戸

で
開
催
さ
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
に
世
界
中

の
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
が
集
結
し
、
幸
運
に
も
彼

ら
で
賑
わ
っ
た
い
つ
も
の
街
で
非
日
常
を
過
ご

し
た
こ
と
で
す
。
自
分
自
身
も
身
体
を
動
か
す

こ
と
が
好
き
で
外
遊
び
や
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を

経
験
し
、
中
学
生
以
降
は
本
格
的
に
ス
ポ
ー
ツ

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
気
づ
け
ば
ス
ポ

ー
ツ
科
学
の
道
へ
進
ん
で
い
ま
し
た
。
現
在
、

学
生
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
の
前
に
す
る
日
常
に
、

自
分
の
興
味
の
は
じ
ま
り
と
の
繋
が
り
を
感
じ

ま
す
。

　
専
門
領
域
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
、
ス
ポ

ー
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
で
す
。
専
門
的
に
長

く
携
わ
っ
て
き
た
の
が
陸
上
競
技
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
よ
り
速
く
走
り
た
い
、
高
く
・
遠
く
に

跳
び
た
い
、
と
い
う
こ
と
に
基
本
的
な
興
味
関

心
が
あ
り
ま
す
。
競
技
の
現
場
的
な
動
作
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
そ
の
基
礎
と
な
る
ヒ
ト
の
筋
力

発
揮
や
制
御
、
筋
や
腱
の
メ
カ
ニ
ク
ス
等
に
注

目
し
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

本
質
を
つ
か
ん
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
た
め
に

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
は
多
種
多
様
に
存
在
し

ま
す
が
、
本
質
的
に
何
を
ど
の
よ
う
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
掴
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
例
え

ば
、
高
く
ジ
ャ
ン
プ
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
身

体
が
バ
ネ
の
よ
う
に
振
る
舞
い
ま
す
。
大
き
な

力
を
出
す
に
は
筋
肉
を
肥
大
さ
せ
る
こ
と
や
最

大
筋
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
す
が
、
筋
力
が
高
く
と
も
強
い

バ
ネ
の
よ
う
な
パ
ワ
ー
が
発
揮
で
き
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
筋
は
、
腱
と
い
う
バ
ネ
を
持
っ
て

お
り
、
そ
れ
を
介
し
て
骨
に
付
着
し
て
い
ま
す
。

こ
の
バ
ネ
と
な
る
要
素
の
特
性
を
い
か
に
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
筋
で
あ
る
の
か
、
ア
キ
レ

ス
腱
の
バ
ネ
を
活
か
す
の
は
、
主
に
ふ
く
ら
は

ぎ
の
筋
肉
（
腓
腹
筋
、
ヒ
ラ
メ
筋
な
ど
）
の
機

能
次
第
と
な
る
わ
け
で
す
。
ど
の
よ
う
な
タ
イ

ミ
ン
グ
、
レ
ベ
ル
で
筋
肉
が
活
動
し
て
い
る
の

か
、
よ
り
高
く
ジ
ャ
ン
プ
で
き
る
人
と
そ
う
で

な
い
人
に
違
い
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
皆

同
じ
よ
う
に
活
動
す
る
も
の
な
の
か
な
ど
、
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
追
究
し
て
い
き
、
機
能
的
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
基
礎
的
な
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
か

新
あら

井
い

 彩
あや

（大学スポーツ健康科学部助教）

アスリートのパフォーマンスを
追いかける
―メカニズムと実感が生み出す進化―
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ら
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、

本
質
を
捉
え
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
可
能
に
し
、

そ
の
法
則
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
創
造
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

理
論
×
実
践
か
ら
実
感
を
得
て 

身
体
で
知
恵
を
生
む

　
現
在
、
同
志
社
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

で
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
論
」
の
講
義
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー

に
通
ず
る
方
法
論
や
、
身
体
へ
与
え
ら
れ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
刺
激
の
種
類
や
そ
れ
に
対
す
る
適

応
な
ど
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
計
画
の
立
案
を
し
て

多
種
多
様
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
課
題
の
分
析
、
評

価
、
創
意
工
夫
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

原
理
・
原
則
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ん
で
い
き
ま

す
。
講
義
の
中
で
実
際
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
学
生
が
自
分
た
ち

で
実
践
し
、
実
感
と
し
て
理
論
を
理
解
し
、
そ

こ
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
工
夫
し
て
い
け
る
知

恵
を
生
み
出
せ
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
中
に
実
感
と
し
て
理
解
し
た
、
と
い

う
学
生
の
声
を
聞
く
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。 

競
技
現
場
で
の
コ
ー
チ
ン
グ
か
ら
研
究
を
深
め
る

　
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
を
観
察
し
そ
の
改
善
に
直
接
取
り
組
む
こ
と

も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。
私
は
競
技
の
現
場
に

出
る
こ
と
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
お
り
、
学

生
、
社
会
人
ア
ス
リ
ー
ト
の
指
導
や
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
陸
上
教
室
を
展
開
す
る
な
ど
の
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
同
志
社
大
学

陸
上
競
技
部
の
コ
ー
チ
と
し
て
日
々
学
生
選
手

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
を
目
指
し
て
共
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
課
外
活
動

と
い
う
位
置
づ
け
で
す
が
、
私
た
ち
の
研
究
領

域
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
こ
の
場
が
常
に
最
前

線
な
の
で
す
。
例
え
ば
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
動
作
を
分
析
し
、
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
て

も
、
そ
の
デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で
も
長
期
的
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
上
げ
磨
き
あ
げ
た
結
果
と

し
て
発
揮
さ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
分
析
し

た
も
の
で
す
。
科
学
的
デ
ー
タ
の
理
解
は
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
方
向
性
を
見
出
す
重
要
な
情
報
源

で
あ
り
道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で
す
が
、
皆
が

直
接
そ
の
デ
ー
タ
に
向
か
っ
て
最
短
距
離
を
進

む
こ
と
が
正
解
を
導
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
で

は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
現
場
で
の
試
行
錯
誤
の
ポ

イ
ン
ト
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
コ
ー
チ
の
目
か
ら
見
え
た
選
手
の
動
作
や
選

手
自
身
が
認
識
し
た
動
き
は
、
力
が
発
揮
さ
れ

た
結
果
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
力
は
筋

肉
が
エ
ン
ジ
ン
と
な
り
最
適
な
出
力
を
し
た
こ

と
で
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
筋
肉
の
活
動
は
、
脳

か
ら
の
指
令
で
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
、
結
果
を
変
化
さ
せ
る
た
め
に
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
ま
す
が
、
本
質
的
に
は
原
因

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
発
揮
さ
れ
た
力
の
向

き
に
ズ
レ
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
以
前
の
筋
活
動

レ
ベ
ル
が
低
い
の
か
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

筋
が
活
動
で
き
て
い
な
い
の
か
な
ど
、
ど
の
原

因
が
鍵
と
な
る
か
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

ら
を
見
極
め
る
目
を
持
つ
こ
と
と
研
究
に
よ
り

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、

密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　
選
手
や
コ
ー
チ
の
「
気
づ
き
」
が
研
究
ア
イ

デ
ィ
ア
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ

て
い
て
も
、
ア
ス
リ
ー
ト
は
次
か
ら
次
へ
と
新

た
な
境
地
へ
進
化
し
て
い
き
ま
す
。
研
究
と
教

育
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
現
場
を
分
け
過
ぎ
ず
、

同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
常
に
行
き
来
し
な
が
ら
ア

ス
リ
ー
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
追
い
か
け
て

い
く
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
（
実
践
、
科
学
）
を

魅
力
的
に
学
ん
で
い
く
場
面
を
学
生
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
と
共
有
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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い
か
に
自
由
に
演
奏
す
る
か

　
私
の
専
門
は
ピ
ア
ノ
演
奏
な
の
で
、
現
在
に

至
る
ま
で
、
よ
り
説
得
力
の
あ
る
演
奏
を
求
め

続
け
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
良
き
演

奏
を
目
指
す
に
は
、
作
曲
者
の
書
き
残
し
た
楽

譜
を
深
く
読
み
込
ん
で
、
作
曲
者
の
求
め
て
い

る
も
の
を
正
し
く
理
解
す
る
学
術
的
研
究
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
作
曲
者
の
意
図
を
酌
ん
だ
演
奏
を
繰

り
広
げ
る
た
め
に
必
要
に
な
る
の
が
、「
如
何

に
自
ら
の
身
体
を
効
率
良
く
、
自
由
に
使
う
か
」

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
研
究
、
と
考
え
て
い

ま
す
。
自
分
の
身
体
を
自
由
に
使
え
る
こ
と
で
、

様
々
な
表
現
が
可
能
と
な
り
、
ピ
ア
ノ
と
い
う

楽
器
を
自
由
に
操
作
し
、
作
曲
者
の
意
図
に
沿

っ
た
演
奏
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
こ
の
理
想
を
求
め
て
、
大
学
で
の
専
門
実

技
、
副
科
ピ
ア
ノ
で
の
指
導
に
臨
ん
で
お
り
ま

す
。

効
率
の
良
い
体
の
使
い
方
を
求
め
る 

プ
ロ
セ
ス
こ
そ
重
要

　
体
を
使
っ
て
楽
器
を
操
る
、
と
い
う
行
為
は
、

あ
る
意
味
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
同
じ
機
能
を
求
め

ら
れ
ま
す
。
素
早
い
鍵
盤
上
の
跳
躍
、
無
駄
の

な
い
パ
ワ
ー
の
使
い
方
か
ら
生
ま
れ
る
強
弱
や

音
色
の
様
々
な
変
化
を
可
能
に
す
る
た
め
、
ど

の
よ
う
に
体
を
使
っ
て
い
く
か
を
研
究
し
、
自

分
の
体
に
合
っ
た
正
し
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
持
つ

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
は
お
し
な
べ
て
、
私
よ
り
は

る
か
に
優
れ
た
運
動
神
経
を
持
っ
て
い
ま
す
。

私
よ
り
手
の
サ
イ
ズ
の
大
き
な
学
生
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
効
率
の
良
い
、
楽
曲
を

表
現
す
る
の
に
効
果
的
な
身
体
の
使
い
方
が
出

来
て
い
る
か
と
い
う
と
、
正
直
、
か
な
り
疑
問

符
が
付
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
生
さ
ん
お
一
人

お
一
人
の
体
格
や
指
、
手
の
特
徴
、
さ
ら
に
気

性
も
観
察
し
、
私
自
身
の
過
去
の
経
験
と
も
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
今
演
奏
し
て
い
る
曲
に

つ
い
て
お
一
人
お
一
人
に
合
っ
た
奏
法
を
学
生

さ
ん
と
一
緒
に
探
求
し
て
い
き
ま
す
。
常
に
新

し
い
観
点
を
見
出
し
て
、
様
々
な
奏
法
を
実
験

し
、
検
証
・
分
析
す
る
こ
と
で
、
最
善
の
奏
法

を
根
気
よ
く
見
出
し
て
い
く
こ
と
の
積
み
重
ね

を
現
在
ま
で
続
け
て
い
ま
す
。

　
時
に
試
行
錯
誤
を
伴
い
、
時
間
も
か
か
り
ま

す
が
、
最
善
の
奏
法
を
見
出
し
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
こ
そ
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。「
な
ぜ
そ
の

中
なか

野
の

 慶
けい

理
り

（女子大学学芸学部教授）

ピアノ演奏を左右する
人の身体、その使い方
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奏
法
な
の
か
」
を
検
証
し
て
の
最
善
の
奏
法
の

確
立
な
の
で
、
必
然
性
を
実
感
出
来
ま
す
。
教

え
る
こ
と
に
お
い
て
、
学
生
へ
の
配
慮
は
、「
重

要
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
指
導
し
つ
つ
、

学
生
自
身
が
理
解
し
進
歩
す
る
の
を
期
待
し
、

気
を
長
く
し
て
待
つ
」
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

演
奏
に
関
し
て
の
全
体
的
な
傾
向
、 

そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
の
身
体
の
姿
勢

　
多
く
の
学
生
さ
ん
に
見
ら
れ
る
の
が
、
演
奏

時
に
力
ん
で
し
ま
う
現
象
で
す
。
こ
れ
は
、
自

分
の
感
じ
た
こ
と
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
す
る

こ
と
へ
の
迷
い
や
恥
じ
ら
い
も
原
因
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
の
ク
ラ
ス
で

は
、
ま
ず
感
じ
た
あ
り
の
ま
ま
を
出
さ
せ
る
、

演
奏
に
関
し
て
の
精
神
的
な
抑
圧
を
取
り
払
う

こ
と
に
全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
、
自

分
の
身
体
を
自
由
に
使
う
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
上
で
楽
譜
の
読
み
込
み
を
徹
底
し
て
行

い
つ
つ
、
学
生
さ
ん
自
身
が
曲
を
通
じ
て
得
ら

れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
呼
吸
、
指
の
形
、
腕
の
使
い
方
な
ど

を
探
し
て
い
き
ま
す
。

　
呼
吸
の
仕
方
、
指
の
形
、
手
の
使
い
方
と
共

に
重
要
な
の
が
、
無
駄
な
力
み
を
取
る
、「
脱

力
」
で
す
。

　
脱
力
の
基
本
は
、
弾
き
や
す
い
身
体
の
姿
勢

を
会
得
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
ま
す
。
重
要
な

こ
と
で
す
が
、
私
達
は
自
分
の
演
奏
の
良
し
悪

し
を
、
自
ら
の
聴
覚
で
判
断
し
ま
す
。
即
ち
「
弾

き
や
す
い
姿
勢
」
は
、「
自
分
の
音
を
聴
き
や

す
い
姿
勢
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
テ
ン
ポ
で
、

ど
の
よ
う
な
気
分
で
弾
い
て
い
る
か
を
正
し
く

判
断
出
来
る
姿
勢
を
見
つ
け
る
こ
と
が
必
要
、

と
い
う
結
論
に
も
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。
音
楽

は
時
間
の
中
で
動
く
芸
術
だ
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
学
生
さ
ん
達
だ
け
で
な
く
私
達
で
さ

え
も
し
ば
し
ば
、「
弾
く
こ
と
」
に
必
死
と
な
り
、

自
分
が
ど
ん
な
音
楽
を
奏
で
て
い
る
か
に
神
経

が
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
時
、
頭
蓋
骨
は

胴
体
に
対
し
て
不
自
然
に
前
に
突
き
出
し
、
鍵

盤
ば
か
り
を
覗
き
込
み
、
首
の
後
ろ
に
大
変
な

力
が
入
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
避
け
、「
頭
蓋

骨
は
、
肋
骨
の
真
上
、
そ
れ
は
私
達
が
考
え
る

よ
り
も
わ
ず
か
に
後
ろ
に
保
つ
」
が
基
本
で
す
。

　
私
達
は
椅
子
に
腰
掛
け
て
ピ
ア
ノ
を
弾
き
ま

す
が
、
座
る
と
き
の
お
尻
の
重
心
の
位
置
も
、

自
分
が
考
え
る
よ
り
も
ほ
ん
の
少
し
後
ろ
に
保

ち
ま
す
。
こ
の
姿
勢
で
、
も
し
座
る
位
置
が
ピ

ア
ノ
か
ら
遠
い
と
感
じ
た
ら
、
腕
が
突
っ
張
ら

ず
、
詰
ま
ら
ず
ち
ょ
う
ど
よ
い
位
置
に
、
自
分

の
体
を
椅
子
ご
と
持
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
が
そ

の
人
の
ベ
ス
ト
の
位
置
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
顔
面
を
ピ
ア
ノ
に
向
け
て
ま
っ
す
ぐ
に

保
ち
ま
す
。
こ
れ
で
、
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
の
向
こ

う
側
、
ピ
ア
ノ
と
い
う
楽
器
か
ら
弦
が
振
動
し

て
発
生
す
る
音
が
聴
け
る
態
勢
に
な
り
ま
す
。

ピ
ア
ノ
の
音
は
鍵
盤
か
ら
出
て
く
る
の
で
は
な

く
、
鍵
盤
の
向
こ
う
側
、
譜
面
台
の
向
こ
う
側

か
ら
出
て
く
る
、
そ
の
音
を
聴
い
て
音
楽
を
創

造
す
る
た
め
に
鍵
盤
を
打
鍵
す
る
の
で
す
。
　

　
　

　
こ
れ
が
、
脱
力
の
出
来
る
、
弾
き
や
す
く
聴

き
や
す
い
身
体
の
姿
勢
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

演
奏
の
理
想
を
求
め
て

　
脱
力
の
結
果
、
得
ら
れ
る
最
大
の
果
実
は
、

様
々
な
種
類
の
、
美
し
く
伸
び
の
あ
る
、
歌
う

音
が
出
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
、
音
の
魅
力

で
綴
ら
れ
る
「
音
楽
」
と
い
う
芸
術
を
創
っ
て

い
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　
高
い
理
想
を
持
っ
て
、
学
生
さ
ん
達
と
共
に

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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「WWL（ワールド・ワイド・ワーニング）コンソーシアム」で目指すもの
～「SGH（スーパー・グローバル・ハイスクール）」の
その後の展開

　
本
校
は
、
２
０
２
０
年
、
文
部
科
学
省
よ
り

Ｗ
Ｗ
Ｌ
事
業
拠
点
校
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
よ
り
5
年
間
指
定
を
受
け
た
Ｓ
Ｇ

Ｈ
で
は
、「
環
境
先
進
国
に
学
び
、
世
界
に
提

言
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
社
会
課
題
で
あ
る
環
境
問
題
に
対
し
て
主
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
環
境
政
策
に
つ
い
て
学
び
、
学

ん
だ
こ
と
か
ら
発
想
し
た
政
策
案
を
京
田
辺
市

や
京
都
市
な
ど
の
自
治
体
や
国
際
機
関
に
提
言

す
る
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
の
学
習
に
よ
り
、
本
校
の
生
徒
た
ち
は
環

境
や
世
界
の
社
会
課
題
へ
の
関
心
を
よ
り
強
く

持
つ
よ
う
に
な
り
、
課
題
解
決
に
向
け
て
の
協

働
の
経
験
を
得
て
成
長
し
て
い
っ
た
こ
と
は
非

常
に
重
要
な
成
果
で
し
た
。
２
０
２
０
年
7
月
、

レ
ジ
袋
有
料
化
の
実
施
に
あ
た
り
選
ば
れ
た

「
環
境
省
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
の

3
人
の
内
の
1
人
に
、
本
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
3
年
間
受
講
し
た
生
徒
が
選
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
、
特
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
経
験
か
ら
、

優
れ
た
環
境
政
策
は
、
都
市
計
画
や
街
の
あ
り

方
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
教
育
や
成
熟
し
た

民
主
主
義
と
大
い
に
関
係
が
あ
る
こ
と
に
気
が

つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
践
し
て
き
た
新
し
い

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
発
展
さ
せ
た
い
と
の

思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
よ
り
多
様
な

生
徒
や
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方
々
と
連
携
し
、

課
題
解
決
を
目
指
す
こ
と
の
で
き
る
グ
ロ
ー
バ

ル
な
人
材
育
成
を
目
指
す
「
Ｗ
Ｗ
Ｌ
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
を
構
築
し
、「
持
続
可
能
な
都
市
の

構
築
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
本
校
は
事
業
拠
点
校
と
し
て
、
同
志
社
法
人

内
各
高
等
学
校
を
は
じ
め
と
し
、
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
女
学
院
高
等
学
校
、
京
都
聖
母
学
院
高
等
学

校
、
洛
星
高
等
学
校
（
京
都
府
）、
武
蔵
野
大

学
附
属
高
等
学
校
（
東
京
都
）、
海
外
日
本
人

学
校
で
あ
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
補
習
授
業
校
と

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
、Th

e N
ueva 

School

な
ど
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
の
現
地
校
と
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
運
営
を
行

い
ま
す
。
総
合
大
学
で
あ
る
同
志
社
大
学
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
連
携
校
共
通
の
教
材
で
学
ぶ

機
会
を
持
っ
た
り
、
同
志
社
大
学
Ｅ
Ｕ
キ
ャ
ン

パ
ス
な
ど
を
含
む
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
連
携

校
の
共
同
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
（
資
料
１
）。

　
今
年
度
は
、
高
校
１
年
生
必
修
科
目
と
し
て

設
置
し
たSustainable Society Study( SSS)

、

2
年
生
、
３
年
生
の
選
択
科
目
と
し
て
設
置
し

たSustainable Society R
esearch( SSR

)

、

 帖
ちょう

佐
さ

 香
か

織
おり

（国際中高社会科教諭）



私の研究・私の授業

私
の
研
究
・
私
の
授
業
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Sustainable Society D
esign( SSD

)

を
開
講

し
、
合
計
７
名
の
担
当
教
員
が
、
意
見
を
出
し

合
い
、
よ
り
良
い
授
業
を
行
え
る
よ
う
に
日
々

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
い
ま
す
。
授
業
も

１
学
期
の
一
部
は
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
で
、
試
行

錯
誤
の
毎
日
で
す
が
、
情
報
科
教
員
や
Ｉ
Ｔ
に

強
い
教
員
、
理
系
・
文
系
様
々
な
知
識
や
発
想

に
も
と
づ
き
自
由
に
意
見
を
出
す
教
員
、
ア
メ

リ
カ
国
籍
で
日
本
・
ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
受
け

た
教
員
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
経
験
を
も
つ
教
員
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
が
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
テ
ィ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
良
さ
が
よ
り
発
揮
さ
れ
た
授

業
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
（
資
料
２
）。

生
徒
た
ち
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
に
も
差
が
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
、
２
０
２
０
年
6
月
現
在
で
は
生
徒

た
ち
は
登
校
し
、
対
面
授
業
が
始
ま
っ
て
い
る

の
で
、
オ
フ
ラ
イ
ン
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
良
い
と

こ
ろ
を
生
か
し
な
が
ら
課
題
を
進
め
ら
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
く

れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
成
果
な
ど
未
知
数

の
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
教
員
の
側
が

新
し
い
挑
戦
と
出
会
い
を
楽
し
み
な
が
ら
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

（
資
料
１
）

　
文
部
科
学
省
提
出
の
構
想
概
念
図
。
現
在
Ｗ

Ｗ
Ｌ
指
定
校
は
全
国
で
22
校
。

h
ttp

s://w
w

w
.m

ex
t.g

o.jp
/b

_m
en

u
/

houdou/2020/m
ext_00177.htm

l

（
資
料
２
）

　
高
校
1
年
生
必
修
科
目
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は
、
約
２
７

０
人
が
受
講
し
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
、
街
づ
く
り
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
と
も

に
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
り
、
リ
サ
ー
チ
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
基
礎
的
な
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
１

学
期
は
左
表
の
よ
う
な
流
れ
で
授
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

5月15日
イントロダクション（６人の担当教師によるオリエンテー
ション、ディスカッション動画配信。）

「住みたい街づくり」に関するアンケート
（google form で提出。）

オンライン

5月22日 グローバル化の定義（動画配信、課題は pdf で配信し、
提出は google form で。） オンライン

5月29日
「住みたい街」についてのリサーチ（「住みたい街づくり」
アンケートの結果公表、課題は pdf で配信、グループで
スライドの担当範囲を作成。）

オンライン

6月5日 「住みたい街」リサーチの続き、グループでの役割分担
（google classroom のチャットで報告をする。） オンライン

6月27日
「住みたい街」スライドを共同編集し、中間報告を提出、
各自がリサーチにより集めた資料の提出（google drive
に提出。）

オンライン

7月6日 グローバル化の定義のまとめ（６人の担当教師によるイ
ンタビュー動画配信。） オンライン

7月13日 「住みたい街」リサーチのフィードバックと完成版提出
（google classroom に提出） オンライン

7月20日 「住みたい街（フライブルク、ストックホルム）」に住む
二人の講師による遠隔講義（動画配信） オンライン



　
２
０
２
０
年
3
月
25
日
、
学
校
法
人
同
志
社
同
志
社
大
学
（
以
下
、
同

志
社
）
と
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
（
以
下
、
ダ
イ
キ
ン
）
は
包
括
的
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
同
志
社
と
ダ
イ
キ
ン
は
、
以
前
か
ら
共
同
研
究
を
実
施
す
る
な
ど
関
係

を
深
め
て
き
て
お
り
、
２
０
１
６
年
12
月
に
は
教
育
・
研
究
に
関
す
る
協

定
書
、
覚
書
を
締
結
し
、
大
学
院
生
の
研
究
指
導
（
連
携
大
学
院
）
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
度
に
は
、
更
な
る
連
携
強
化
に
向
け
て
、

単
発
的
な
共
同
研
究
や
研
究
指
導
の
み
な
ら
ず
、「
組
織
」
対
「
組
織
」

の
連
携
に
よ
る
包
括
的
な
連
携
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
を
合
意
し
、
1
年

間
の
協
議
を
経
て
、
包
括
連
携
協
定
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　
本
連
携
で
は
、
地
球
環
境
問
題
解
決
に
資
す
る
技
術
的
、
科
学
的
な
共

同
研
究
を
実
施
す
る
こ
と
が
柱
と
は
な
り
ま
す
が
、
個
々
の
共
同
研
究
の

枠
を
超
え
て
、
科
学
技
術
だ
け
で
は
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
次
の

環
境
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
新
事
業
を
企
業
と
協
創
し
、
幅
広
く
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
で
き
る
人
物
・
人
材
の
育
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
同
志
社
は
、
そ
の

実
施
母
体
と
し
て
、
２
０
２
０
年
4
月
に
〝
同
志
社
︱
ダ
イ
キ
ン
「
次
の

環
境
」
研
究
セ
ン
タ
ー
〟
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
世
界
ト
ッ
プ
の
空
調
機

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ダ
イ
キ
ン
が
同
志
社
に
期
待
す
る
連
携
事
業
は
、
従
来

の
産
学
連
携
の
枠
を
超
え
た
社
会
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
す
。

　
本
連
携
事
業
の
テ
ー
マ
で
あ
る
地
球
環
境
問
題
は
、
現
代
社
会
の
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
共
同
研
究
で
は
、
こ
の
問
題
の
一
つ
で
あ
る
「C

O
2

の

削
減
」
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、C

O
2

を
分
解
・
再
利
用
す
る
新
技
術
の
開

発
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
解
決
策
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
人
が
吐
き
出
し
たC

O
2

を
原
料
と
し
て

循
環
的
な
酸
素
供
給
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
完
全
な
閉
鎖
空
間
で
の
長
期
滞
在
、
将
来
的
に
は
月
面
基
地
や
惑

星
居
住
な
ど
の
宇
宙
開
発
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

C
O

2

再
利
用
技
術
で
は
、CO

2

を
原
料
と
し
て
、種
々
の
化
学
物
質
の
製
造
、

将
来
的
に
は
、
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
社
会
の
構
築
に
結
び
付
く
よ
う
な

技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
空
調

機
需
要
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
現
在
の
3
倍
に
増
加
す
る
見
通
し
と
発
表

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
後
予
想
さ
れ
る
空
調
機
の
急
増
で
必
要
と

な
る
電
力
量
は
、
米
国
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
日
本
の
現
在
の
発
電
能

同
志
社
−ダ
イ
キ
ン「
次
の
環
境
」研
究
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長 

理
工
学
部
教
授　

後ご

藤と
う

琢た
く

也や

同
志
社
大
学
・
ダ
イ
キ
ン
工
業
と
の
包
括
的
連
携
協
力
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同
志
社
　
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

力
の
合
計
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高
く
、
環
境

に
優
し
い
様
々
な
機
能
を
有
す
る
空
調
機
の
実
現
は
、
地
球
環
境
問
題
の

解
決
に
向
け
た
最
優
先
事
項
の
一
つ
で
す
。

　
空
調
機
を
テ
ー
マ
と
し
た
共
同
研
究
で
は
、
ま
ず
は
イ
ン
バ
ー
タ
、
熱

交
換
器
、
圧
縮
機
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
空
調
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
を
な
く

す
極
限
追
求
を
目
指
し
ま
す
。
イ
ン
バ
ー
タ
に
関
し
て
は
、イ
ン
バ
ー
タ
・

モ
ー
タ
ト
ー
タ
ル
損
失
最
小
の
た
め
の
最
適
パ
ラ
メ
ー
タ
設
計
技
術
の
開

発
を
テ
ー
マ
に
、
圧
縮
機
・
モ
ー
タ
の
高
速
化
、
高
周
波
化
、
高
密
度
化

に
伴
う
根
本
的
な
電
磁
損
失
を
モ
ー
タ
制
御
と
組
み
合
わ
せ
て
最
小
化
す

る
技
術
の
研
究
開
発
を
行
い
ま
す
。
圧
縮
機
に
関
し
て
は
、
圧
縮
機
摺
動

損
失
の
低
減
技
術
を
テ
ー
マ
に
、
圧
縮
機
の
小
型
化
に
必
要
な
高
速
運
転

を
支
え
る
低
摺
動
損
失
の
軸
受
技
術
の
損
失
解
明
と
最
適
設
計
を
行
い
ま

す
。
熱
交
換
器
に
関
し
て
は
、
高
強
度
・
高
耐
食
性
熱
交
材
料
の
探
索
を

テ
ー
マ
に
、
伝
熱
管
材
料
に
発
生
す
る
腐
食
形
態
の
分
析
・
モ
デ
ル
化
に

よ
り
、
薄
肉
で
高
耐
食
性
の
あ
る
材
料
の
探
索
と
利
用
検
討
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
共
同
研
究
に
つ
い
て
は
今
後
の
進
展
を
見
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
技

術
深
化
、
加
え
て
新
た
な
共
同
研
究
テ
ー
マ
の
創
出
も
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
・
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
科
学
技
術
の
観

点
の
み
の
環
境
対
策
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る「
次
の
環
境
」を
提
案
・

実
現
で
き
る
人
物
・
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
本
学
の
自

然
科
学
と
人
文
・
社
会
科
学
の
融
合
を
目
指
す
教
育
理
念
の
も
と
、
米
国

で
開
発
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
基
礎
と
す
る
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ

ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、「
次
の
環
境
」
を
方
向
付
け
る
将
来

世
代
の
視
点
に
立
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
、
技
術
ア
イ
デ
ア
を
数
多
く
生
み
出
し

ま
す
。
志
の
高
い
学
生
は
、
企
業
研
究
者
と
一
緒
に
な
っ
て
進
め
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
研
究
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
共
同
研
究
提
案
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
起

業
へ
と
発
展
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
同
志
社
と
ダ
イ
キ
ン
の
本
連
携
事
業
は
、
２
０
２
０
年
4
月
か
ら
10
年

間
と
い
う
長
い
も
の

で
す
。
２
０
２
５
年

に
は
創
立
１
５
０
周

年
を
迎
え
る
本
学
で
、

創
立
者
新
島
襄
の
遺

志
を
受
け
継
ぎ
、
こ

の
連
携
か
ら
同
志
社

の
礎
と
な
る
新
し
い

取
り
組
み
が
生
み
出

せ
る
よ
う
活
動
し
て

い
き
ま
す
。
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Com
puter Science without a com

puter 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
わ
ず
に
情
報
科
学
を
学
ぶ 

〜
教
室
を
ぬ
け
だ
し
て
、
Ｍ
Ｓ
の
展
示
を
き
っ
か
け
に
〜

中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭　

外と
の

村む
ら

拓た
く

也や

は
じ
め
に

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
21
世
紀
の
基
本
的
教
養
と
言
わ
れ
て
い

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
そ
の
入
口
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
す
る
と
、
当
た
り
前
だ
が
Ｐ
Ｃ
が
あ
っ
た

方
が
よ
い
。
も
う
少
し
欲
を
言
う
な
ら
ば
、
家
電
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
で
も
良

い
か
ら
、
電
子
機
器
上
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
え
る
も
の
が
あ
っ
た
ら

尚
良
い
。
家
庭
で
の
電
子
機
器
の
普
及
や
低
年
齢
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
熱
も
相
ま
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
も
な
ん
と
な
く
使
っ

て
い
る
。
私
た
ち
（
大
人
）
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
電
子
機
器
が
身
近
に

は
あ
る
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
的
な
仕
組
み
を
知
っ
て
い
る
人
は
多

く
は
な
い
。
な
ん
と
な
く
使
っ
て
い
て
、
な
ん
と
な
く
ど
ん
な
こ
と
が
で

き
る
か
漠
然
と
わ
か
っ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

　
子
ど
も
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
話
す
と
、「
パ
ソ
コ
ン
嫌
い
な

ん
だ
よ
ね
」「
Ｐ
Ｃ
が
な
い
世
界
に
行
き
た
い
わ
」
な
ど
、
既
に
苦
手
意

識
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
が
一
定
数
い
る
。
特
に
マ
ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー
ド

に
関
し
て
、
小
学
生
レ
ベ
ル
で
の
習
熟
度
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
習
熟
度

が
低
い
子
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
受
け
る
ハ
ー
ド

ル
に
も
な
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
楽
し
め
ず
に
、
む
し
ろ
嫌
い
に
な
る

要
因
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
電
子
機
器
上

で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
う
こ
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
入

口
と
し
て
必
須
で
は
な
い
。
情
報
強
者
と
情
報
弱
者
、
工
業
国
と
開
発
途

上
地
域
の
間
の
隔
た
り
を
横
断
す
る
よ
う
な
も
の
を
ヒ
ン
ト
に
、
電
子
機

器
を
使
わ
ず
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
本
を
遊
び
な
が
ら
体
験

で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
今
回
実
践
し
た
。

「
Ｍ
Ｓ
（
メ
デ
ィ
ア
ス
ペ
ー
ス
）」
か
ら
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
森
」
へ

　「
ル
ビ
ィ
の
ぼ
う
け
ん
―
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
国
の
ル
ビ
ィ
」
と
い
う
有
名

な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
絵
本
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
世
界
に
ル
ビ
ィ
が
迷

い
込
む
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
校
内
の
け
や
き
広
場
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
森
（
世
界
）」
を
つ
く
っ
て
、
今
回
は
そ
こ
で
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

行
う
こ
と
に
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
森
へ
移
動
す
る
際
に
、
技
術
科
の

Ｍ
Ｓ
（
メ
デ
ィ
ア
ス
ペ
ー
ス
）
を
通
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
様
々
な
歴
代

の
Ｐ
Ｃ
・
ゲ
ー
ム
機
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。【
ゲ
ー
ム
機
】
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
（
１
９
８
３
年
）
Ｐ
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
（
１
９
８
７
年
）
ゲ
ー
ム
ボ

ー
イ
（
１
９
８
９
年
）
ゲ
ー
ム
ギ
ア
（
１
９
９
０
年)

な
ど
【
Ｐ
Ｃ
】PC

-
8001

、PC
-9801

、iM
ac

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
展
示
品
を
紹
介
し
て
い
る
と
、
ち
ょ
っ
と
詳
し
い
子
が
「
こ
の
ゲ
ー
ム

の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
は
64
ビ
ッ
ト
だ
」
と
気
づ
き
、
な
ん
と
な

く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
ｂ
ｉ
ｔ
」
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
は「
ｂ
ｉ
ｔ
」

の
詳
し
い
話
は
割
愛
す
る
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
内

部
で
計
算
を
受
け
持
つ
半
導
体
の
演
算
装
置
（
Ｃ
Ｐ

Ｕ
）
が
電
気
の
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
を

記
憶
し
、
そ
れ
を
ま
た
電
気
的
に
操
作
す
る
こ
と
で

計
算
を
行
っ
て
い
る
。
前
述
の
絵
本
を
使
い
な
が
ら

MSの展示の様子
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ん
だ
、
こ
れ
？
」「
で
き
た
！
」「
や
っ
た
！
」
と
一

生
懸
命
に
数
字
を
画
像
に
変
換
を
し
、
変
換
の
速
さ

を
「
ス
ペ
ッ
ク
（
性
能
）
が
高
い
！
」
と
か
言
い
な

が
ら
、
互
い
に
競
争
を
し
て
い
た
。

　
ど
ん
な
も
の
で
も
０
か
１
か
の
ビ
ッ
ト
の
集
ま
り

に
翻
訳
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
最
後
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
に

つ
い
て
、
体
を
使
っ
た
活
動
を
し
て
授
業
を
終
了
し

た
。
伝
言
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
で
、
デ
ー
タ
を
送

る
側
と
受
け
取
る
側
に
分
か
れ
て
、
デ
ー
タ
（
数
字
）
の
や
り
と
り
で
絵

を
完
成
さ
せ
る
。 

ま
と
め

　
た
だ
使
っ
て
い
る
、
与
え
ら
れ
て
い
る
側
で
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
切

り
拓
い
て
い
け
る
の
か
。
今
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
身
の
回
り
に
溢
れ
か
え

っ
て
い
る
。
今
後
ま
す
ま
す
子
ど
も
た
ち
の
実
社
会
（
未
来
）
と
リ
ン
ク

し
て
く
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
ス
マ
ホ
や
Ｐ

Ｃ
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
か
、
ほ
ぼ
完
全
な
「
ブ
ラ
ッ
ク
・

ボ
ッ
ク
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
仕
組
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
使
っ
て

い
る
人
は
、
実
は
、
情
報
の
プ
ロ
の
中
に
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。（
仕
組
を

ち
ゃ
ん
と
理
解
す
る
に
は
、
大
学
の
情
報
系
の
学
部
で
も
2
年
は
か
か
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、数
時
間
の
講
義
で
は
ま
っ
た
く
不
可
能
な
こ
と
で
す
が
）

　
本
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
で
は
、
も
ち
ろ
ん
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
ア

プ
リ
や
サ
イ
ト
で
学
習
し
た
り
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
制
御

し
た
り
も
し
て
い
る
。
今
回
の
実
践
は
電
子
機
器
を
使
わ
ず
に
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
入
口
、
基
本
を
遊
び
な
が
ら
体
験
で
き
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
も
重
要
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
織
り
ま
ぜ
た
も
の
も
、
子
ど
も
の
学
習
へ
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
を
高
め
る
１
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ビ
ビ
ッ
と

き
て
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
生
き
抜
く
生
徒
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
う
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
何
を
す
る
か
？
（
社
会
を
幸
せ
に
す
る
？
他
人

を
幸
せ
に
す
る
？
）
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

参
考
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジComputer Science without a computer

　（
最
終
閲
覧
日
：
２
０
２
０
年
7
月
2
日
）

https://w
w

w
.csunplugged.org/en/

説
明
す
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ

Ｆ
し
か
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
に

も
何
と
な
く
わ
か
っ
て
く
る
。
数
字
だ
け
で
な

く
言
葉
や
画
像
や
音
楽
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

内
部
で
は
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ
と
い
う
２
進
数
、
つ

ま
り
ビ
ッ
ト
に
変
換
さ

れ
て
処
理
さ
れ
、
記
憶
さ
れ
て
い
る
。「
情
報
は

ビ
ッ
ト
か
ら
で
き
て
い
る
」
と
言
っ
て
「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
森
」
へ
と
生
徒
を
誘
う
と
、
そ
こ
に
は

ア
ス
木
ー
（
笑
）（
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
）
が
あ
り
、
少

し
解
説
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
中
で
「
お
お
、

数
字
や
文
字
と
か
は
０
、１
で
表
せ
る
わ
！
」「
数

学
で
習
っ
た
け
ど
、
２
進
法
っ
て
こ
こ
で
使
わ
れ

て
い
る
の
か
！
」
と
驚
い
て
い
た
。

ビ
ビ
ッ
と
き
た
か
！？
ビ
ビ
ッ
と
く
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　
子
ど
も
の
中
で
「
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
、
私
た
ち
は
音
楽
も
聞
く
し
写
メ

も
送
る
。
文
字
と
数
字
だ
け
の
や
り
取
り
を
し
て
い
な
い
ぞ
」
と
疑
問
が

わ
い
て
く
る
。

　
た
と
え
ば
、
デ
ジ
カ
メ
。
い
わ
ば
小
さ
な
レ
ン
ズ
付
き
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

だ
が
、
撮
影
し
た
画
像
は
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
あ
る
い
は
０
と
１
の
ビ
ッ
ト

か
ら
な
る
デ
ー
タ
に
翻
訳
さ
れ
て
記
憶
さ
れ
る
。
そ
の
デ
ー
タ
が
パ
ソ
コ

ン
に
転
送
さ
れ
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
映
る
の
は
、
膨
大
な
数
の
ビ
ッ
ト
か

ら
な
る
デ
ー
タ
を
画
像
へ
と
パ
ソ
コ
ン
が
翻
訳
・
変
換
し
て
い
る
。
ス
マ

ホ
な
ど
に
格
納
さ
れ
た
大
好
き
な
曲
も
ま
た
、
内
部
で
は
膨
大
な
数
の
ビ

ッ
ト
の
集
合
体
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
０
か

１
か
の
集
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
私
た
ち
は
画
像
や

音
楽
や
文
書
を
送
っ
た
り
受
け
取
っ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ワ
ー
ク
を
し
て
み
た
。

　
右
側
に
ビ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
が
あ
り
、
左
に
そ
の

数
字
を
読
み
取
り
翻
訳
・
変
換
し
て
い
く
。
生
徒

た
ち
が
パ
ソ
コ
ン
に
な
り
き
る
わ
け
で
あ
る
。「
な

ビットからなるデータを画像へとパソ
コン（生徒）が翻訳・変換している様子

アス木ー

お題を出して2進数の確認

データのやりとりを体で再現
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は
じ
め
に

　
こ
こ
に
記
す
の
は
、
２
０
１
９
年
度
の
本
校
高
校
３
年
生
が
去
る
２
月

に
と
て
も
す
て
き
な
卒
業
の
仕
方
を
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

読
者
の
皆
様
に
は
読
後
に
「
何
も
特
別
な
話
で
は
な
い
」
と
拍
子
抜
け
さ

れ
る
こ
と
必
至
で
あ
る
。
そ
れ
を
承
知
で
紙
面
を
拝
借
す
る
の
は
、
本
校

が
長
年
に
渡
っ
て
卒
業
前
の
生
徒
指
導
に
苦
慮
し
て
き
た
か
ら
だ
。
同
志

社
香
里
高
校
の
卒
業
に
ま
つ
わ
る
悪
し
き
伝
統
を
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
の
テ
ー
マ
で
書
く
以
上
、
覚
悟
し
て
恥
を
さ
ら
す
し
か
な
い
。

悪
し
き
伝
統

　
高
校
３
年
生
は
12
月
ま
で
の
成
績
を
も
っ
て
大

学
の
推
薦
試
験
に
臨
む
の
だ
が
、
合
格
通
知
を
受

け
取
る
や
い
な
や
、
た
が
が
外
れ
た
よ
う
に
自
由

を
謳
歌
し
始
め
る
。

　
卒
業
式
が
３
月
に
行
わ
れ
て
い
た
２
０
１
８
年

度
ま
で
は
、
１
月
末
か
ら
２
月
中
旬
ま
で
の
約
３

週
間
、
大
学
で
の
学
び
に
向
け
た
特
別
授
業
を
実

施
し
て
い
た
。
特
別
授
業
は
教
員
に
と
っ
て
や
り

が
い
が
あ
り
、
間
違
い
な
く
一
部
の
向
学
心
旺
盛

な
生
徒
に
は
好
評
だ
っ
た
。
し
か
し
、
卒
業
し

た
先
輩
か
ら
高
３
へ
、
大
学
に
合
格
し
た
あ
と

は
真
面
目
に
登
校
し
な
く
て
よ
い
と
い
う
風
潮

が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
て
、
１
時
間
目
の

出
席
率
は
目
も
当
て
ら
れ
ず
、
無
断
欠
席
も
日

常
茶
飯
事
。
頭
髪
を
染
め
、
ピ
ア
ス
を
開
け
、

服
装
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
も
恐
れ
な
い
。
挙

句
の
果
て
に
は
学
校
を
休
ん
で
旅
行
に
で
か
け

る
者
も
い
て
、
担
任
が
自
宅
に
電
話
を
し
て
も

梨
の
礫
。
み
ん
な
、
そ
の
程
度
で
は
大
学
推
薦

を
取
り
消
さ
れ
な
い
と
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
と
も
に
登
校
し
て
こ
な
い
生
徒
の
た
め
に
授
業
を
準
備
し
、
家
庭
連

絡
を
続
け
、
説
教
を
垂
れ
る
徒
労
感
。
高
３
の
風
紀
の
乱
れ
が
下
級
生
に

与
え
る
悪
影
響
。
毎
年
、
苦
虫
を
噛
み
潰
す
よ
う
な
気
持
ち
で
３
週
間
の

特
別
授
業
を
終
え
る
と
、
約
２
週
間
の
冷
却
期
間
が
あ
り
（
こ
の
間
に
高

３
は
さ
ら
に
羽
を
伸
ば
し
）、
３
月
に
入
る
と
た
だ
の
通
過
儀
礼
と
し
て

の
卒
業
式
が
執
り
行
わ
れ
る
。
早
く
卒
業
さ
せ
た
方
が
互
い
の
た
め
で
は

な
い
か
と
い
う
声
は
、
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
あ
っ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
昨
年
、

教
員
会
議
で
卒
業
式
を
約
２
週
間
早
め
て
２
月
に
高
校
３
年
生
を
送
り
出

す
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

二
月
卒
業
式

 　

 

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭　

奥お
く

村む
ら　

賀よ
し

寛ひ
ろ

　

畑は
た

中な
か

亜あ

希き

子こ
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高
３
担
任
の
決
意

　
２
０
１
９
年
度
の
高
３
担
任
は
、
高
３
の
正
し
い

３
学
期
の
形
を
示
す
こ
と
が
使
命
だ
と
感
じ
て
い
た
。

卒
業
式
の
時
期
が
早
ま
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
さ
っ

さ
と
生
徒
を
追
い
出
す
の
で
は
な
く
、
と
も
に
過
ご

す
最
後
の
時
間
を
価
値
あ
る
も
の
に
し
た
い
。
卒
業

に
向
け
た
同
志
社
香
里
生
の
姿
勢
を
変
え
ら
れ
る
の

は
、
式
の
日
程
が
ず
れ
た
今
年
し
か
な
い
。

　
本
校
の
生
徒
は
元
来
学
校
が
大
好
き
な
の
に
、
卒
業
直
前
に
学
校
か
ら

足
が
遠
の
く
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
そ
れ
は
特
別
授
業
の
時
間
割
で
は
、
人

に
よ
っ
て
登
校
す
る
時
間
や
日
数
が
バ
ラ
バ
ラ
で
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
や

す
い
こ
と
、
進
学
す
る
学
部
学
科
ご
と
に
分
か
れ
て
受
け
る
授
業
に
は
本

来
の
学
校
の
楽
し
さ
が
見
い
だ
し
に
く
い
こ
と
が
理
由
だ
と
考
え
た
。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
前
向
き
な
学
校
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
全
員
が
毎
日
１
時
間
目
か
ら
登
校
し
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で

通
常
授
業
を
受
け
、
礼
拝
に
も
出
席
し
、
終
礼
を
実
施
し
て
担
任
と
の
繋

が
り
を
保
て
ば
、
安
定
し
た
学
校
生
活
を
送
る
の
で
は
な
い
か
。
遊
ぶ
時

間
が
少
な
け
れ
ば
、
身
だ
し
な
み
の
乱
れ
も
生
ま
れ
に
く
い
の
で
は
な
い

か
。

　
抜
本
的
な
改
革
は
前
例
と
な
っ
て
来
年
以
降
の
高
３
担
当
者
に
迷
惑
を

か
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
は
あ
っ
た
が
、
生
徒
が
最
後
に
「
高

校
楽
し
か
っ
た
」「
卒
業
す
る
の
が
寂
し
い
」
と
思
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
い
、
我
々
は
卒
業
式
予
行
の
前
日
ま
で
普
通
の
日
々
を
送
ら
せ
る
こ
と

に
決
め
た
。

キ
ミ
た
ち
が
学
校
を
変
え
て

　
12
月
の
学
年
集
会
で
３
学
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伝
え
る
と
、
案
の
定

も
の
す
ご
い
ブ
ー
イ
ン
グ
が
起
き
た
。
我
々
教
員
の
思
い
を
話
し
、
君
た

ち
次
第
で
同
志
社
香
里
の
未
来
が
決
ま
る
と
諭
し
、
鼓
舞
し
た
。

　
ほ
ど
な
く
し
て
、
生
徒
た
ち
は
「
卒
業
祭
」
な
る
も
の
を
開
催
し
た
い

と
声
を
挙
げ
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
清
く
正
し
い
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
を
条
件
に
そ
の
「
卒
業
祭
（
＝
学
年
文
化
祭
）」
を
許
可
す
る
と
、

そ
の
日
か
ら
各
ク
ラ
ス
の
実
行
委
員
が
「
遅
刻
を
せ
ず
に
ち
ゃ
ん
と
学
校

に
来
よ
う
。
最
後
に
先
生
た
ち
を
裏
切
っ
た
ら
あ
か
ん
。
気
持
ち
よ
く
卒

業
式
を
迎
え
よ
う
。」
と
互
い
に
呼
び
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

楽
し
か
っ
た
高
校
生
活

　
そ
し
て
卒
業
ま
で
の
２
ヶ
月
は
ど
の
よ
う
な
様
子
だ
っ
た
か
と
言
え
ば
、

遅
刻
は
２
学
期
ま
で
に
比
べ
れ
ば
少
し
増
え
た
が
、
許
容
範
囲
に
収
ま
っ

た
。
身
だ
し
な
み
の
乱
れ
は
一
切
な
か
っ
た
。
授
業
態
度
は
非
常
に
誠
実

で
、「
高
校
の
授
業
を
受
け
る
の
は
残
り
わ
ず
か
だ
」
と
い
う
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
た
。
卒
業
祭
に
向
け
て
は
、
ク
ラ
ス
で
合
唱
、
劇
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
な
ど
の
出
し
物
を
決
め
、
放
課
後
に
残
っ
て
ま
で
練
習
を
し
て
い

た
。
休
み
の
日
に
練
習
し
た
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
。

　
す
べ
て
を
生
徒
の
手
で
創
り
あ
げ
た
卒
業
祭
は
５
時
間
に
渡
っ
て
開
催

さ
れ
、
ど
の
ク
ラ
ス
の
出
し
物
も
創
造
力
豊
か
で
練
習
を
重
ね
た
成
果
が

出
て
い
た
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
連
帯
感
、
母
校
に
対
す
る
愛
情
、
最
高

学
年
と
し
て
の
矜
持
に
溢
れ
る
感
動
的

な
催
し
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
が
同
志
社
香
里
が
高
校
の
卒
業

式
を
２
月
に
変
え
た
顛
末
で
あ
る
。
巣

立
ち
を
目
前
に
し
た
生
徒
た
ち
が
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
と
の
繋
が
り
を
よ
り
深
め
、

成
績
に
縛
ら
れ
な
い
学
び
の
面
白
さ
に

気
づ
き
、
自
主
性
を
尊
重
す
る
同
志
社

教
育
の
よ
さ
を
改
め
て
感
じ
て
く
れ
て

い
た
ら
う
れ
し
い
。
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　「
同
志
社
と
キ
リ
ス
ト
教
探
究
」
は
、
二
〇
一
三
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
正
に
伴
い
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
高
校
三
年
生
の
聖
書
科
選
択
科
目

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
本
校
に
は
聖
書
科
の
高
三
選
択
授
業
は
な
か
っ
た
が
、

こ
の
度
初
め
て
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
こ
の
選
択
授
業
が
設
定
さ
れ
た
。

こ
の
授
業
を
選
択
履
修
す
る
生
徒
は
、
毎
年
約
三
〇
～
四
〇
名
で
あ
る
。

　
今
回
は
そ
の
授
業
内
容
の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
同
志
社
女

子
中
高
で
学
ぶ
最
終
年
度
に
、
生
徒
た
ち
は
「
自
分
探
し
の
旅
～
キ
リ
ス

ト
教
教
育
が
あ
な
た
に
求
め
る
こ
と
～
」
を
主
題
に
学
ん
で
い
る
。
不
思

議
な
導
き
に
よ
っ
て
同
志
社
女
子
中
高
で
学
ん
で
き
た
生
徒
た
ち
が
、
神

か
ら
与
え
ら
れ
た
使
命
と
同
志
社
建
学
の
精
神
に
つ
い
て
探
究
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
授
業
は
い
わ
ゆ
る
講
義
形
式
の
授
業
で
は
な
く
、
生
徒
た
ち
が
学

期
ご
と
に
設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
各
自
が
自
由
に
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
主
体
的
に
調
べ
、
学
習
成
果
を
発
表
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

調
べ
学
習
は
基
本
的
に
本
校
の
図
書
・
情
報
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
司
書

教
諭
に
よ
る
専
門
的
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
も
と
よ
り
深
い
主
体
的
学
び
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
以
下
に
各
学
期
の
テ
ー
マ
と
取
り
組
み
の
概
要

を
説
明
し
た
い
。

〔
一
学
期
〕「
新
島
襄
ま
た
は
同
志
社
の
歴
史
」

　
一
学
期
は
「
新
島
襄
ま
た
は
同
志
社
の
歴
史
」
に
関
す
る
論
文
を
作
成

し
、
新
島
襄
生
誕
記
念
懸
賞
論
文
（
学
校
法
人
同
志
社
主
催
）
に
優
秀
作

品
を
応
募
し
て
い
る
。
生
徒
た
ち
が
選
ぶ
論
文
テ

ー
マ
は
、
と
て
も
幅
広
い
分
野
に
お
よ
ん
で
い
る

こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
三
年
な
い
し

六
年
間
に
わ
た
る
同
志
社
女
子
中
高
で
の
学
び
は
、

毎
朝
の
礼
拝
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
な
か
で
、
生
徒

た
ち
は
日
常
的
に
新
島
襄
や
同
志
社
に
関
す
る
話

を
聞
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
自
の
興
味
あ
る

分
野
や
将
来
進
み
た
い
と
考
え
て
い
る
進
路
に
関

連
し
た
多
様
な
テ
ー
マ
を
選
ぶ
の
で
あ
る
。

　
過
去
四
年
の
本
校
生
徒
入
選
作
品
の
タ
イ
ト
ル

を
紹
介
す
る
。

◇
最
優
秀
賞

　
　�「
源
流
か
ら
大
海
へ
～
脱
国
の
出
来
事
か
ら
考
え
る
『
自
由
』
の
定

義
～
」（
二
〇
一
六
年
度
）

　
　「
韓
国
女
子
教
育
の
母
　
淵
澤
能
恵
」（
二
〇
一
七
年
度
）

　
　「
医
師
に
な
ら
ず
牧
師
に
な
っ
た
大
久
保
真
次
郎
」（
二
〇
一
八
年
度
）

◇
優
秀
賞

　
　「
八
重
か
ら
学
ぶ
『
宗
竹
』」（
二
〇
一
六
年
度
）

　
　�「
新
島
襄
と
山
本
覚
馬
の
遺
志
を
受
け
継
い
だ
中
村
栄
助
」

（
二
〇
一
九
年
度
）

　
　�「
中
村
栄
助
　
―
新
島
襄
と
同
志
社
に
尽
く
し
た
男
―
」（
二
〇
一
九

年
度
）

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
教
頭　

平ひ
ら

松ま
つ

讓じ
ょ
う

二じ

「
同
志
社
と
キ
リ
ス
ト
教
探
究
」
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同
志
社
　
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

　
　�「
世
界
の
難
民
」（
約
束
の
地
を
追
わ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
神
の
存

在
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
）

　
　�「
現
代
の
い
じ
め
」（
聖
書
の
時
代
に
罪
び
と
と
し
て
扱
わ
れ
た
人
々

と
イ
エ
ス
の
救
い
）

　
　�「
被
差
別
部
落
」（『
善
い
サ
マ
リ
ア
人
』
か
ら
、
サ
マ
リ
ア
で
生
ま

れ
た
人
々
の
苦
し
み
を
考
え
る
）

　
　�「
女
性
差
別
」（
聖
書
の
時
代
の
女
性
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
イ
エ
ス
の

視
点
か
ら
学
ぶ
）

　
　�「
障
が
い
者
差
別
」（
イ
エ
ス
の
奇
跡
物
語
か
ら
イ
エ
ス
の
障
が
い
者

へ
の
視
点
）　

　
生
徒
た
ち
は
現
在
社
会
が
抱
え
る
諸
問
題
と
聖
書
の
時
代
を
つ
な
げ
て

捉
え
、
私
た
ち
が
生
き
る
上
で
必
要
な
視
点
を
、
聖
書
か
ら
読
み
解
く
こ

と
を
学
ん
で
い
る
。

〔
三
学
期
〕「
聖
書
が
語
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
る
」

　
三
学
期
は
、
生
徒
が
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
聖
書
の

言
葉
（
聖
句
）
の
中
か
ら
一
番
大
切
に
し
た
い
聖
句

を
選
び
、
そ
の
聖
句
が
自
分
に
語
り
掛
け
る
意
味
を

一
人
一
人
が
考
察
す
る
。
中
高
時
代
に
出
会
う
聖
句

は
一
生
の
宝
物
で
あ
る
。
同
志
社
女
子
中
高
で
は
毎

日
礼
拝
が
あ
り
、
聖
書
を
読
ま
な
い
日
は
一
日
も
な

い
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
何
気
な
く
読
ん
だ
り
聞

い
て
い
た
聖
句
の
な
か
に
、
必
ず
心
の
奥
に
響
く
言
葉
と
出
会
う
も
の
で

あ
る
。
そ
の
言
葉
が
心
に
響
く
意
味
が
何
な
の
か
考
え
、
な
ぜ
自
分
は
こ

の
聖
句
を
一
番
大
切
に
し
た
と
考
え
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
卒

業
を
前
に
し
て
こ
の
聖
書
の
言
葉
に
ま
つ
わ
る
思
い
を
、
新
校
舎
希
望
館

の
黎
明
チ
ャ
ペ
ル
で
一
人
ず
つ
語
っ
て
い
る
。
そ
の
シ
ー
ン
は
感
動
的
な

時
間
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、「
同
志
社
と
キ
リ
ス
ト
教
探
究
」
を
履
修
し
た
生

徒
た
ち
は
、
同
志
社
女
子
中
高
で
学
ん
だ
こ
と
の
意
味
を
振
り
返
り
つ
つ

学
び
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
個
々
の
使
命
や
役
割
を
確
認
し
て
本
校
を
巣

立
ち
、
同
志
社
人
と
し
て
こ
の
社
会
で
の
歩
み
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

◇
佳
作

　
　�「
ホ
ノ
ム
聖
人
　
曾
我
部
四
郎
　
～
ハ
ワ
イ
で
地
の
塩 

世
の
光
と
な

っ
た
牧
師
」（
二
〇
一
六
年
度
）

　
　�「
同
志
社
女
学
校
と
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
　
～
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
か
ら

の
贈
り
物
」（
二
〇
一
六
年
度
）

　
　「
新
島
襄
の
視
点
で
読
み
解
く
現
在
の
ア
メ
リ
カ
」（
二
〇
一
七
年
度
）

　
　�「
東
華
学
校
　
～
消
え
去
っ
た
『
も
う
ひ
と
つ
の
同
志
社
』
～
」

（
二
〇
一
九
年
度
）

　
　「
周
再
賜
が
目
指
し
た
社
会
」（
二
〇
一
九
年
度
）

　
以
上
の
論
文
テ
ー
マ
は
新
島
襄
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

分
野
は
様
々
で
、
女
子
教
育
、
福
祉
、
平
和
、
医
療
、
教
育
、
国
際
、
茶

道
な
ど
多
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
志
社
に
関
わ
る
人
々
の
中
に
自
分
自

身
の
興
味
や
疑
問
を
重
ね
合
わ
せ
、
今
同
志
社
で
学
ん
で
い
る
こ
と
の
意

義
を
見
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

〔
二
学
期
〕�「
現
代
社
会
が
抱
え
る
諸
問
題
と
『
聖
書
』
が
現
代
に
語
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
」

　
い
つ
の
時
代
に
も
人
間
は
多
く
の
問
題
や
課

題
を
抱
え
て
い
る
が
、「
聖
書
」
も
当
時
の
社

会
問
題
が
語
ら
れ
、
そ
の
人
間
模
様
の
中
に
神

が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
か
と
い
う
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
遠
い
昔
に
書
か
れ
た
「
聖

書
」
で
あ
る
が
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
も

語
り
か
け
る
書
物
で
あ
る
と
、
生
徒
た
ち
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
二
学
期
は
、
各
自
が
選
ん
だ
現
代
社
会

的
諸
問
題
と
聖
書
が
語
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い

て
口
頭
発
表
と
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
。
生
徒
た
ち
は
、
各
自
が
選
ん
だ
諸
問
題
と
向
き
合
い
、
聖
書
が
語
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
き
、
そ
の
解
決
策
を
考
察
し
て
発
表
す
る
。
こ
れ

ま
で
に
生
徒
た
ち
が
選
ん
だ
社
会
問
題
と
聖
書
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
例
を

以
下
に
紹
介
す
る
。
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邸
で
始
ま
り
、
小
松
邸
で
仕
上
が
っ
た
の
で
あ

る
。
今
出
川
校
地
が
、
新
日
本
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
た
め
坂
本
龍
馬
、
大
久
保
利
通
、
西
郷

隆
盛
、
木
戸
孝
允
ら
が
知
恵
を
絞
っ
た
歴
史
的

現
場
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

西
郷
隆
盛
と
山
本
覚
馬

　
薩
摩
の
要
人
に
最
初
に
接
触
し
た
同
志
社
人

は
、
薩
摩
藩
邸
を
同
志
社
校
地
に
転
化
し
た
山

本
覚
馬
で
あ
る
。
戊
辰
戦
争
で
薩
長
に
敵
対
し

た
会
津
藩
士
が
、
捕
獲
、
幽
囚
さ
れ
た
因
縁
の

こ
の
藩
邸
を
な
ぜ
に

入
手
で
き
た
の
か
。

　
維
新
以
後
、
京
都

府
顧
問
（
知
事
補
佐

官
）
に
抜
擢
さ
れ
た

と
は
い
え
、
薩
摩
に

と
っ
て
は
旧
敵
国
の

有
力
家
臣
だ
け
に
、

に
わ
か
に
は
信
じ
が

た
い
出
来
事
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
捕
囚
中

に
薩
摩
藩
に
上
申
し

た
「
管
見
」
が
評
価

さ
れ
た
の
で
は
、
と

薩
長
同
盟

　
本
学
今
出
川
校
地
は
、
旧
薩
摩
藩
邸
（
二
本

松
邸
）に
始
ま
る
。
そ
れ
だ
け
に
薩
長
同
盟（
一

八
六
六
年
）
締
結
の
有
力
候
補
地
と
目
さ
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
異
説
も
あ
る
。

　
最
近
、
論
争
は
決
着
し
、
小
松
帯た
て

刀わ
き

の
寓
居

先
、
近
衛
家
別
邸
（
通
称
「
御
花
畑
」、
上
京

区
室
町
鞍
馬
口
）
に
落
ち
着
い
た
。

　
で
は
、
二
本
松
邸
は
無
関
係
か
。
い
や
、
下

交
渉
は
こ
ち
ら
で
あ
る
。
薩
長
同
盟
は
二
本
松

新設された薩長同盟締結記念碑
地下鉄「鞍馬口」西。筆者撮影（2019年11月3日）

特 別 寄 稿

明治維新の三傑と同志社
−西郷、大久保、木戸と新島襄−

本
もと

井
い

 康
やす

博
ひろ

（元大学神学部教授）
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役
猶
予
）
に
伴
う
私
学
無
視
の
政
策
に
対
し
て

陳
情
を
し
た
。
文
部
卿
（
大
木
喬た

か

任と
う

）
と
の
面

談
を
設
定
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
従
道

の
印
象
は
良
か
っ
た
。「
閑
雅
ニ
シ
テ
君
子
ノ

風
ア
リ
。
克よ

ク
我
カ
陳
ス
ル
所
ヲ
聞
キ
入
レ
タ

リ
」
と
称
賛
す
る
。

　
従
道
の
長
男
、
従じ
ゅ
う
り理
（
隆
盛
の
甥
）
は
ハ
リ

ス
ト
ス
正
教
会
で
受
洗
し
た
。
十
歳
で
亡
く
な

り
、
葬
儀
は
神
田
ニ
コ
ラ
イ
聖
堂
で
（
新
島
ゆ

か
り
の
）
ニ
コ
ラ
イ
の
司
式
に
よ
り
執
行
さ
れ

た
。
神
父
は
従
理
の
死
を
契
機
に
求
道
を
始
め

た
母
親
の
依
頼
で
西
郷
家
に
通
い
、
名
士
婦
人

対
象
の
伝
道
集
会
を
指
導
し
た
。
彼
女
は
入
信

特
定
さ
れ
、
現
場
に
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

な
ん
と
本
学
今
出
川
校
地
に
隣
接
す
る
。
西
郷

が
藩
邸
近
く
に
下
宿
し
た
こ
と
は
既
知
の
情
報

で
、
同
志
社
で
も
『
同
志
社
五
十
年
裏
面
史
』

以
来
、
相
国
寺
門
前
の
旧
三
十
番
教
室
が
有
力

視
さ
れ
て
い
た
。

　
三
十
番
教
室
と
は
、
府
庁
に
よ
る
校、
内、
で
の

聖
書
授
業
禁
止
に
対
抗
し
て
、
新
島
が
校、
外、
に

専
用
の
聖
書
教
室
と
す
る
た
め
購
入
し
た
私、
宅、

で
あ
る
。
い
わ
ば
同
志
社
神
学
館
第
一
号
で
、

今
は
校
地
に
組
み
込
ま
れ
ア
ー
モ
ス
ト
館
管
理

棟
が
立
つ
。

　
西
郷
の
長
男
、
菊
次
郎
が
第
二
代
京
都
市
長

の
折
、
当
時
の
同
志
社
総
長
、
原
田
助
た
す
く
は

こ
の
教
室
の
写
真
を
菊
次
郎
に
進
呈
し
、

「
京
都
時
代
の
父
上
の
旧
宅
」
と
陳
述
し

た
と
い
う
。

隆
盛
の
子
孫
た
ち

　
菊
次
郎
は
同
志
社
の
理
解
者
で
、
長
男
、

隆
吉
（
隆
盛
の
孫
）
を
同
志
社
に
送
っ
た
。

惜
し
い
こ
と
に
中
退
し
た
。

　
さ
ら
に
隆
盛
の
弟
（
従つ
ぐ

道み
ち

）
に
も
、
新

島
と
の
交
遊
が
生
ま
れ
る
。
新
島
は
彼
が

陸
軍
卿
代
理
の
と
き
、
徴
兵
令
改
正
（
兵

葬
儀
で
の
覚
馬
履
歴
は
見
る
。「
小
松
帯
刀
、

西
郷
隆
盛
等
は
曾か
つ

て
〔
覚
馬
〕
先
生
の
識
る
所
、

之こ
れ

〔『
管
見
』〕
を
観
て
大
に
其
卓
見
に
感
ず
」

（〔
　
〕
は
本
井
、
以
下
同
）。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
新
島
と
西
郷
・
小
松
と
の

接
点
は
、
な
い
。
説
教
や
演
説
で
二
度
、
西
郷

に
言
及
す
る
だ
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
本
学
（
新
島
遺
品
庫
）
は
奇
し
く

も
勝
海
舟
自
筆
の
「
詠
亡
友
南
洲
西
郷
氏
」（
漢

詩
）、「
詠
南
洲
先
生
和
歌
」
を
二
点
収
蔵
す
る
。

隆
盛
の
借
家

　
昨
年
は
、
小
松
邸
に
続
い
て
西
郷
旧
宅
地
も新設された西郷隆盛旧邸跡碑

上京区下塔之段町（今出川校地東隣り）。
大神あずさ氏提供

（2019年3月4日撮影、以下同）

三十番教室
元は隆盛下宿と伝わる同志社神学館第１号
（同志社社史資料センター所蔵）
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し
な
か
っ
た
が
、
長
女
（
隆
盛
の
孫
）
は
長
じ

て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
徒
と
な
っ
た
。

大
久
保
利
通
と
岩
倉
使
節
団

　
次
に
大
久
保
で
あ
る
。
維
新
政
府
が
欧
米
に

派
遣
し
た「
岩
倉
使
節
団
」で
は
副
使（
四
人
）

の
筆
頭
格
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
ア
メ
リ
カ

留
学
中
に
一
年
余
、
団
員
を
務
め
た
新
島
と
交

流
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し
、
新

島
に
は
他
の
副
使
（
木
戸
孝
允
や
伊
藤
博
文
）

と
の
接
触
は
あ
っ
て
も
、
大
久
保
と
の
接
点
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
木
戸
と
新
島
の
交
遊
が
親
密

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
大
久
保
の
心
証
を
害
し
た

も
の
か
。
木
戸
が
新
島
に
近
い
分
、
大
久
保
は

遠
か
っ
た
。
錯
綜
し
た
関
係
は
帰
国
後
も
続
く
。

「
大
阪
会
議
の
副
産
物
」

　
帰
国
後
、
新
島
が
大
久
保
に
会
え
る
機
会
は

大
阪
会
議
（
一
八
七
五
年
）
で
あ
っ
た
。
政
府

と
意
見
が
合
わ
ず
下
野
し
た
木
戸
と
板
垣
退
助

を
政
府
中
枢
（
参
議
）
に
復
帰
さ
せ
る
た
め
に
、

大
久
保
が
企
画
し
た
。

　
会
議
の
場
所
と
時
期
、
そ
れ
に
参
加
者
は
新

島
に
と
っ
て
ま
さ
に
天、
祐、
で
あ
っ
た
。

　
帰
国
し
た
新
島
は
、
安あ
ん

中な
か

で
肉
親
と
再
会
後

に
横
浜
か
ら
船
で
赴
任
地
の
大
阪
に
向
か
っ
た
。

な
ん
と
伊
藤
が
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
。
新
島
に

よ
る
と
、
伊
藤
の
方
か
ら
「
大
変
親
し
げ
に
」

声
を
か
け
て
き
て
、
神
戸
ま
で
の
二
泊
三
日
間
、

「
ず
っ
と
実
に
頻
繁
に
一
緒
に
〔
船
内
を
〕
散

歩
し
ま
し
た
」。
伊
藤
の
目
的
は
大

阪
会
議
で
あ
る
。

　
新
島
が
大
阪
に
着
く
と
、
会
議
の

た
め
に
大
久
保
と
木
戸
が
顔
を
揃
え

て
い
た
。
か
つ
て
の
副
使
四
人
中
、

な
ん
と
三
人
ま
で
も
が
新
島
の
赴
任

先
に
集
結
、
と
は
奇
遇
で
あ
る
。

　
在
阪
中
、
木
戸
と
伊
藤
は
大
阪
に

キ
リ
ス
ト
教
学
校
を
設
立
し
た
い
と

い
う
新
島
を
支
援
し
た
。

　
そ
こ
で
大
久
保
の
三
男
（
利
武
）
は
「
同
志

社
の
建
設
こ
そ
は
、
大
阪
会
議
の
副
産
物
」
と

ま
で
絶
賛
す
る
。
た
だ
し
、
祖
父
利
通
に
は
目

だ
っ
た
働
き
は
な
い
。

利
通
の
旧
宅
と
茶
室
（
有
待
庵
）

　
利
通
が
幕
末
に
京
都
で
暮
ら
し
た
旧
宅
に
も

新
し
い
動
き
が
あ
っ
た
。
彼
は
、
薩
長
同
盟
の

締
結
直
後
に
藩
邸
か
ら
出で

町ま
ち

付
近
へ
移
転
し
た
。

裏
庭
の
茶
室
に
は
、
西
園
寺
公
望
が
揮
毫
し
た

扁
額
「
有
待
庵
」
を
掛
け
る
。

勝海舟「詠亡友南洲西郷氏」（同志社社史資料センター所蔵）

利通長男から新島に
贈られた大久保利通の写真

（同志社社史資料センター所蔵）
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旧
宅
跡
地
に
立
つ
民
家
は
、
昨
年
、
現
所
有

者
が
取
り
壊
し
た
が
、
茶
室
は
京
都
市
が
価
値

を
認
め
て
、
移
築
、
保
存
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
利
武
に
よ
る
と
、
茶
室
は
元
々
御
花
畑
に
あ

っ
て
「
薩
長
連
合
の
密
談
〔
締
結
〕
の
際
に
用

ひ
ら
れ
た
」
が
、
そ
の
後
、
利
通
が
譲
り
受
け

「
こ
の
旧
宅
の
奥
に
移
し
設
け
」
た
と
い
う
。

　
大
阪
府
知
事
時
代
に
利
武
は
、
父
親
の
旧
宅

を
買
い
戻
し
て
以
後
、
種
々
の
集
会
に
利
用
し

た
。
時
に
は
同
志
社
が
関
与
し
て
講
演
会
を
開

き
、
筆
記
録
を
『
有
待
庵
を
め
ぐ
る
維
新
史
談

　
大
久
保
侯
爵
講
演
』
と
題
し
『
同
志
社
講
演

集
』
第
八
輯
（
一
九
四
四
年
）
と
し
て
発
刊
す

る
。

利
通
の
子
ど
も
た
ち

　
大
久
保
家
も
西
郷
家
と
同
様
に
、
二
代
目
に

は
新
島
や
同
志
社
と
の
繋
が
り
が
生
じ
る
。
ま

ず
、
長
男
の
利と
し

和な
か

。
新
島
は
徴
兵
猶
予
に
関
す

る
請
願
の
た
め
従
道
の
ほ
か
に
も
利
和
・
牧
野

伸
顕
兄
弟
を
も
歴
訪
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
利

和
は
利
通
の
写
真
を
新
島
に
贈
呈
し
た
り
、
新

島
を
自
宅
で
接
待
し
た
り
す
る
。
利
和
家
が
火

災
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
お
り
し
も
在
京
中
の
新

島
は
さ
っ
そ
く
見
舞
い
に
馳
せ
参
じ
て
い
る
。

　
新
島
と
大
久
保
家
の
関
係
で
は
、
利
通
次
男

の
牧
野
伸
顕
（
牧
野
家
へ
養
子
）
と
の
交
流
も

深
い
。
伸
顕
は
、
同
志
社
大
学
設
立
運
動
の
支

援
者
で
、
新
島
と
は
相
互
に
自
宅
訪
問
や
手
紙

の
や
り
取
り
を
行
な
っ
た
。
新
島
の
死
後
、
同

志
社
は
栄
光
館
前
に
「
皇
后
陛
下
行
啓
紀
念
」

碑
（
一
九
三
八
年
）
を
建
て
る
が
、
揮
毫
は
宮く

内な
い

大
臣
の
伸
顕
に
依
頼
し
た
。

　
そ
れ
以
上
に
同
志
社
と
近
い
の
が
三
男
（
利

武
）
で
あ
る
。
社
会
事
業
に
造
詣
が
深
い
高
官

で
、
一
九
三
一
年
に
今
の
社
会
福
祉
学
科
が
日

本
初
と
し
て
新
設
さ
れ
た
時
、
第
二
代
後
援
会

理
事
長
に
就
任
し
献
身
的
に
働
い
た
。
同
志
社

は
そ
の
功
に
報
い
て
、「
社
友
」
に
特
命
し
た
。

　
最
後
は
七
男
の
七
熊
で
あ
る
。隆
盛
の
孫（
隆

吉
）
同
様
に
同
志
社
に
入
り
、
新
島
に
も
歓
待

さ
れ
た
。
在
学
中
、
同
志
社
教
会
で
金
森
通み
ち

倫と
も

か
ら
受
洗
し
た
が
、
卒
業
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

中
退
後
も
八
重
と
の
交
信
は
続
い
た
。

木
戸
孝
允
と
覚
馬
、
新
島

　
維
新
三
傑
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
新
島
や
覚

馬
に
近
い
の
は
木
戸
で
あ
る
。
木
戸
は
、
新
島

が
覚
馬
を
知
る
前
か
ら
、
覚
馬
と
は
交
流
が
あ

っ
た
。
覚
馬
は
幕
末
、
京
都
守
護
職
幹
部
と
し

て
反
幕
勢
力
を
取
り
締
ま
る
立
場
に
あ
っ
た
。

　
一
方
の
木
戸
は
桂
小
五
郎
と
変
名
し
て
密
か

に
反
幕
活
動
を
す
る
身
で
あ
っ
た
。
伝
説
で
は
、

桂
は
覚
馬
ら
の
追
撃
を
逃
れ
て
鴨
川
の
橋
の
下

に
潜
伏
し
た
と
も
い
う
。

　
薩
長
同
盟
の
交
渉
で
は
、
木
戸
は
薩
摩
藩
邸

に
滞
在
し
て
協
議
を
重
ね
、
小
松
邸
を
訪
ね
て

は
例
の
茶
室
（
後
の
有
待
庵
）
で
小
松
や
西
郷

ら
と
密
議
し
た
。

　
そ
の
木
戸
が
新
島
と
邂
逅
す
る
の
は
、
岩
倉

使
節
団
で
訪
米
し
た
時
で
あ
る
。
新
島
は
森
有あ
り

礼の
り

や
田
中
不ふ

二じ

麿ま
ろ

ら
の
た
っ
て
の
要
請
で
団
員

大久保利通旧宅跡碑
寺町今出川下ル。筆者撮影（2019年11月3日）
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と
な
り
、
大
学
院
を
休
学
ま
で
し
て
同
団
に
協

力
し
た
。

　
ち
な
み
に
新
島
が
最
も
密
な
関
係
を
築
い
た

団
員
は
田
中
（
文
部
理
事
官
）
と
木
戸
で
あ
る

が
、
実
は
田
中
は
木
戸
の
配
下
に
あ
っ
た
。

初
対
面
の
印
象

　
木
戸
は
初
対
面
で
新
島
に
好
印
象
を
受
け
、

日
記
で
絶
賛
す
る
。「
新
島
の
人
物
に
す
っ
か

り
惚
れ
こ
み
ま
し
た
」（
司
馬
遼
太
郎
）
と
か
、

木
戸
の
洋
行
中
「
新
島
は
実
に
木
戸
の
意
中
の

人
だ
っ
た
」（
徳
富
蘇
峰
）
と
か
評
さ
れ
る
所ゆ

以え
ん

で
あ
る
。

　
一
方
、木
戸
の
印
象
も
同
様
で
、新
島
は
「
木

戸
さ
ん
の
振
る
舞
い
は
と
て
も
紳
士
的
で
、
好

感
が
も
て
ま
す
。
食
事
を
し
な
が
ら
も
た
く
さ

ん
の
話
し
を
し
ま
し
た
が
、
ま
る
で
ア
ン
ド
ー

ヴ
ァ
ー
〔
神
学
校
〕
の
〔
学
生
〕
ク
ラ
ブ
の
仲

間
の
ひ
と
り
と
話
し
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

振
る
舞
え
ま
し
た
」
と
英
文
書
簡
（
本
井
訳
。

以
下
同
）
に
記
す
。
六
日
後
に
も
、「
木
戸
さ

ん
と
は
、
十
分
に
懇
意
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
実
に
頻
繁
に
会
っ
て
、
国
民
教
育
は
徳

〔
キ
リ
ス
ト
教
〕に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
私
見
を
伝
え
ま
し
た
」
と
認
し
た
た

め
る
。

木
戸
の
キ
リ
ス
ト
教
嫌
い

　
以
後
、
木
戸
は
終
始
、
新
島
の
善
き
理
解
者

と
な
る
。
司
馬
は
、「
新
島
さ
ん
を
見
て
、
木

戸
は
こ
れ
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
な
ら
怖
く
な
い
と

思
っ
た
ら
し
い
。
だ
ん
だ
ん
つ
き
あ
っ
て
い
る

う
ち
に
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
こ
そ
素
晴
ら
し
い
と

ま
で
に
思
っ
た
と
い
う
。〔
中
略
〕
キ
リ
ス
ト

教
に
対
す
る
木
戸
孝
允
の
迷
信
は
、
新
島
さ
ん

に
よ
っ
て
と
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
分
析
す
る
。

　
在
米
中
の
木
戸
・
新
島
の
交
流
で
注
目
す
べ

き
は
、
当
時
、
木
戸
の
甥
、
來く
る

原は
ら

彦
太
郎
が
ア

ー
モ
ス
ト
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
に

留
学
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
來
原
は
農
科
大

で
新
島
の
恩
師
、
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
の
指
導

を
受
け
る
が
、
入
学
に
関
し
て
新
島
が
何
ら
か

の
働
き
を
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
う
で
あ
れ
ば
木
戸
家
の
場
合
も
、
來
原
が

後
に
孝
允
の
跡
取
り
養
子
と
な
る
の
で
、
二
代

目
に
は
間
接
的
に
同
志
社
と
の
縁
え
に
し

が
生
ま
れ
る

こ
と
に
な
る
。

ド
イ
ツ
で
再
会

　
ア
メ
リ
カ
で
用
務
を
終
え
た
木
戸
と
新
島
は
、

別
々
に
渡
欧
し
ド
イ
ツ
の
温
泉
地
、
ヴ
ィ
ー
ス

バ
ー
デ
ン
で
再
会
す
る
。
木
戸
は
日
記
に
、
ホ

テ
ル
に
「
新
島
来
訪
」
と
記
す
。

　
一
方
の
新
島
は
使
節
団
の
残
務
整
理
を
終
え
、

同
地
の
病
院
で
三
か
月
間
、
温

泉
治
療
中
で
あ
っ
た
。

　
温
泉
目
当
て
だ
け
で
な
く
、

「
或
あ
る
い
は
〔
木
戸
〕
公
は
〔
新
島
〕

先
生
の
見
舞
い
を
兼
傍
、
此
の

地
に
来
り
し
に
あ
ら
ざ
る
か
」

と
推
測
す
る
の
は
、
利
武
で
あ

る
。
木
戸
と
新
島
は
市
内
を
散

策
し
て
、
旧
交
を
温
め
た
。
木

戸
は
新
島
に
、
裏
に
署
名
を
し

た
肖
像
写
真
を
与
え
た
翌
日
、

木戸孝允旧宅跡碑
「新島旧邸」近隣の中京区末丸町

（大神氏提供）
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ラ
イ
ン
川
の
河
港
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

木
戸
日
記
に
よ
る
と
、「
新
島
、
来
リ
送
ル
」。

　
木
戸
は
帰
国
す
る
と
、
今
度
は
覚
馬
の
陳
情

を
受
け
る
。
覚
馬
は
あ
る
事
件
で
拘
留
さ
れ
た

槇
村
正
直
京
都
府
知
事
の
た
め
、
不
自
由
な
身

体
を
押
し
て
出
京
し
た
。
妹
の
八
重
（
後
の
新

島
夫
人
）
に
背
負
わ
れ
て
政
府
要
人
を
訪
ね
廻

り
、
知
事
の
釈
放
を
陳
情
し
た
。

　
中
で
も
最
有
力
の
後
援
者
、
木
戸
の
自
宅
へ

の
訪
問
は
四
回
に
も
及
ん
だ
。
逆
に
木
戸
が
覚

馬
の
滞
在
先
を
訪
ね
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
交
流
を
深
め
た
木
戸
は
以
後
、
京
都
で
槇
村

知
事
と
面
談
す
る
際
に
は
常
に
覚
馬
を
同
席
さ

せ
た
。

帰
国
後
の
大
阪
で
の
交
流

　
そ
の
後
、
木
戸
は
帰
国
し
た
新
島
を
も
厚
遇

す
る
。
初
対
面
の
日
に
「
後
来
、
頼
む
べ
き
の

人
物
也
」
と
日
記
に
記
し
た
文
言
を
履
行
す
る

第
一
歩
が
、
先
の
大
阪
会
議
で
あ
っ
た
。

　
大
阪
で
は
新
島
は
同
僚
宣
教
師
、
Ｍ
・
Ｌ
・

ゴ
ー
ド
ン
の
借
家
に
仮
寓
し
、
さ
っ
そ
く
木
戸

を
宿
舎
に
訪
ね
た
。
木
戸
は
そ
の
日
、「
晴
、

新
島
襄
、
来
話
。
学
校
建
築
大
に
教
育
へ
着
手

の
順
序
、
然し
か

し
て
当
人
の
志
思
等
を
尽
せ
り
」

と
記
す
。
木
戸
の
肩
入
れ
は
尋
常
で
な
く
、
木

戸
の
方
か
ら
新
島
の
下
宿
（
ゴ
ー
ド
ン
家
）
を

何
度
も
訪
ね
て
い
る
。
ゴ
ー
ド
ン
夫
人
の
証
言

に
は
、「
新
島
襄
氏
は
、
私
共
の
家
に
お
い
て

偉
大
な
る
木
戸
孝
允
、
伊
藤
博
文
の
両
氏
ら
と

屡
々
相
談
会
を
い
た
し
ま
し
た
」
と
あ
る
。

　
伊
藤
ま
で
同
行
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
異

例
で
あ
る
。
木
戸
の
要
請
で
、
伊
藤
も
ま
た
新

島
に
協
力
的
と
な
る
。

　
木
戸
は
大
阪
府
庁
に
対
す
る
影
響
力
が
極
め

て
大
き
か
っ
た
。
知
事
の
渡
辺
昇
は
幕
末
、
か

つ
て
江
戸
の
剣
道
道
場
で
塾
頭
の
木
戸
と
は
兄

弟
弟
子
で
あ
っ
た
。
知
事
の
右
腕
（
参
事
）、

内
海
忠
勝
は
長
州
人
で
あ
っ
た
。

　
お
り
し
も
大
阪
府
に
二
万
円
の
寄
付

（
洋
風
公
園
設
立
資
金
）
を
申
し
出
た

富
豪
の
礒
野
小こ

え

も

ん

右
衛
門
も
、
長
州
出
身

で
あ
っ
た
。

　
新
島
の
志
に
共
鳴
し
た
木
戸
は
、
礒

野
と
知
事
を
説
得
し
て
寄
付
金
を
新
島

に
回
す
よ
う
進
言
し
た
。
新
島
の
証
言

で
は
、「
木
戸
孝
允
公
ニ
面
会
シ
、
大

阪
ニ
於
テ
英
学
校
設
立
ヲ
計
リ
〔
シ
〕

カ
ハ
、
公
ハ
予
ヲ
礒
野
小
右
衛
門
ニ
紹

介
シ
、
氏
ヲ
シ
テ
〔
学
校
〕
建
築
費
ヲ

出
サ
シ
ム
ル
事
ヲ
企
テ
〔
ラ
〕
レ
タ
リ
」。

　
し
か
し
、
最
終
局
面
で
渡
辺
が
強
硬
に
反
対

し
た
た
め
、
新
島
の
夢
は
頓
挫
し
た
。
知
事
は

大
の
キ
リ
ス
ト
教
嫌
い
で
、
幕
末
の
長
崎
キ
リ

シ
タ
ン
弾
圧
で
は
現
場
で
指
揮
し
た
張
本
人
で

あ
っ
た
。

伊
藤
博
文
も
支
援

　
一
方
、
伊
藤
の
援
助
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
同

志
社
開
校
後
も
伊
藤
は
新
島
に
協
力
的
で
、
新

島
が
第
四
師
団
長
に
募
金
要
請
に
赴
く
際
に
は

紹
介
状
を
用
意
し
て
く
れ
た
。

　
伊
藤
は
維
新
の
三
傑
よ
り
は
長
命
だ
っ
た
の

木戸孝允旧宅
鴨川河畔の「終の棲家」（大神氏提供）
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で
、
同
志
社
訪
問
の
機
会
に
も
二
度
恵
ま
れ
た
。

最
初
は
宮
内
卿
、
次
は
首
相
と
し
て
夫
人
と
来

校
し
た
。
ほ
か
に
も
東
京
と
熱
海
で
二
度
も
新

島
と
長
時
間
の
個
別
会
談
を
持
ち
、
さ
ら
に
は

同
志
社
に
寄
付
さ
え
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
伊
藤
が
ハ
ル
ピ
ン
で
暗
殺
さ
れ

る
ま
で
の
晩
年
の
十
年
間
、
秘
書
を
務
め
た
の

は
古
谷
久
綱
で
あ
っ
た
。
新
島
の
教
え
子
で
、

終
生
、
新
島
を
恩
師
と
仰
い
だ
。
伊
藤
は
多
忙

な
政
務
の
合
間
に
、
時
に
は
古
谷
を
相
手
に
新

島
談
義
を
交
わ
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

京
都
開
校
の�　
　
　
　
　
　
　
　

　
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
＆
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
の
力

　
さ
て
、
大
阪
で
躓
つ
ま
づ
い
た
新
島
も
、
翌
年
、
京

都
で
は
開
校
に
漕
ぎ
つ
け
た
。
政
府
、
府
庁
の

双
方
で
誰
も
が
及
ば
ぬ
力
を
有
し
て
い
た
木
戸

の
支
援
が
効
い
た
。
と
り
わ
け
、
文
部
省
で
開

校
認
可
を
下
す
田
中
不
二
麿
が
木
戸
の
門
下
で

あ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
た
。

　
三
日
間
、
粘
り
強
く
折
衝
し
た
末
、
よ
う
や

く
田
中
か
ら
認
可
を
取
る
や
、
新
島
は
す
ぐ
さ

ま
木
戸
家
に
足
を
運
ん
だ
。
翌
日
も
、
で
あ
る
。

　
京
都
府
庁
へ
の
影
響
力
も
無
視
で
き
な
い
。

参
事
（
後
に
知
事
）
の
槇
村
正
直
は
長
州
出
身
。

木
戸
日
記
で
は
「
半
九
郎
」
呼
ば
わ
り
さ
れ
、

ま
る
で
木
戸
の
股こ

肱こ
う

で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
長
州
閥
が
強
く
、
後
に
は
長
州

人
の
国
重
正
文
と
尾
越
蕃
輔
が
知
事
の
脇
を
固

め
る
。
槇
村
が
最
も
頼
り
に
す
る「
覚
馬
先
生
」

は
、
木
戸
と
密
に
繋
が
る
。

　
府
首
脳
陣
の
特
別
「
賛
助
」
は
、木
戸
が
「
襄

の
志
を
貫
徹
す
る
に
務
め
賜
へ
」
た
結
果
、
と

新
島
は
感
謝
す
る
。
な
か
で
も
覚
馬
の
援
助
は

決
定
的
で
あ
っ
た
。
彼
の
「
大
な
る
引
力
」（
蘇

峰
）
が
、
同
志
社
を
京
都
に
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
し
た
の

で
あ
る
。
一
方
、
同
志
社
を
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
し
た
最

大
勢
力
は
、
田
中
、
槇
村
、
覚
馬
の
背
後
に
控

え
る
木
戸
で
あ
る
。
新
島
が
帰
国
後
一
年
に
し

て
キ
リ
ス
ト
教
色
皆
無
の
土
地
、

そ
れ
も
「
我
国
佛
教
大
本
山
」

の
旧
都
に
同
志
社
を
開
校
で
き

た
外
的
要
因
こ
そ
「
木
戸
公
の

有
力
懇
切
な
る
後
援
」
と
利
武

は
断
定
す
る
。

　
蘇
峰
も
同
意
見
で
あ
る
。
覚

馬
を
新
島
に
会
わ
せ
た
の
は
、

「
或
は
木
戸
其
人
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
ぬ
」
と
ま
で
推
測
し
、

「
天
は
偶
然
に
も
、
新
島
が
自

か
ら
求
め
ざ
る
も
、
斯か
く

の
如
き
人
物
を
彼
に
与

へ
た
る
こ
と
は
、
彼
の
為
に
も
亦
同
志
社
の
為

に
も
、
寔
ま
こ
と
に
天
来
の
幸
運
で
あ
っ
た
と
云
は
ね

ば
な
ら
ぬ
」
と
言
明
す
る
。

　「
天
来
の
幸
運
」
の
背
後
に
木
戸
の
姿
を
見

る
蘇
峰
は
、「
同
志
社
も
木
戸
公
の
援
護
に
よ

っ
て
創
立
せ
ら
れ
た
」。「
木
戸
公
微な
か

り
せ
ば
、

同
志
社
は
出
来
な
か
っ
た
と
は
申
し
ま
せ
ん
が
、

新
島
先
生
を
し
て
こ
れ
を
成
さ
し
め
た
の
は
、

木
戸
公
の
力
」
と
評
価
す
る
。

京
都
の
木
戸
邸

　
そ
れ
ゆ
え
、
同
志
社
は
開
校
後
も
木
戸
頼
み

で
あ
る
。「
宗
教
上
の
首
府
」
に
侵
入
し
た
宣

木戸孝允肖像写真
木戸が裏面に署名して新島に贈与
（同志社社史資料センター所蔵）
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教
師
に
不
動
産
を
貸
す
市

民
な
ど
絶
無
で
あ
る
。Ｊ
・

Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
借
家

探
し
に
苦
慮
し
た
新
島
は
、

空
き
家
の
木
戸
邸
に
目
を

つ
け
た
。
京
都
を
愛
好
す

る
木
戸
は
、引
退
後
の「
終

の
棲
家
」
を
半
九
郎
に
確

保
、
管
理
さ
せ
て
い
た
。

新
島
は
長
文
の
手
紙
で
木

戸
に
泣
き
つ
い
た
が
、
こ

れ
ば
か
り
は
拒
否
さ
れ
た
。

「
薩
摩
人
か
ら
も
頼
ま
れ

る
が
断
っ
て
い
る
」
と
。

　
そ
の
後
、
木
戸
は
予
期

せ
ぬ
形
で
同
家
に
移
り
住

む
。
天
皇
随
行
で
入
洛
し

た
木
戸
は
、
や
が
て
病
臥

す
る
身
と
な
っ
た
。

　
薬
石
效
な
く
つ
い
に
鴨

川
河
畔
の
自
宅
で
地
上
の

生
涯
を
終
え
た
。
天
皇
が

二
度
ま
で
も
見
舞
っ
た
木

戸
終
焉
の
邸
は
、
国
指
定

の
史
跡
と
な
っ
た
。

西
南
戦
争

　
と
こ
ろ
で
、
木
戸
の
京
都
転
住
直
後
、
西
郷

が
西
南
戦
争
を
起
こ
し
た
。
木
戸
は
西
郷
の
説

得
に
戦
地
へ
赴
き
た
い
と
大
久
保
な
ど
に
訴
え

た
が
、
叶
わ
な
か
っ
た
。
大
久
保
そ
の
人
も
薩

摩
行
き
を
止
め
ら
れ
た
。

　
打
つ
手
を
失
く
し
た
木
戸
は
病
床
で
、「
西
郷
、

い
い
か
げ
ん
に
し
ろ
」
と
呻
吟
し
た
と
い
う
。

木
戸
は
戦
争
の
結
末
と
西
郷
の
自
決
を
知
ら
ず

に
京
都
で
亡
く
な
っ
た
。

　
維
新
の
三
傑
中
、
残
る
大
久
保
が
東
京
で
刺

殺
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
よ
り
ほ
ぼ
一
年
後
で
あ

っ
た
。
三
傑
は
、
お
よ
そ
一
年
内
に
次
々
と
死

去
し
た
。

　
そ
の
う
ち
木
戸
の
死
は
同
志
社
に
大
打
撃
で

あ
っ
た
。「
若も

し
木
戸
に
し
て
更
に
十
年
の
歳

月
を
か
し
た
ら
ば
」、
日
本
や
新
島
、
同
志
社

に
と
っ
て
「
大
に
得
る
所
が
あ
っ
た
」
と
蘇
峰

も
慨
嘆
す
る
。

　
木
戸
は
心
を
寄
せ
た
京
都
、
そ
れ
も
か
つ
て

の
畏
友
、
龍
馬
と
同
じ
墓
所
（
霊
り
ょ
う

山ぜ
ん

）
に
埋
葬

さ
れ
た
。
八
年
後
、
新
島
も
霊
山
に
近
い
若
王

子
山
に
葬
ら
れ
た
。
相
並
ぶ
三
基
の
墓
は
、
今

日
も
東
山
か
ら
洛
中
を
見
晴
る
か
す
。

「皇后陛下行啓紀念」碑除幕式（栄光館前、1938年12月8日、同志社女子大学史料センター所蔵）。
碑文の揮毫（同志社社史資料センター所蔵）は大久保利通次男で宮内大臣の牧野伸顕による。
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お問い合わせ：法人部法人事務室
　　　　　　　京都市上京区今出川通烏丸東入
　　　　　　　TEL：075-251-3006　FAX：075-251-4980　E-mail：ji-hojin@mail.doshisha.ac.jp
　　　　　　　http://www.doshisha.ed.jp/

お 知 ら せ

　平素から学校法人同志社へのご理解、ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、世界中で多くの人々の生活が一変しました。学校法人同志社が設置する学校
には、4万2000名を超える学生、生徒、児童、園児が在籍していますが、政府の緊急事態宣言を受け、すべての学
校が休校等になり、教室で学ぶことができない状況を余儀なくされました。
　各学校では、緊急対策本部を立ち上げるなど、地域や卒業生のお力添えのもとで、社員が英知を出し合い、インタ
ーネット学習環境の整備など、力を合わせて、学生、生徒、児童、園児に寄り添いながら、教育水準、教育環境の維
持・向上のために努力を続けています。緊急事態宣言は解除されましたが、長期化する新型コロナウイルスの感染拡
大は、学費支弁者への経済的影響も大きく、就学をあきらめなければならない在学生が出てくることが予想されます。
　そこで本法人としては、同志社教育を受けることを希望し入学した在学生が失意のうちに終わることがないよう、
窮地に立たされている在学生に対して、支援金を給付することを決定いたしました。しかしこれらの取組を学費収入
等で賄うことは難しいことから、この度「新型コロナウイルス感染症に伴う在学生支援募金」を
開設して、卒業生、教職員のほか、広く社会の各方面からのご寄付を募ることといたしました。
　つきましては、本募金事業の趣旨をご理解いただき、何とぞ温かいご支援を賜りますようお願
い申し上げます。

【お申込方法】
　インターネットからお申込みください。https://bokin.doshisha.ed.jp/fund/shien.html
　インターネットからのお申し込みが困難な場合やご不明な点がある場合は、下記にお問い合わせく
ださい。

新型コロナウイルス感染症に伴う
在学生支援募金についてのお願い

学校法人 同志社　　　　
総長・理事長　八田 英二

寄付金募集要項

【募金目的】長期化する新型コロナウイルスの感染拡大により、学費の支弁に著しい支障の生じた在学生に対し、
支援金を給付すること。

【募集期間】2020年6月1日から2026年3月31日まで
【お申込金額】個人 … 一口　1万円（一口未満のご寄付についても有難くお受けいたします）
　　　　　　 法人／団体 … 一口　10万円

【学校指定について】
　支援を必要とする在学生数（学生、生徒、児童、園児）は、学校によって異なるため、支援対象者は同志社が
決定し、同志社在学生修学特別支援金として給付させていただきます。
　ただし、ご寄付いただく際に特段のご希望がおありの場合は、寄付金の一部もしくは全額について、特定の学
校をご指定いただくことができます（例：全額を同志社香里中高を指定。半分を同志社女子中高、残りを同志社
に一任。etc.）。なお、この場合に大学を指定された場合は「ALL　DOSHISHA募金　特定寄付奨学金」として、
女子大学を指定された場合は「サポーターズ募金“ぶどうの樹”経済的困窮学生に対する奨学金」として在学生
に給付させていただきます。

【税制上の優遇】
　学校法人同志社は、文部科学省より「税額控除対象法人」および「特定公益増進法人」の認可を受けており、
同志社へのご寄付は個人によるご寄付の場合、所得税の「税額控除」または「所得控除」のいずれかを選択いた
だけます。
　さらに、お住まいの地域によっては、住民税の「税額控除」の対象になります。
　詳細は、https://bokin.doshisha.ed.jp/tax/index.htmlを参照ください。
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お 知 ら せお 知 ら せ

　ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を、資料で
紹介する展示施設です。ハリス理化学館は、J.N.ハリスの寄附をもとに1890（明治23）
年に竣工し、永らく同志社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重
要文化財に指定されています。

【新型コロナウイルス感染症拡大予防について】
同志社ギャラリーでは新型コロナウイルス感染症の拡大予防対策を実施し
ております。来館前に同志社ギャラリーHPにある「新型コロナウイルス
感染症予防のためのお願い」をご確認いただき、感染症拡大予防にご協力
をいただけますようお願いいたします。
なお、感染拡大の影響で会期が変更することがございます。来館前に同志
社ギャラリーHPで開館状況をご確認ください。

【常 設 展】ギャラリー内には₆つの常設展示室が設けられています。₁階には「新島
襄の人と思想」、「同志社のあゆみ」、「世界の中の同志社」、「同志社の今」、
₂階には「J.N.ハリスと同志社」、「京都の中の同志社」と、部屋ごとにテ
ーマがあり、創立以来の歴史と共に、京都や世界と共に歩んできた同志社
の足跡をたどることができます。（₂か月に₁回程度の展示替え有）

【企 画 展】第22回企画展
タイトル：「「支え合う志」をつないで―障がい学生支援制度発足20周年―」
期　　間：2021年₃月19日（金）～₅月23日（日）（月曜・祝日は休館）
場　　所：ハリス理化学館同志社ギャラリー₂階企画展示室（今出川キャンパス）
主　　催：同志社大学学生支援センター障がい学生支援室・同志社大学同志社社史資料センター
協　　力：全国高等教育障害学生支援協議会（AHEAD Japan）、�  

大学コンソーシアム京都、日本学生支援機構（JASSO）、日本財団、� 
日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）

【入 場 料】無料
【開館時間】10：00～17：00（最終入館16：30まで）
【閉 館 日】‌�日曜日（企画展開催中は開館）、月曜日、祝日、ゴールデンウィーク、夏期

休暇中の一定期間、年末年始。
※‌�開館日等を変更する場合があります。お越しになる前にホームページ等でご確認ください。

【場　　所】同志社大学　今出川キャンパス
※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
ホームページ：https://harris.doshisha.ac.jp/
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp

ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内

入場無料
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お 知 ら せ

　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を堂上華族の高松保実が所有していました。1875（明治₈）年11月29日、新島襄は、
この高松邸の半分を賃借して仮校舎とし、生徒₈名で同志社英学校を開校しました。翌
年、英学校は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸を購入し、
自宅を1878（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社発祥の
地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開します。

【新型コロナウイルス感染症拡大予防について】
新島旧邸では新型コロナウイルス感染症の拡大予防対策を実施しておりま
す。来館前に同志社社史資料センター新島旧邸HPにある「新型コロナウ
イルス感染症予防のためのお願い」をご確認いただき、感染症拡大予防に
ご協力をいただけますようお願いいたします。
なお、感染拡大の影響で運営を変更することがございます。来館前に同志
社社史資料センターHPで開館状況をご確認ください。

【公開期間】①通常公開　10月₆日～11月28日、₃月₂日～₃月30日
　　　　　　毎週　火・木・土曜日（祝日は除く）
②特別公開　10月₁日～₅日（秋の特別公開）
　　　　　　11月29日（創立記念日）
　　　　　　2021年₃月20日～22日（卒業式）
※公開日の詳細はHPをご覧ください。https://archives.doshisha.ac.jp/

【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】①通常公開

　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内部には入場できません）。
②特別公開
　旧邸周囲および建物内部（母屋₁階と附属屋）に入場できます。
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。
【団体見学申込】‌�10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の₁週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：n-kyutei@mail.doshisha.ac.jp

新島旧邸公開のお知らせ

入場無料
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同志社女子教育と体育・スポーツ

お 知 ら せ同志社女子大学史料センター
第24回企画展

　３つの正三角形からなる同志社徽章は、知・徳・体の三位一体の教育理念の象徴であ
ると言われています。同志社の女子教育の中でも、心身に健康をもたらすための教育は
常に重視されてきました。それは、正課の授業に加えて、スポーツフェスティバルや課
外活動など多面的に展開されています。今回の企画展では、本学の体育教育およびスポ
ーツの歩みを振り返り、それが果たしてきた役割を見直していきます。

期　　　　間：2019年11月22日㈮～2021年7月30日㈮
時　　　　間：10：00～16：00
閉 　 室 　 日：�土・日・祝日　および12月25日〜2021年1月5日、4月30日�  

（ただし、11月3日、21日、22日、23日、2021年7月19日は開室しており
ます）

場　　　　所：同志社女子大学史料センター
　　　　　　　（今出川キャンパスジェームズ館１階展示室）
主　　　　催：同志社女子大学

同志社女学校でのなぎなたの稽古� 同志社社史資料センター提供

お問い合わせ：同志社女子大学史料センター
　　　　　　　〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入
　　　　　　　TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201
　　　　　　　E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp

期間延長！
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●同志社広報委員会小委員会委員
ABC順・〇印委員長

大学神学部助教 木谷　佳楠
大学文学部准教授 山田　　徹
大学社会学部助教 奥井　　遼

大学法学部教授 勝山　教子
大学経済学部教授 久保徳次郎
大学商学部准教授 内野　雅之

○大学政策学部教授 岡本由美子
大学文化情報学部助教 田中　　雄

大学理工学部教授 稲葉　　稔
大学生命医科学部准教授 貞包浩一郎

大学スポーツ健康科学部准教授 海老根直之
大学心理学部教授 及川　昌典 

大学グローバル・コミュニケーション学部助教 REGINE DIETH
大学グローバル地域文化学部准教授 SUSANNA PAVLOSKA

女子大学学芸学部教授 中野　慶理
女子大学現代社会学部教授 大津　正和

女子大学薬学部准教授 松元　加奈
女子大学看護学部専任講師 葉山　有香

女子大学表象文化学部准教授 宮腰　直人
女子大学生活科学部教授 奥田　紫乃
中学校・高等学校事務長 鎌田　伸一

香里中学校・高等学校事務長 内山　一栄
女子中学校・高等学校事務長 磯田　信行
国際中学校・高等学校事務長 貴志　浩行

小学校事務長 齋藤　道子
国際学院事務長 細川　　譲
幼稚園教諭 竹中　琴恵

法人事務部長 柳井　　望
大学広報部長 朝田　邦裕

法人事務部校友同窓課長 矢田　直人
大学広報部広報課長 今西　　覚

女子大学広報部広報室広報課長 渡邉　一郎
●編集協力　 アルカダッシュ

●同志社時報の申し込み
・送料（ゆうメール着払い：１冊236円）のみのご負担で

ご講読いただけます。
・お申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。
・宛先　〒602-８５８０ 京都市上京区今出川通烏丸東入
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（購読申請書をお送りいたします）
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（購読申請書をお送りいたします）



 Doshisha college song   Words by W. M. Vories  Music by Carl Wilhelm

One purpose, Doshisha, thy name

Doth signify; one lofty aim:

To train thy sons in heart and hand

To live for God and Native Land.

Dear Alma Mater, sons of thine

Shall be as branches to the vine;

Tho’ through the world 

we wander far and wide,

Still in our hearts thy precepts shall abide!

同志社よ、その名は一つの目的を意味する。

その学徒の精神的、肉体的に、

神のため、祖国のため、生きんという

一つの崇高な目的を。

親愛なる母校よ、同志社の学徒は、

ぶどうの枝のごとくつながりゆくことであろう。

たとえ、世界くまなく、広くはるかに、

われらさまようとも、汝の教訓は、

われわれの心に永遠に生き続けるであろう。

� （訳：児玉　実英）

同志社の一貫教育体制
The Integrated Educational System of the Doshisha

同志社
中学校・高等学校

Doshisha
Junior & Senior High School

同志社香里
中学校・高等学校

Doshisha Kori
Junior & Senior High School

同志社女子
中学校・高等学校
Doshisha Girls’

Junior & Senior High School

同志社大学・大学院 
Doshisha University

Doshisha Graduate School

同志社女子大学・大学院
Doshisha Women’s

College of Liberal Arts/
Graduate School 

同志社小学校
Doshisha

Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

同志社国際学院 初等部
Doshisha

International Academy
Elementary School

同志社国際
中学校・高等学校

Doshisha International
Junior & Senior High School

同志社国際学院 国際部
Doshisha International School, Kyoto

＊一定の条件があります（帰国生の要件）

＊
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